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　　　プロローグ





　どすんっ。──びっちびっち。

　あまりのことに九く条じよう雅まさ人とは声もなかった。



　全長一メートルはあろうかという巨きよ大だい魚が、頭上から降ふってきた。



　生まれてこの方、十五年と半年。こんな奇き妙みような出来事は初めてだった。なにせ雅人は体重身長から運動神経、顔の造りにいたるまでいたって平均的な高校一年生だ。偏へん差さ値ち五十前後の普ふ通つう科かのブレザーの着こなしも大人しくて、別段優等生なわけでも特別素行が悪そうに見えるわけでもない。いままで家族や生おい立たちに秘密があると聞かされた経験はないし、どこかの星の戦士の生まれ変わりで来世で会おうと約束したお姫ひめさまがいた、なんてこともない。たぶん。

　それなのに突とつ然ぜん、しかも高校からのなんでもない帰り道で、こんな事件と遭そう遇ぐうするとは。

　雅人が見上げると、そこには国道を跨またぐ歩道橋があった。しかし、人ひと影かげはない。だとすれば悪戯いたずらとは考えにくかった。だいたい愉ゆ快かい犯はんにしても、こんな重そうなアロワナの親しん戚せきみたいな魚を抱かかえて歩道橋をあがるだけで一苦労だ。

　また、なにかのはずみで飛ばされたということもまずない、と雅人は思う。一番近くの川までは五百メートル以上離はなれているし、風ひとつない穏おだやかな日ひ和よりなので竜たつ巻まきに巻き込まれたわけでもなさそうだ。

　いったいなんなんだ、これは、と首をひねる。

　びちっ…………。

　巨大魚が動きを止め、雅人の止まりかけた思考が復活した。死にかけの目が、じっとこちらを見ている気がした。

　考えること、数秒。

「ああ、もう。わかったよ」

　雅人は歩み寄ると、その巨大魚を抱だき抱えた。生なま臭ぐささが鼻につく。手がぬめって気持ち悪い。

　しかし命を救うためだ、しかたない。

　我ながら、お人ひと好よしだなと思う。すれ違ちがう人たちが、みんな振ふり返かえって笑っているような気がしてならなかった。

　雅人は国道沿いの歩道から脇わき道みちにそれて、川辺の土手を駆かけ上あがる。出で会あい頭がしらにぶつかり掛かけた自転車を間かん一いつ髪ぱつで避さけて、土手を転がるようにしてくだり、川原の途と中ちゆうで石につまずきかける。バランスを崩くずしながらも、一いつ瞬しゆんの判断でえいやっとばかりに魚を川へと投げた。

　そして雅人は見事に、ずさぁっと転んだ。

「……痛い……」

　呻うめきながら、顔をあげる。

　あたりの川原には小石があるだけで、魚の姿はない。どうやらうまく着水したらしい。

「やれやれ。良かった……」

　雅人は座すわり込むと、全身で息をついた。その拍ひよう子しに、汚よごれた制服が目について、またもため息をつく。母親には、なんと言い訳すれば良いものか。

　などと、考えていると。

　ばしゃん。

　大きな水音に、雅人は顔をあげた。さっきの巨大魚が跳はねたのかと思った。

　違った。

　その魚が起き上がっていた。胸むなビレが瞬またたく間まに伸のびて、細くて長い人の腕うでへと変わっていく。尾おビレは二本に、さらに顔は人間のそれへと変へん貌ぼうを遂とげる。

　驚おどろくほどの美少女が、そこにいた。

　歳としは雅人と同じ、十五、六歳ぐらいに見えた。長くてウェーブのかかった金きん髪ぱつが水を滴したたらせながら、白い背中へと流れている。雅人を振り返る大きな目はアーモンド色で、その面おも立だちは人形のように可愛かわいらしい。身長は高くもなく低くもないが、両手で隠かくしたその胸は平均よりもはるかに豊かだった。

　魚が全ぜん裸らの美少女に姿を変えた──

　だけでなかった。

　彼かの女じよの背中、肩けん甲こう骨こつのあたりから二つの翼つばさが生えた。白鳥をはるかに凌りよう駕がする大きさの、真っ白な翼だった。

「天使？」

　雅人は思ったままをつぶやいた。

　すると、その少女は柳りゆ眉うびを逆立てた。

「ちょ！　なに、天使って！　天使って天の、いわば使いっぱしりでしょ？　そんなのとボクを一いつ緒しよにしないでくれる？　これでもボクは神さまなんだからねっ！」

　鈴すずの音のような心ここ地ちよく愛らしい声ではあったが、どうやら本気で怒おこっているらしい。左手を腰こしに当て、右手の指を雅人に突つきつけ、むすっと口をとがらせている。美人なので、そんな姿も可愛いといえば可愛い。

　しかし、もっと重大な問題が発生していた。

「ちょ。そ、その……む、胸！」

　まる見えだった。

　ゆっさゆっさ揺ゆれるところまで、見る気はなくとも見てしまった雅人は、自分でもわかるぐらいに赤くなった。少女に背を向けて、

「とにかく隠せ！」

　と、怒ど鳴なりつける。

「え？　ああ、そうだった。うっかり、うっかり……でもまあ、いいじゃない」

　少女は雅人をふいに、背後から抱きしめた。

　濡ぬれた腕が、雅人の頬ほおと肩かたに触ふれる。冷たい水のはずなのに、一気にそこが熱を帯びたような気がする。背中には柔やわらかいものが二つ当たっていた。

「な、ななななな、なに？」

「いやあ、信じられない事件があってさ。びっくりして、うっかり魚になっちゃったんだ。しかもあんな水のないところでさ。もう焦あせっちゃって元に戻もどるのも忘れて、危ないところだったんだよ」

　なにを言っているのかわからない。

「そこをキミに助けてもらって、感謝してるんだ。だからお礼するね」

「お、お礼？」

「うん。といっても、キミにボクがあげられるものって、まずはボクのカラダかなと思うんだ」

「！」

　雅人はたっぷり数秒凍こおりついた。

　振り返ったすぐ鼻先に、少女の屈くつ託たくのない笑え顔がおがあった。さらにその一瞬で、雅人の視界に少女の首やら肩やらその下やらが入り込んだ。ともかく肌はだ色いろが多すぎる。

　雅人は目をつぶって、ぶんぶん首を左右に振った。

「そんなのいいって！」

「あっれ～？　おかしーな。ボク、見た目はそんなに悪くないと思うんだけど。そんなにむげに断られると、ちょっとショック～」

「いや。そういうわけではなくて」

　可愛いとは雅人も思う。普ふ通つうに街を歩いたら、すれ違う男が、大勢振り返るだろう。

「そっか！　もしかしてキミ、翼が気になる？　だったら大だい丈じよう夫ぶだよ。いまは出ちゃってるけど、消すこともできるんだ。ボクが仰あお向むけになるのに邪じや魔まにはならないから、キミが上に乗っても」

　雅人は、それ以上聞いていられなかった。

「そうじゃないって言ってるだろ！　オレはそんなの望んでない！　もっと自分を大切にしろよ」

　怒鳴られた少女は大きな目を見開いて、きょとんと首を傾かしげる。なんで怒られたのか、わかっていないらしい。雅人は額に手を当て、考える。

　女の子に迫せまられるなんて、あまりにも慣れないことをされたせいで雅人の頭はショートしかけていた。まずは落ち着こうと、深呼吸したそのとき。

　ごろごろごろごろ。

　天が鳴った。

　さっきまで晴れていたのに分厚い雲がかかっていた。稲いな光びかりが雲の間を駆けめぐっているのも見える。

「ヤバ……ゼウスじいちゃんが呼んでる！　すぐ戻らないと！」

　少女は声をあげると、背中の翼をばさりとはためかせた。風が巻き起こり、穏やかな川面かわもに波は紋もんが広がっていく。

　少女の独り言が聞こえた。

「せっかく下界に来たのに。もうちょっと、ゆっくりしていたかったな」

　風がだんだんと穏やかになっていった。

　雅人が空を見上げると、翼をはためかせた少女が暗雲に消えていくのが見えた。

　……少女は結局、最後まで全裸だった。










　　　一章





「……という夢を見たって話なの？　それは？」

「違う！」

　その日の夕食時、九く条じよう家のダイニングに雅まさ人との声が響ひびいた。

　しかし母はあまり意に介かいせず、雅人の作った肉じゃがを頬ほお張ばっていた。

　一昨年に組んだ持ち家のリフォームローン返済のため、パートに出るようになった母の負担を減らそうと、雅人は週に五日は台所に立っている。そんないまどき珍めずらしい孝行ぶりを発揮する息子むすこに、なんという仕打ちなのかと雅人はいきどおる。

「本当なんだって！　学校帰りに、降ってきた魚を助けたら、それが目の前で翼の生えた女の子に変わったんだ！」

「ふーん。そうなんだ──しょうゆ取って」母は手を伸ばす。

「信じてないだろ──ハイよ！」ぷんすか怒りながらも、雅人はしょうゆを手て渡わたす。

「ああ！　こうして親に信じてもらえなかった子どもが、将来非行に走るんだろうな」

「あんたがグレるような子なら、そもそも魚なんて助けないわよ」

「うっ……」

「だいたい、そんな大きな魚が空から降ってきたってあたりから、もう無理あるじゃない。あ、そうよ。写メ、撮とってないの？」

「死にそうになってるのに、そんな可哀かわいそうなことできるか！」

「あ、そう。それじゃあ、そこは百歩譲ゆずって魚がいたことにしましょう。で、あんたは、そんな巨大な魚を川に捨てた、と」

「捨て……!?」

「だってそうじゃない。そんな大きな魚、絶対外来種でしょう。そんなの放流されたら、川の生態系が大変なことになるかもね」

「あ……」

　たしかに冷静に考えてみればその通りかもしれない。

「しかもその魚が、背中に翼の生えた女の子に変わったんだっけ？」

「そうだよ」

　母はしばし真顔で雅人を見つめ、ふいにうなだれた。

「……なんで、そんなに疲つかれてるのかしらねぇ。部活もやってないし、勉強しすぎで追い詰つめられているって感じでもないのに……」

「なんだよ、それ!?」

「仮に、本当に女の子がいたとしてもよ？　そこで偶ぐう然ぜん水浴びしていたとか、そういうことなんじゃないの？　水はまだ冷たいだろうけど。ほら。春だから出てくるのよ、そんな子も」

「人をつくしみたいに言うなよ！　だいたい背中に生えていた翼はどう説明するんだよ」

「そこなんだけど。なんで背中に生えてる翼が見えたの？　そんなに背中の開いた服だったわけ？　それとも穴でも開いてた？」

「それは……」

　全裸だったから。

　なのだが、さすがにそこまで話せなかった。なにしろ照れくさい。思い出だすだけで赤面しそうになった雅人は、必死に頭を振った。

「ああ、もういいよ」

「……それとも、あれかしら。助けた魚が女の子に見えるぐらい飢うえているってこと？　木の叉またを見ても興奮する年とし頃ごろって言うけど、魚でねぇ……」

「もういいって言ってるだろ！　──ごちそうさま！」

　雅人は残っていたご飯をかき込んで、茶ちや碗わんを手に立ち上がった。流しにまで持って行って、そのまま部屋に戻ろうとしたところで母に呼び止められた。

「雅人、ひとつ言っておきたいんだけど」

「なんだよ」

「初体験は、早ければいいってもんじゃないんだから、焦らなくてもいいのよ？」

　母はいたわるような優やさしい眼まな差ざしをしていた。

「そんなこと考えてねえよ！」

「え？　ちょっと、それはそれで問題よ？」

「……はぁ」

「なに、そのため息！　──あ、コラ、雅人！　大事な話はこれからなんだから待ちなさい！　雅人!?」

　母は雅人を追いかけようとするも、ちょうど鳴り出した電話に足止めされた。口を尖とがらせながらも、母はかたわらの受話器を取る。

「もしもし。あら、お父さん？　……ああ、そのこと。うん、大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとついてるわ」

　母をおいて、雅人はさっさとダイニングをあとにした。

　父からの電話に助けられた。あれ以上、母はなにを言うつもりだったのか。女の子はいいものだから間ま違ちがっても男に走っちゃダメよとか、だけど生活力がないうちは抑おさえなさいねとか、そんな話だろうか。どんな地じ獄ごく絵図なんだろう、それは。

　雅人は二階の自室へつづく階段をのぼりながら、ふと小さくこぼした。

「だけどまあ、母さんの反応も仕方ないか」

　誰だれだって、魚が女の子に変身したなんて聞かされたら、もっと上う手まいウソをつけと思うだろう。狼おおかみ男おとこや特とく撮さつヒーローを信じるほどの子どもでもあるまいし。

「……ん？　そういえば魚に変身する話を、どこかで聞いたことが……なんだっけ？」

　首をひねりながら、雅人はドアを開けた。

　ほぼ、いつもどおりの自分の部屋だった。

　六畳じようのフローリングにクリーム色のカーペット。壁かべ際ぎわには本ほん棚だなと勉強机があって、そのわきには小さなテレビ台が置かれている。テレビはもっぱらゲーム専用で、かたわらにはコントローラーも転がっていて、出窓のそばにはベッドもある。パジャマが脱ぬぎ散ちらかしたままなのも、いつもと変わりない。

　だが、しかし。

　中央に置かれた小さなガラステーブルの上に、雅人秘蔵のコレクション──またの名をエロ本──が広げられているのは、いつもと違っていた。

　しかも女の子二人と獣けもの一匹ぴきが、それを囲んでいる。

「ほぉほぉ。なるほどね。とりあえず年相応の子が趣しゆ味みみたいだね。タイプは、ちょっと絞しぼりづらいなあ。みんな可愛いもんねぇ……あ、ボク、この娘こが好み！」

　とても描びよう写しやできないようなあられもない姿の女の子を指さしているのは、夕刻川原で出会ったウェーブの金髪の少女だった。

　彼女はいまなぜか、パステルピンクの着物に身を包つつんでいた。その色もさることながら、あきらかに短い丈たけもショッキングだった。太ふと股ももの白さが雅人の目には毒すぎる。

　しかし本人はそんなこと知るよしもない。食い入るように見つめていたコレクションから顔をあげると、一緒にいた一人と一匹にキラキラした目で問いかける。

「ねえねえ。アルテミスは、どの娘が好き？」

「し、知らないわよ！　というより、女の子の裸はだかを見て楽しいの？」

　つっこんだのは、銀色の長ちよう髪はつをポニーテールに結ゆったもう一人の女の子だ。歳は雅人と同じくらいに見えた。やや切れ長の目に通った鼻筋。こちらも、かなりの美少女だった。ちなみにきちんと着こなした濃のう紺こんの振り袖そでの上からでも、出るところが出ているのは見て取れる。かなりプロポーションがいい。背が低いけれど、そこもまた可愛いらしい。

　アルテミスと呼ばれたその少女は、呆あきれた顔で金髪の少女を見つめる。

　しかし、わかっていないとばかりに深いため息を返された。

「あのねえ、アルテミス。楽しいに決まってるじゃない。このふくよかな二つの胸、美しいくびれ、弾だん力りよくのありそうな太股、細い足首。白くて艶つややかな肌はだ、色気の香かおるうなじに、羞しゆう恥ちに染まる耳元、さらに艶やかな唇くちびる、怯おびえと期待に満ちる眼差し。どれをとってもスバラシイ！　いやあ、この女の子、サイコー！」

　雅人は口をぽかんと開ける。

　息を呑むような美しい女の子の口から、こんなセリフが発せられるとは。どこかにジッパーでも付いていて、中にオッサンが入っているんじゃないかと、雅人はなかば本気で考える。とても信じられない。

　いや、それを言うならいま目の前で起きていることすべてが信じられなかった。よく知りもしない女の子が、自分の部屋でいろいろと漁あさっている。あまりのことに雅人は怒るタイミングをすっかり逃していた。

　そんな雅人に気づきもしないで、金髪の少女はいきなりポンっと手を叩たたいた。

「あ、そっかそっか。女の子がダメってことは、アルテミスは男の裸が見たいわけか。う～ん、ここにあるかな～？」

　秘蔵コレクションを秘蔵してあったベッドのマットレスの下に腕を突っ込んで、彼女はもぞもぞごそごそと手さぐりする。

「そんなのあるか！」

「そんなの見せないでよ！」

　雅人とアルテミスの怒ど声せいが重なった。

　駆け寄よって本を取り上げた雅人の顔と、両手を伸ばして本を遠ざけたアルテミスの顔が並んだ。拳こぶし一つぶんぐらいの距きよ離りで雅人とアルテミスの目と目が合う。

　そこで、いきなり。

　ぞわぞわっ。

　アルテミスの首筋に鳥とり肌はだが立った。

　さらに彼女は正座していたにもかかわらず、コメツキバッタも驚きの跳ちよう躍やくで雅人から遠ざかる。勢いつきすぎて後頭部を壁かべにぶつけ、ごろごろと床ゆかを転がり、はたと我に返って起き上がり、あたりをきょろきょろと見み渡わたし、ようやく見つけた遮しや蔽へい物──本棚の陰かげに身を隠して、こっそりとこちらをうかがう。

　少なからず、雅人はショックを受けた。

　なにもヘンなことをした覚えはないので、この子のリアクションの意味がわからない。もしかして、風ふ呂ろに入ったけど、まだ川の魚のにおいが落ちていなかったのか──なんて考えて、雅人は肩かた口ぐちをくんかくんかと嗅かいだ。

　その雅人の横で突とつ然ぜん、青年の声がした。

「ううむ。よくわからんのだがのぅ。こちらの本に載のっている女性は、なぜ手首を縛しばら」

「うわあぁぁぁぁぁ！」

　雅人は感電したかのような反応を見せた。まだコレクションの広げられていたテーブルにボディープレスをかまし、それでも隠しきれないブツを両手でばさささっと回収する。

「こ。こんなの見るなっ！　ていうか、あんたたちはいったい、なんなんだ!?　オレの部屋で、なにしてるんだ！」

　ようやく雅人にも、まともな詰きつ問もんをするだけの余よ裕ゆうが出てきた。

　しかし金髪の少女は聞いていない。

「まあ、これぐらいはライトなプレイだから普通だとボクは思うよ？」

「プレイ……遊び？　あれが遊びなのか……ううむ。しばらく足を運ばぬ間に下界では、奇き怪かいな遊びが流は行やっておるようじゃのう。しかして、少年もその“〝プレイ”〟とやらを嗜たしなんでおるのかの？」

「いや、だから違くて！」

　雅人は真っ赤になって叫さけぶ。あれはたまたま悪友が持ってきて、そのまま置いていったので一時保管していただけであって、断じて所有していたわけではないという事実（またの名を言い訳）を口にしようとして、雅人は気がついた。

　さっきから誰と会話をしているのかといえば、他でもない。

　雅人は犬としゃべっていた。

　大型で長い体毛は、アフガンハウンドの血を引いているようだった。すんだ目に細長い顔だちは、なかなかの知性と愛あい嬌きようを感じさせる。

　しかし、問題はそこじゃない。

「しゃ、しゃべった？」

　その犬はフンっと鼻で笑ってみせた。

「話すぐらいはなんでもない。これでもわしは、オリンポスで随ずい一いちと謳うたわれた賢けん者じやじゃからのう。──お、その顔は理解しておらんのう？　ううむ。この国にも“〝百聞は一見にしかず”〟という諺ことわざがあったはずじゃ。どれ、ひとつ見せてやろうかのう」

　すると、大型犬の頭がみるみると人のそれに変わっていった。変化はそれだけにとどまらない。首が伸のびたかと思うと、人間の上半身に。犬だったはずの四本の足にも蹄ひづめがあらわれた。

　サイズこそ小こ振ぶりだが、いわゆる半人半馬の姿だった。

「ケンタウロス!?」

「それは一族の名じゃな。わしは名をケイローンと言う」

　ケイローンは腕うでを組んで、えっへんと胸を張った。ジジくさい言葉を使うが、容姿は長髪さらさらで鼻筋の通った美形の青年だから調子が狂くるう。目をごしごし擦こすっても変わらない現実に頭を抱かかえたところで、ふと引っかかるものを感じた。

「……あ？　ケイローンにアルテミス？」

　雅人は半人半馬のケイローンと銀髪のアルテミス、そして最後に金きん髪ぱつの少女へと順に指を向ける。

　少女は一いつ瞬しゆんきょとんとするも、すぐに屈託のない笑顔で応こたえる。

「ボク？　ボクの名は、エロスだよ」

「おいおい……それって、もしかして……」

　雅人はいまになって思い出した。

　魚に変身した人の話。

　エリダヌス川のそばを歩いていたところ突然、怪かい物ぶつテュポーンに襲おそわれ、あまりに驚おどろいたために魚に変身して逃にげたという、うお座の元にもなったギリシャ神話。その逃げた人──いや、神さまはアフロディーテとその子どものエロスだった。

「まさか、そんな……」

「あれ？　言わなかったっけ？」

　それがなにか問題あるのかなと問うように、金髪の少女──エロスは首を傾げた。

「ボクたちみんな、ギリシャの神さまなんだよ」



　　　　　※　　　　※



　エロスが雅人に助け出され、空へと飛んで行った直後にまで話は戻もどる。

　エロスはギリシャの天界にいた。

　なぜギリシャとわざわざ限定したのかといえば、天界はそれなりにたくさんあるからだ。ローマの天界あたりはギリシャと同じ神が掛かけ持もちしていることもあるが、エジプトまでいくと、もう勝手が違ちがう。

　雲の上に建つ宮きゆう殿でんの大理石風の柱に手をかけながら、エロスは中へと入っていった。

「ただいまぁ、じいちゃん」

















　友だちに挨あい拶さつするかのような調子に、玉座に座すわっていた髭ひげ面づらの大男──主神ゼウスは、顔をしかめた。ゆったりした衣ころもの袖を揺ゆらして、眉み間けんに拳を当てた。事実、ゼウスはエロスの祖父にあたるので「じいちゃん」で間違いはないのだが。

「いつも言っておるだろ。オリンポスではゼウスさまと呼べ。あと、服ぐらい着ろ」

「あっ。そうだった。さっきまでこれで誘ゆう惑わくしてたからね～。あははははは……えっと。それで、わざわざ呼びつけるなんて、なんか用？」

　エロスの背後から、鋭するどい女性の声が飛んできた。

「なんか用ではありません」

　ぎくりと振ふり返かえると、そこには眉間に深々と皺しわを刻んだ女性が立っていた。笑えば美しいに違いないのに、しかめっ面つらばかりしていることで有名な女め神がみヘラだ。ゼウスの姉にして妻であり、またエロスの祖母でもある。

「ヘラばあちゃん！」

　思わずエロスが口走ったとたん、ヘラの眉間の皺が一本増えた。さらにその右みぎ肩かたから、真っ黒なうろこを持ったヘビが、にょろりと顔を出す。

「……ヘラ、ばあちゃんですって？」

　ヘラのつぶやきに合わせて、きしゃあとヘビが牙きばを剥むく。うごめく真っ赤な舌は、本気の殺やる気を感じさせた。なにせ、生まれたばかりのヘラクレスに襲いかかった逸いつ話わを持つ猛もう獣じゆうだ。不覚をとったとはいえ、それはただ相手が悪かっただけで、けしてヘビが弱いわけではない。

　エロスは、にへらっと作り笑いを浮うかべる。

「そんな！　なにも言ってないですヨ？　ヘラさま、今日もお美しいですね」

「美しいなど、当然です」

　にこりともせずに、ヘラは返した。

「エロス、あなたは、わたくしが呼よび戻させたのです。あなたに与あたえた役目、まさか忘れたわけでありませんよね？」

「そ、そんなわけないよ。えっとえっと、ゼウスじいちゃんが浮気うわきしないように見張って、もしなんか怪あやしいと思った娘がいたら鉛なまりの矢で射ろ、だよね？」

　エロスの持つ矢や筒づつには二種の矢がある。

　金の矢に命中した相手は、どんなカタブツだろうとたちまち恋こいに落ちる。いわゆるキューピッドのイメージそのままであるが、なにを隠かくそうエロスとキューピッドは同一人物ならぬ同一神なのだ。

　また、あまり知られていないことだが、鉛の矢には逆の効果がある。当たってしまうと色いろ恋こい沙ざ汰たを嫌きらうようになり、百年の恋に落ちた相手であろうと見向きもしなくなる。たしかに浮気を防ぐには、もって来いの力かもしれない。

「わかっているなら、なぜここを離はなれたのです？」

　ヘラに付き従っているヘビが、きしゃあと牙を剥いた。びくりとエロスは背筋を伸ばす。

「あ、あのね？　頑がん張ばって見張ってたんだよ？　でもさでもさ。寄ってくる可愛かわいい娘をみんな追おい払はらってたら、ボクまで“〝可愛い子ちゃん分欠けつ乏ぼう症しよう”〟になっちゃうよ～」

「なんですか、それは。女性は栄養素とでも？」

「うん。心の栄養」

　真面目まじめにうなずくエロスに、ヘラは頭を抱えた。

　そこでゼウスは、すかさず口を挟はさむ。いままでずっとタイミングを狙ねらっていたらしい。ギリシャの天界を牛ぎゆう耳じる主神といえども、ヘラの怒いかりは恐おそろしいのだ。

「だからエロスは下界にナンパに降おりたというわけなんだ。まあ、あまり責めるのも可哀そうじゃないか。ここは大おお目めに見てやろう。のう、ヘラ」

　あくまで可愛い孫をかばってやる祖父、という顔をゼウスはしていた。

　が、しかし。

「ああぁっ！　なんだよ、それ。じいちゃんズルいぞ！　もとはと言えば先にじいちゃんが短気を起こして、しばらく休きゆう暇かやるから下界に行って来いって言ったんじゃ、もが」

　さすがは雷かみなりを操あやつるゼウスと言うべきか。その動きは稲いな光びかりのように素す早ばやかった。エロスの背後に回り込むなり、左手で腕の関節を極きめ、右手で口をふさぎにかかっている。

　肩かた越ごしに振り返ったエロスと、ゼウスの目が合った。

　──なにすんだよ、じいちゃん！

　エロスがにらむ。ゼウスもにらみ返した。祖父と孫、そして神さま同士だからこその以心伝心。目と目で相手の言いたいことが伝わった。

　──こら、エロス！　よけいなことを言うんじゃない！

　──そんなぁ！　ボクだって、ヘラばあちゃん怖こわいもん！

　なんてやり取りを黙だまって見ているヘラでもなかった。

「どういうことですか、あなた？」

　きしゃあぁぁあああ、きしゃあぁぁあああ。

　いつの間にか、ヘラの左ひだり肩かたからもヘビが顔を出していた。迫はく力りよくも二倍に跳はね上あがる。

「サボったエロスが苦くるし紛まぎれに言い訳してるだけだ。真に受けることもあるまい」

　──じいちゃん！　ひどいっ！

　エロスが目で抗こう議ぎした瞬しゆん間かん。

　ばりばりばりっ。

「ぎゃあああああああぁぁぁぁぁっ！」

　ゼウスに掴つかまれていた腕に電でん撃げきが流れた。すさまじい痛みに、エロスの目に涙なみだが溜たまる。

　しかし、ゼウスは涼すずしい顔。

「おお、ところでエロスよ。なにか下界でトラブっていたようだが、どうしたんだ？」

　よけいなことは言うなよと目で合図をしながら、ゼウスはゆっくりと玉座に戻る。エロスは不承不承うなずいて、答えた。

「テュポーンに襲われて逃げたときのクセでさ、ショックを受けてうっかり陸で魚に戻っちゃったんだよね。しかも歩道橋から落っこちちゃって。痛かったな、あれは」

　ヘラの表情に、このときはじめて大きな変化があった。

「まあ！　大だい丈じよう夫ぶだったのですか？」

　嫉しつ妬と深ぶかいヘラではあるが、いちおうは貞てい節せつと家庭、そして母性の神でもある。やはり、自分の孫が危険な目にあったと聞けば心配になるらしい。

「ちょっと危ないところだったけど。でも、通りすがりの少年に助けてもらって、なんとかなったんだ」

「そうですか、それは良かった。しかし、なにがそんなにショックだったのです？」

「それがさ！　すっごい可愛い女の子を見つけたと思って声をかけたら、なんと男だったんだよね。あんなに可愛いのに、詐さ欺ぎだよ、もう」

　口をとがらせて憤ふん慨がいするエロスに、ヘラは言葉をなくす。

　ゼウスも苦く笑しようしていたが、突然、目を瞠みはった。なにかを思いついたような顔をすると、ゼウスはいきなり足を踏ふみならして立ち上がり、エロスの襟えり首くびを掴んだ。

「キサマ！　神が人間に救われただと？　ならば、その恩はきちんと返して来たんじゃろうな!?」

　エロスはまだ事態がよく掴めない。

「いや、それはまだ……」

「このバカ！　おまえなど、バ神カミじゃ！　それでよく、おめおめと戻って来られたな」

　さすがにエロスも聞き捨てならなかった。

「えええーっ!?　ひどいよ！　じいちゃんに呼ばれたから、急いで帰ってきたんだろ？　ボクはきちんとお礼しようとしてたもん」

「言い訳など聞きたくないわ。神が人に救われたままなど前ぜん代だい未み聞もん。詫わびも礼もないとあっては、神々全体の沽こ券けんにかかわる」

「そんな大げさな……」

　それに人に迷めい惑わくをかけ倒たおしているのは、ゼウスも一いつ緒しよじゃないかとエロスは思う。どれだけ女の子に手を出し、どれだけ不幸にしているのか。

　エウロペという人間の少女に惚ほれたときは牛に変身して油断させて誘ゆう拐かいし、ヨーロッパ中を連れ回すという暴挙に出ている。また、塔とうに閉じ込められていた人間界の一国の王女ダナエーに近づくために、黄金の雨にまでなったこともあった。そのときダナエーは身ごもり、のちにペルセウスを産み、結果として母子は島流しの憂うき目めにあった。

　そんな過去は全部棚たなに上げて、ゼウスはエロスに説教をたれる。

「ともかくエロス、おまえはまた下界に降りて、受けた恩をきちんと返して来い。それができるまで帰って来なくていいからな」

「え、それって、じいちゃん……」

　ここに来てエロスは、ようやくゼウスの思おも惑わくに気がついた。いまだかつてないほどの尊敬の眼まな差ざしをゼウスに向ける。

　もちろんヘラは黙ってはいられない。

「あなた、そこまでしなくても」

「なんだ、人に借りを作りっぱなしで良いと言うのか？　人間のことだから触ふれ回まわるかもしれんな。『オレは神を救ったんだ、神なんて大したことないんじゃね？』とかな」

「なんですって？　……いえ、ですがしかし、エロス一人で恩返しをさせに行くのも、どうかと思いますが」

「おお、それもそうだな。エロスだけでは、多少心もとないか。目付役に一人、頭の切れるヤツを……おお、そうだ。ケイローンが日本に興味を持っておったはずだな。あいつならいろいろ詳くわしいだろう。あとは……うむ、アルテミスにしよう」

「アルテミスですか？」

　ヘラにとっても、エロスにとっても意外な名だった。

「うむ。あやつは神々でも屈くつ指しの弓の名手。エロスが金の矢で恩を返すのならば、きっと役に立つはずだ」

　なるほど理は通っていたが、しかしエロスは口をとがらせる。

「心外だなぁ。ボクだってそれなりに弓はうまいんだよ？」

「そうだな。自分で自分を射るぐらいにはな」

「はぅ」

　たしかにエロスには自じ爆ばくした前科がある。

　プシュケという人間の女性を射ようとして、うっかり自分を傷つけてしまい、エロス自身が恋に落ちてしまったのだ。紆う余よ曲きよく折せつあって彼かの女じよを妻にめとったエロスだが、もし失敗していれば、恋に身をヤツした末にどうなっていたのかわからない。

「なあに、エロス。案ずることはない。アルテミスにはわしから伝えておこう。さらにはおまえとアルテミスが留守の間、残された女たちの世話も抜ぬかりなく手配してやろうじゃないか」

　瞬間、エロスは気がついた。

　いまゼウスはエロいことを考えた。

　同じ穴のむじな、狼おおかみは狼の匂においを嗅ぎ分わけられるのだ。

「ああっ！　まさか、ボクの留守に愛いとしのプシュケを狙っているんじゃないだろうね！　じいちゃんだって、手を出したら許さないからね！」

「はっはっはっ。わかっておる。プシュケには、なにもせん」

　ゼウスは上じよう機き嫌げんに笑う。

　これで万ばん事じ上う手まく行くと思ったのだろうが、そううまくはいかなかった。ヘラは冷れい淡たんにつぶやく。

「……プシュケ“〝には”〟？」

「お？　いやいや。深い意味はないのだ、深い意味は」

　しかしゼウスは過去に一度、アルテミスお抱えの侍じ女じよカリストをかどわかしたことがある。しかも子どもまで作っている。

「まさか。ゼウス、あなた懲こりずに……」

「考えすぎだ！　ほらほら、ともかくエロス。適当に頑張ってくるのだぞ」

　ゼウスは、ばんばんばんとエロスの背中を叩いて送り出した。

　これで話はおしまいといった空気を出だそうとしているゼウスだが、はたして上う手まく行くかどうか、かなり怪しいようにエロスは思った。ヘラはいまも、ゼウスをじろじろとにらみつけているし、さらにヘビが一匹ぴき増えているし。

　しかし、それはともかくとしてもだ。

「ちょうどもう少し、下界も見てきたいところだったんだ。行ってくるよ」



　　　　　※　　　　※



「──と。そんなわけなんだ。わかった？」

「いや、ちょっと待てよ」

　勉強机の椅い子すに腰こし掛かけた雅人は、思わず声を荒あららげた。

　クッションに正座していたエロスは、哀あわれみの目で雅人を見上げる。

「ええ？　わかんなかったの？　……うーん、キミは頭悪いなぁ」

「なんだと？」

　雅人は眉間をとんとん指で叩たたきながら冷静であれと自分に言い聞かせる。どこがおかしいのかと言えば、すべておかしいような気がしてならないが、まずはやはり大前提からたしかめるべきだろう。

　つまり本当に神さまなのか。

　雅人は顔をあげ、本ほん棚だなの前でマンガを読みふけっていたケンタウロスのケイローンを見やる。賢者ならば参考書や学術書っぽいものしか興味ないのだろうと思ったら、そうでもないらしい。その手にしていたのは、ギリシャ神話をモチーフにした不ふ朽きゆうの名めい作さくマンガの文庫版だった。シュールな光景だと思う。

　雅人が歩み寄ると、その気配にケイローンも顔をあげた。

「おお、雅人殿どの。面おも白しろいのぅ、これ。“〝燃えろ、オレの小宇宙”〟！」

「いやいや。ポーズまでマネたりしなくていいから」

　つっこみながら、雅人はケイローンに手を伸ばす。

　さわっ。

　馬の胴どうあたりを撫なでてみた。毛は本物の馬のように繊せん細さいで、体温まで感じられた。ゆっくりと人間部分との境目にまで手をすべらせる。かすかな望みを持ちながら、つなぎ目やジッパーでもないかとあらためる。

　しかし、そんなものはなかった。

　やはりトリックなどではなく、本当に半人半馬のケンタウロスらしい。思えば、犬からこんな姿に変わっているのだし、夕方だって魚から女の子に変身したエロスも目もく撃げきしている。

　どうやら神であると認めざるをえないらしい。

　さっきまで親に信じてくれと訴うつたえていたにもかかわらず、こうして目まの当あたりにすると夢であってほしかったと思うから不思議なものだ。

「そ、そこはやめてくれぬか。くすぐったい」

　気まずそうにケイローンに言われ、雅人はあわてて手を引っ込めた。一種、異様な空気を感じて雅人が振り向むくと、そこには難しい顔で腕を組むエロスと、頬ほおを染めてじっとこちらを見つめるアルテミスがいた。

「え、なに？」

「そうか……雅人はそんな趣しゆ味みもあるのか……。ボクの矢でも動物を射たことはないからなぁ。上手く効くかはバクチだよ。それにしても、こういうのなんて言うんだっけ。たしか、獣じゆうか──」

「違う！」

　しかもケイローンまで、恥はじらうように視線をそらしている。雅人はため息を禁じえなかった。

「あのな……。どんな目で見ているんだよ」

「いいんだよ？　ボクはフェティズムを否定しないから」

「そうじゃなくって！　──もういい、わかった。百歩譲ゆずって、おまえたちが神さまだってのは信じよう。だけどな。まず、なんで女なんだ？　エロスってのは、男の神さまなんじゃないのか？　おまえ、本当に愛の神エロスなのか？」

　雅人にしてみれば、アイデンティティーを揺るがすひと言のつもりだった。どうだとばかりに胸を張ってみせる。

　しかし。

「ああ、うん。それ、ボクも心外なんだ！　いつの間にか、ねじれて伝わっちゃったみたいなんだよね。ひどいと思わない？　こんな可愛い娘こを捕つかまえて、男はないよね」

　雅人は見事な肩かたすかしを食くらった。

　ケイローンも、うむとうなずいて講こう釈しやくをたれる。

「しかしまあ、伝承がズレることは珍めずらしい話でもないじゃろう。ほれ、エロスの母君であるアフロディーテさまも、ゼウスさまの子ではなく、ウラノスさまの子であると伝える話もあるぐらいじゃからの」

　ウラノスとは世界最初の神であり、ゼウスの祖父にあたる。

「ちょっと待って。アフロディーテは、ウラノスの切られた男性器が海に落ちて、そこにまとわりついた泡あわから生まれたんじゃないのか？　……えっと、たしか──」

　雅人は本棚にある本を取り出して、ページをめくってたしかめる。

「──あ、やっぱりそうだ。ヘシオドスの『神統記』にもそう記されている。名画“〝ヴィーナスの誕生”〟も、それをモチーフにしているはずだぞ」

「おぬし、なかなか勉強しておるのぅ」

　ケイローンに感心されて、雅人は少しテレる。

「昔から星座とか好きでさ。そこから興味を持って本とか読んでたら、いつの間にかギリシャ神話にも詳しくなったんだよな。……って、そんなことはいまはいいんだよ」

「母さんは誰だれの子って、そんなのゼウスじいちゃんの子に決まってるよ。まったくもう、作り話にしてもひどいよね。よりによってひいひいじいちゃんの“〝ピー”〟についてた“〝ピー”〟から生まれたなんて言うことないじゃんね？」

「女の子がそんなこと言うんじゃない！」

　雅人は脊せき髄ずい反射でつっこみを入れる。可愛らしい鈴すずのなるような声で、いまのような単語を聞きたくなかった。雅人はついドキドキしてしまった。

「話がそれてる！　なんでエロスが女なんだよ」

「えー。そんなこと言われても、ボクはずっと昔から女だったもん。勝手に人間が勘かん違ちがいして伝えただけじゃないかー」

「それじゃあ、プシュケとの話も間ま違ちがいなのか？」

「あ、それは本当だよ？　きちんと結けつ婚こんして、いまは単身赴ふ任にんのボクの帰りを待つ若わか奥おくさんみたいな顔してるよ」

「何千年も昔に結婚してるクセに若奥さんとか、よく言えるな。それに結婚って女同士だろ！」

「別にいいじゃない。好きなんだから女の子が相手でも。だいたいさ、現代の日本人が愛について固定観念で縛しばられすぎてると思うんだよ。同性はおろか、きょうだいも結婚できないんでしょ？　ボクからしたら信じられないよね」

「それは、おまえ……」

　言いかけて、雅人は口をつぐんだ。

　思えば、エロスの両親であるアレスとアフロディーテは兄妹きようだいだし、ゼウスとヘラの夫ふう婦ふだって姉弟きようだいだった。近きん親しん婚こんなんて神の間では普ふ通つうらしい。

「そういえばさ。アルテミスの弟のアポロンだって、ヒュアキントスって恋こい人びとがいたよね。あれだって、伝承とはちょっと違うんだよ」

「そ、それはいまはいいじゃない」

　アルテミスは渋しぶい顔をするが、エロスはスルーした。

「この話、雅人は知ってる？」

「まあ、多少は。アポロンは人間の美少年であるヒュアキントスを見み初そめたんだろ。しかも楽しく遊んでいたところに風の神ゼピュロスに横よこ恋れん慕ぼされて、アポロンの投げた円えん盤ばんを風で操られてしまった。結果、それがヒュアキントスに当たって死んでしまい、そのとき流れ出た血液がヒヤシンスになりました──そんな感じだろ？」

　エロスが首を横に振る。

「本当はね。アポロンは恋人のヒュアキントスに別れを切り出されたから逆上して、円盤で半殺しにしちゃったんだよ」

「なに!?」

「アポロンは『他に男ができたのか』とか『剥はく製せいにして永遠にボクのものにしよう』とかなんとか言っちゃって。ヒュアキントスが『いっそのこと殺してくれ』って懇こん願がんしたぐらいネチッこくいたぶったらしいんだ。ゼピュロスが止めに入らなければ、命が危なかっただろうって聞いたなぁ」

　雅人は言葉を失った。アポロンの性格に戦せん慄りつを禁じえない。まるでヘンタイじゃないか。ドン引きする雅人の顔を見つけて、アルテミスがエロスに噛かみついた。

「なに、勝手にしゃべってるのよ！」

「だって本当のことじゃん」

「それは、そうだけど……」

　アルテミスはふいに、ばんっと床ゆかを叩いて居直った。

「もう、弟のことはどうだっていいでしょう！　この話は、おしまい！」

　あはははっと笑っていたエロスだが、ふいに真面目な顔をして雅人に向き直った。

「まあ、こんなふうに間違って伝わっていることは、よくあるんだよ。だからボクがエロスだって、信じてくれないかな？」

　そんなすがるような目をするなんて反則だと雅人は思う。しかし少なくともそこに悪意は感じられなかった。気づけば、アルテミスやケイローンまでが幼子を諭さとすような目で見ていた。これではなんだか、こちらが悪者みたいだ。

「ああ、わかったよ。エロスにアルテミスにケイローンだろ。信じるよ、そこはもう」

















「ほんと？　よかったぁ」

　エロスは瞬またたく間まに顔を輝かがやかせる。さっきまでのは嘘うそ泣なきだったんじゃないかと疑うたぐりたくなるような変わり身だった。

「さすがボクを助けてくれた恩人。悪い子じゃないと思っていたんだ」

　袖そでを振ふり乱みだして喜ぶエロスに雅人は苦笑しつつ、あらためて気になることを尋たずねた。

「ところで。どうして、そんな格好しているんだ？」

　エロスとアルテミスを順番に指さした。二人とも（エロスは厳密には別ものだが）着物をめかし込んでいる。

　エロスとアルテミスは顔を見合わせる。

「え？　どうしてって。これが東洋の国、日本の正装なんじゃないの？」

「ケイローンも、そう言ったわよ」

　そして、そのケイローンはどこか得意気に言った。

「着こなしておるじゃろう？」

　雅人はしばし言葉を選ぶ。

「……なあ。ケイローンは、いつ、どうやってその知識仕入れたんだ？」

「うむ。ほんの百五十年ほど前じゃろうかの。偶ぐう然ぜん、オリンポス山に浮うき世よ絵えが流れてきてのう。美しい色しき彩さいに、情じよう緒ちよ豊かな人物描びよう写しや。いやあ、すばらしかった」

　かのゴッホも浮世絵に影えい響きようを受けたという話もある。

　雅人は一つ大きくうなずいて、ケイローンの肩に手を置いた。

「そうか。もっと勉強しような、ケイローン」

　ヘラクレスを育てたというこの賢けん人じんも、いまはあてにならないようだった。

「あれ？　雅人、なにかおかしいの？　じゃあ言って？　衣服なら自由に作れるからさ。じいちゃんみたいに牛とか金の雨とか、自由に変身するのはムリなんだけどね」

　不安そうなエロスに雅人は説明しようとして、めんどくさくなってやめた。

　椅子に腰掛けて、背もたれに身体を預ける。思考と心を整理しながら、雅人はゆっくりと口を開いた。

「みんながオレに恩返しをするために、ここにやって来たっていうのはわかった。じゃあ聞くけど、なにをしてくれるんだ？」

「うん。一時はボクのカラダで払はらおうかと思ったんだけどね」

　雅人は思わずエロスを見た。

　着物の裾すそが短いせいで、クッションの上に座すわるエロスの足があらわになっていた。また、跳ね回っていたせいで、襟えりがややはだけてしまっていた。胸むな元もとの肌はだの白さが、とても眩しい。

　雅人は赤面しながら、あわてて顔を背そむけた。

「そんなのはいいって、言っただろ」

「うん。そうなんだよね。残念だけど、雅人はボクが好みじゃないみたいなんだ」

　そういう話ではないと雅人が口を開くより早く、エロスは言った。



「だからボクね。雅人の恋こいを成じよう就じゆさせてあげようと思うんだ」



　いきなりの展開に、雅人はついていけない。

「……なんだって？」

「ほらほら。言ってなかったっけ？　ボクの持っている金の矢と鉛なまりの矢のこと。金の矢に刺さされたものは、たちまち恋に落ちるんだよ。あ、ちなみに鉛の矢は……」

「その話はわかった。けれど、え？　オレの恋をかなえる？」

「うん」

「誰との？」

「そんなの知らないよー。ボクは神しん託たくの神アポロンじゃないんだから。ねえねえ、雅人。だから早く誰が好きなのか言って。どんな子？　どこで知り合ったの？　好きだって気がついたのはいつ、どんなとき？」

　ぐいっと身を乗り出して、エロスは目をキラキラさせる。おまえは恋愛話コイバナをするクラスの女子かと、内心でつっこみながら雅人は告げる。

「なんだか期待してもらっているところ悪いけどさ。オレはいま、特に好きなヤツなんていないぞ？」

　もちろん雅人だって、それなりに女の子に興味はあるし、いつか付き合ってみたいとは思っている。けれど、相手がいないのだから仕方ない。

　エロスの金の矢を使えば、あるいは適当に女の子を選んで、遊んだ末にポイみたいなこともできるのかもしれない。しかしそんな器用で不誠実なマネができるぐらいなら、そもそも雅人は魚を抱だいて川までトライしなかっただろう。

「別にオレは見返りを期待して助けたわけじゃないし──って、あたりまえか──ともかく、そんなわけだから、おまえたち、もう天界に帰っていいぞ」

　雅人は精せい一いつ杯ぱい優やさしい笑えみを作ってみせた。

　これでなんだかよくわからん連中から解放されると思っていたが、そこでアルテミスに噛みつかれた。

「つ、強がることないじゃない。女の子、好きなんでしょ？　そうでないなら、なぜ、こ、こんなもの持ってるの」

　アルテミスはベッドのマットレスの下に手をつっこんで、もぞもぞさせる。

「うわあああ！　もうなにもないって、やめろ！」

「本当に？」

「……う、それは……その……。っていうか！　それはそれ、これはこれなの！　オレだって男なんだから、仕方ないだろ！」

「ほら、やっぱり女が好きなんじゃない！」

「なんでそう極きよく端たんなんだ！」

　アルテミスは結局、雅人に女の子を好きでいてほしいのか、それとも違ちがうのか。雅人には、いまいちわからなかった。

　ただ、真っ赤になって長い袖をぶんぶん振り回しているあたり、どうやら怒おこっているのは間違いないらしい。その姿は、背が低いせいで迫はく力りよくがまったくなくて、むしろ可愛かわいらしいのだけれど。

　一方、エロスは、うんうんと何度もうなずく。

「わかる、わかるよ。ボクもプシュケが大好きだけど、他の女の子も好きだもんね。えっと、こういうの、この国ではなんて言うんだっけ？」

「別バラって言うんじゃなかったかのぅ？」

　ケイローンの相あい槌づちに、雅人がつっこむ。

「それ違う！」

　雅人は肩で息をついた。疲つかれる。

　無論、そんな苦労などエロスはまるでわからない。

「まあ、雅人がボクにすぐ打ち明けられないのも、わからないでもないんだ。そんなこともあろうかと、しばらく一緒に暮らす準備もしてきたんだ」

「……はあ？」

　雅人は耳を疑った。

「エロスは、きちんと恩に報むくいることが大切じゃからの。ゆるりと行けばよいじゃろう」

「わたしは早く帰りたいんだけど！」

「まあまあ、アルテミス。そんなこと言わないでよ。えっと、それじゃあ荷物でも広げようかな。日本にお泊とまりなんて初めてだよ。楽しみ！」

　雅人は黙だまっていられなかった。

「おまえたちオレんちに寄生する気か!?」

「ひどいなぁ。寄宿だよ、寄宿」

「変わんないぞ、それ！　ちょっと待て！　エロス、どこに行く気だ」

「そんなの決まってるでしょ。あらためてママさんに挨あい拶さつしに行くんだよ。ちょ、放してってば、雅人！」

「まだ話は終わってない！」

　雅人は放すまいとエロスを捕まえていた。

　その掴つかんでいた場所が悪かった。エロスの着ていた着物の、その帯だった。しかもケイローンのあやふやな知識によって具現化された、なんちゃって着物だ。

　掴んでいた帯は、あっさりと解けた。

　だけに飽あき足たらず、エロスは独こ楽まのようにくるくるとまわった。まるで悪代官の「よいではないか、よいではないか」のようだ。

「うう～。目がまわった。気持ち悪い」

　エロスはその場に、がっくりと膝ひざをつくと、涙なみだ目めになりながら「ひどいよぉ」と雅人を見あげる。

　繰くり返かえすが、帯が解けているのだ。当然のように着物の前もはだけており、豊かな胸がこぼれんばかりに主張している。床に倒たおれている姿も、ともすればしなを作っているようにも見えた。

　雅人はあわてて顔を背けるが、もう遅おそい。きっちりとエロスのあられもない姿が目に焼きついてしまった。どくんどくんと脈が早くなっているのがわかる。胸に手を当てて、落ち着け落ち着けと自分に言い聞かせる。

　そのとき。

「雅人、あんたなにを騒さわいでるの？」

　最悪の事態だった。

　ノックもせずに母がドアを開けた。

　そこには着物をきちんと着ているアルテミスと、半人半馬のケイローンと、帯が解けて床に手をついて涙目のエロスと、その帯を握にぎっている雅人がいた。もはや言いい逃のがれのできる状態ではない。どこからどう説明すればいいか、雅人にはわからなかった。

　母は時が止まったかのように、立たち尽つくしていた。

　凍こおりついた空気の中、雅人の手からはらりと帯が落ちる。

　それがきっかけになった。母はゼウスもびっくりという速度で雅人との間合いをつめる。

「なんてことしてくれたの、この子はっ！」

　雅人の鳩尾みぞおちにひじ鉄をぶちかました。

　鋭えい角かくに突つき刺さった衝しよう撃げきに雅人は、ばたりと倒れた。ぴくぴくとヤバげな痙けい攣れんを繰り返しているところに、母はさらにげしげしと足あし蹴げりを見み舞まう。

「まったく、あんたって子は。いくら飢うえているからって、来たばかりの留学生に襲おそいかかるなんてどうかしてるんじゃないの？　まったく！」

　ようやく母は蹴けりを止めるとエロスの肩を抱きながら、はだけた着物の前みごろを直す。

　エロスは屈くつ託たくのない笑え顔がおを母に向けた。

「大だい丈じよう夫ぶです、ママさん。襲われたわけじゃないですから。むしろそうだったら、良かったんですけど」

　無論、そうだったら自分が雅人と契ちぎって恩返しがすむので良かった、という意味である。が、母にはそう聞こえなかった。

「なんですって!?」

「わあ、バカ！　なんでそう誤解されるような言い方をするんだ！　ちょ、待て！　母さん、話を聞いて！」

　しかし雅人は母から、さらなる蹴りを何発かもらうハメになった。仕置きが終わってもすぐには起き上がれない雅人に、母は呆あきれながら言った。

「さっきも話をしようとしたんだけどね。お父さん、上司の遠い親しん戚せきの子が留学するんで面めん倒どうをみてくれって頼たのまれたらしいの。なんでも査定に響ひびきそうなんだって。くれぐれもよろしくって、さっきも電話で念を押おされたのに、まったくこの子は、油断もスキもあったもんじゃないわ」

　どうしてそんな話になっているのか雅人にはわからない。が、そう聞けば母としては、これは出世のチャンスと張り切るであろうことは想像にかたくなかった。

　ちらりと目が合ったアルテミスの目が、これぐらいの工作は神さまなんだからなんでもないわよと言った気がして、雅人は絶望を覚える。

「ま、そんなわけで面倒をみることになった留学生のエリスちゃんよ」

　母はエロスを指して、そう紹しよう介かいした。

「エリス？　ボクの名はエロスだよ？」

「え？　えろす？」

　母が眉まゆ根ねを寄せたのを、雅人は見過ごさなかった。面倒なことになる前になんとかごまかそうと、雅人はとっさに起き上がってエロスの口をふさぎ、代わりに言い訳する。

「あああ、ほら。日本語の発音が不自由なだけだろ。エリスだろう、エリス」

「そうか、そうよね」

　母はうなずきながら、エリスにくっついていた雅人の頭をぼかりと殴なぐる。

「あと、あちらの銀髪の子がアルテミスちゃんで、そっちの飼い犬がケイローンくんだそうよ」

　いつの間にか犬の姿に戻もどっていたケイローンの頭を、母が撫でた。わふっと吠ほえたケイローンの目が、雅人に同情しているようだった。

　そこで雅人は思い至る。

　さっき、母は半人半馬のケイローンを目撃したはずではなかったか。

「いいかい、雅人。大切なお嬢じようさんたちなんだから、もう間違っても手を出だすんじゃないよ？　ああ、もう。びっくりして一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になっちゃったわよ」

　つまりあまりにも衝しよう撃げき的てきだったゆえ、エロス以外目に入っていなかった。そういうことらしい。

　雅人はホッと息をついてから、はたして本当に良かったのかと微び妙みような気持ちになった。

　そんな雅人の腕うでから抜ぬけ出でて、エロスは、にっこりと笑顔を浮うかべてみせる。

「じゃあ雅人、よろしくね」

　雅人は深い深いため息をつくしかなかった。










　　　二章





「そっかぁ。この格好が普通なのか。雅まさ人とのが男の子用で、ボクのが女の子用。うんうん、可愛いね、これ」

　エロスは通学路を歩きながら、くるりと一回転する。

　チェックのプリーツスカートが、ふわりと躍おどった。上はサマーニットのベストで、下のカッターシャツのボタンは一つ二つ外している。雅人たちの後ろからついてきているアルテミスもほとんど同じ格好だが、きちんとボタンを止めて胸元には大きなリボンをつけていた。

　これらが雅人の通う学校の制服だった。カタログを見せて、神の能力でそれらしい衣服を作って着てもらったのだ。

　ちなみに雅人はシャツにスラックスだけという出いで立ちだった。なにせブレザーは昨日、魚状態のエロスを助けたせいでクリーニングに出してしまっていた。

「あ、思い出したよ。そういえば昨日、ボクが声をかけた子も雅人みたいな格好してたよ。そうか、男の子の服だって知ってたら、あそこまでびっくりせずにすんだんだなあ。でも可愛かったなぁ」

　大きな魚を取とり逃にがしたような顔をしているが、それで自分が魚になっていれば世話がない。

「いや、そんなことより！　留学生って、ウチの学校だったのか!?」

「もちろん。雅人のそばじゃなきゃ、意味がないじゃない。これぐらい当然考えてるんだから」

　偉えらそうに胸を張るエロスに、背後からアルテミスがつっこむ。

「便べん宜ぎを図ったのは、わたしだけど？」

「そうなのか」

　なにせこの二人と一匹ぴき（？）は父親の会社に働きかけ（具体的にどうしたのかまでは、怖こわくて雅人は聞けなかった）雅人の家に居い候そうろうを決め込んでしまっていた。留学の手続きやそれにまつわる偽ぎ造ぞうくらい、出産や子どもの守り神でもあるアルテミスならなんでもないのかもしれない。

　雅人がため息をつくと、アルテミスににらまれた。

「迷めい惑わくしているのは、わたしの方よ。いくらゼウスさまの命令とはいえ、下界につかわされるなんて……」

　そこでエロスはくるりと振り返った。

「アルテミスは、そんなに天界に帰りたいの？」

「あたり前よ！」

「えー。せっかく来たんだから、ボクは下界をちょっと楽しみたいな。それともあれかな。アルテミスは天界から遠いから、よけいホームシックになっちゃうのかな？」

「……どういう意味？」

「だって小さいじゃない？」

　つまり背が低いから、そのぶん天界と距きよ離りがあると言いたいらしい。エロスはいたって真顔のため、冗じよう談だんなのか本気なのか判断しづらい。

　アルテミスのこめかみに、血管が浮いた。

「そんなにエロスと変わりないわよ！」

　ムキになって怒るアルテミスは、ちょっと可愛いと雅人は思う。思わず笑いかけたところをアルテミスに再びにらみつけられて、雅人はあわてて目をそらして話題を変えた。

「えっとー。あー。あのさ、ところでオレ、ずっと気になってたんだけど。なんでアルテミスは、さっきからそんなに微妙な距離をあけてるんだ？　もっとこっちに来ればいいだろ」

　雅人とエロスは並んでいるのに、アルテミスはその後ろを十歩ぐらい離はなれて、物もの陰かげから物陰へと移動しながら歩いている。すこぶる話しにくい。

「いいの！　わたしはここで」

「なんで」

　エロスが「ああ」と声を上げた。

「そっかそっか。アルテミスは男が苦手なんだよね」

　言われてみれば、雅人にも思い当たるフシはたくさんあった。間近で目が合っただけなのに鳥とり肌はだ立てるし、飛びのいて驚おどろくし。

「ほら。ふだん可愛い侍じ女じよを囲って山やま奥おくでクマを狩かるばっかりの生活してるからさ」

「侍女に囲まれて、だろ！」

「えへへへ。そっか、日本語って難しいよね。ま、ともかくアルテミスってば、めったに男の子と会わないから、免めん疫えきがないんだよねぇ」

「──ふんっ。別にかまわないでしょ！　どうせ、すぐまた天界に戻るんだから」

　ツンとそっぽを向いて、アルテミスはうそぶく。男となれ合う気など一いつ切さいないらしい。

「ともかく早く帰りたいんだから、エロス。さっさと終わらせなさいよ」

「そんなこと言われてもさ。雅人本人が好きな子を申しん告こくしてくれないと」

　アルテミスはあらためて、電信柱の陰かげから雅人をにらむ。

「さっさと白状しなさいよ。ほら、好きな子はどこの誰だれ？　あの子、それともこの子？」

「うわあ！　あたりかまわず指を差すなって」

　すでに同じ高校に通う生徒たちの姿も、ちらほら見えはじめていた。ただでさえ銀髪の美少女（に見える神）で目を引くのに、中ちゆう途と半はん端ぱに隠かくれているのがかえって目立って仕方ない。

「だから！　オレに好きな女の子なんていないって言ってるだろ」

「そんな戯たわ言ごと、聞きたくないわよ」

　話にならなかった。

　雅人は肩かたを落としながら校門をくぐり抜け、昇しよう降こう口ぐちへと足を運ぶ。当然のようについてくるエロスと、あまりの男子生徒の多さに──といっても普通なんだが──戦せん々せん恐きよう々きようとしてなかなか入って来られないアルテミスに、土足じゃなくてここで履はき替かえるんだと説明する。早くも疲れを覚えながら、雅人は教室へと入った。

　そして席につくなり。

　ばっしぃん！

　雅人は背中に衝撃を受けた。一瞬呼吸ができなくなる。

　背後から、明るい声がかけられた。

「おはよー、雅人！　……あれ？　涙目。どうしたの？」

「どうしたのじゃないよ、結ゆ衣い。もうちょっと普通に挨拶できないのか！」

　前の席に勝手に座った天あま城ぎ結衣に雅人は悪態をついた。

　結衣は雅人の幼なじみで、雅人より少し背の高い、すらっとした女の子だ。整った目鼻だちは可愛いというよりカッコいい。にこりと笑った拍ひよう子しにボブにした淡あわい色の髪かみがさらりと揺ゆれる。

「そんな、大げさね。軽く叩たたいただけじゃない」

「そうなんだ。じゃあボクも！」

「マネすんな、エリス！　それにな。結衣の軽くは、常人の思いっきりなんだよ」

　高い位置から打ち下ろす分だけ、威い力りよくが倍増するのかもしれない。

「失礼しちゃうな。──で、そんなことより雅人、この子たちは？」

　見しらぬ外国人の美少女二人に結衣も興味はあるらしい。他のクラスメイトがおっかなびっくりなのに、気安く声をかけてくるあたりが結衣らしい。

　雅人が答えるより早く、エロスがつぶやく。

「んー。もうちょっと胸があればな」

















　どすっ。

　エロスの脇わき腹ばらを、雅人は突いた。

「痛いったいなあ！　なにすんだよ、雅人」

「失礼なこと言ってるって自覚がないのか、おまえは」

　幼なじみのひいき目に見ても、結衣に胸はないとは雅人も思うけれど、それでも口にすることはない。

「ばか雅人！　話は最後まで聞いてよ！　ボクは『もうちょっと胸があれば完かん璧ぺきだ』って誉ほめようとしたんだよ！　こんなに可愛い子、なかなかいないよ？」

「失礼なことに変わりないだろ、それ！」

　唾つばを飛ばして口ゲンカをする雅人とエロスを、結衣は交こう互ごに見やって小首を傾かしげる。

「──可愛いって、誰が？」

「キミだよ、キミ！」

　結衣は目をばしばしと瞬またたかせる。

「……え？　ええっ！　あたし、そんなこと言われたこと初めてかも！　うれしい！」

　その前に貶けなされているのだけれど、結衣はさっさと忘れてしまったらしい。

「ありがとう。えっと……」

　雅人はそこで初めて、エロスたちを紹介していないことに気がついた。

「あー。こいつらは」

「ギリシャの神で、名をエロごふっ！　また暴力を──このバチあたり！」

　エロスの殴り返す拳こぶしをひょいと避さけて、雅人は結衣に向き直る。

「こいつはエリス。で、教室の隅すみでびくびくしている銀ぎん髪ぱつの子が、アルテミス」

「びくびくなんてしてないわよ」

　なんて言っているそばからアルテミスは、男子生徒に近くを通られて顔を引きつらせていた。男性恐きよう怖ふ症しようもここまで来ると、いっそ清すが々すがしいと雅人は思う。

「まあ、ちょっと変わってるけど気にすることないから。親父おやじの上司の遠い親戚で、留学のためにウチにホームステイすることになったんだ」

　エロスたちの書いた筋書きに乗るのは多少しゃくに思うが、ここは仕方ない。神だと説明したところで信じないだろうし、うっかりすれば雅人の正気を疑われる。

　結衣は、エロスとアルテミスを上から下までじろじろと見回した。そして、ごく小さな声で独りごちた。

「二人とも綺き麗れいな子だなぁ……」

「なんだって？」

　雅人は思わず聞き返す。

「あ、ううん。なんでもない。じゃあ雅人と一つ屋根の下で暮らしてるんだ。二人とも」

「まあ、ホームステイだから、そうなるよな」

「ふうん。そうなんだ」

　結衣はなんとなく面おも白しろくなさそうな顔をしたが、それも一瞬だった。

「一度に二人もホームステイするなんて、ちょっと珍めずらしい気もするね。エリスとアルテミスは、お友だち？」

「うーん。というより親戚かな？　ボクにとってアルテミスは叔お母ばさんにあたるんだ」

「へえ。ずいぶん若い叔母さんね」

「うん。もっとも、ボクの父さんとアルテミスは、母親が違うんだけどね」

「え……」

　エロスの言っていることは正しい。

　エロスの父であるアレスはゼウスとヘラの子。一方、アルテミスはゼウスとレトの子であり、いわゆる異母兄妹の関係にあたる。

　結衣はばつの悪そうな顔で頭を下げる。

「そ。そうなんだ……なんか悪いこと聞いちゃったかも。ごめん」

　おそらく『ジイさんが浮気者で大変だったんだろうな』とか『複雑な家族関係なんだな』とか『そのわりには仲良いんだな』とか思っているに違いない。

　そして、それでだいたいあっていた。

「あ。あたしは天城結衣。なにか、わからないことがあったら、なんでも聞いてね」

　するとエロスは感動したように目を潤うるませて、いきなり結衣の手をがしっと掴んだ。

「ありがとう！　結衣はいい子だね」

「そ、そんなことないと思うけど」

　少し戸と惑まどった様子の結衣だったが、すぐにいつもの笑顔を返してみせた。内心、さすが外国の人はリアクションが違うなあ、などと思っているに違いない。

　ともあれ雅人はひっそりと胸をなで下ろした。一時はどうなることかと思ったが、なんとか何事もなくやり過ごせそうな気がした、その矢先。

「雅人、一つ聞きたいんだけど」

　教室の隅からアルテミスが口を挟はさんだ。

「なんだ、アルテミス」

　雅人は完全に油断していた。

　アルテミスは結衣を指さして尋たずねる。

「あなたは、この子を好きじゃないの？」

　雅人は結衣と顔を見合わせる。

　奇き妙みような間。

　先に口を開いたのは雅人だった。

「え。あ、いや、それはその……えっと。普ふ通つうに好き、だぞ。あっ、でも言っておくけど友だちとしてだからな」

　喜色を浮かべたアルテミスたちに先回りして、雅人はクギを刺した。

　正直なところ、結衣とは普通に仲も良いし、女の子の中ではよくしゃべる方ではあるが、あくまでも幼なじみ。恋れん愛あい対象ではないと、雅人は思っている。

　しかし結衣は、大おお仰ぎようなまでに膨ふくれてみせた。

「ひどいなあ、雅人。あたしは──」



「雅人のこと、大好きなのに」



　それは愛の告白に聞こえた。

　雅人はさして驚いた様子もなく、苦く笑しようまじりに結衣を見返していた。

　エロスもアルテミスも愕がく然ぜんと雅人を見やる。

「なに？　雅人ってもしかしてモテてるの？」

「意外すぎる」

「失礼だな、二人とも。……あのな、結衣が言っているのも『友だちとして好き』ってことだからな？　それに結衣も、エリスやアルテミスが勘かん違ちがいするんだから、そういう冗談はやめろよな」

「えー。本気だって、言ってるじゃない。あたしは」

　そのわりには結衣は笑っていた。

　そう。結衣が雅人を好きなんて言うのは、わりと日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだった。

　なのでもはや雅人は本気にしていない。まわりのクラスメイトたちもみな『また結衣が言ってるよ』なんて生暖かい目で雅人と結衣を見守っている。

　しかしアルテミスは納なつ得とくいかない。

「え？　冗談ってどういうことよ。友だちとして好きってなに？　好きは好きなんじゃないの？」

　一方のエロスは、雅人と結衣の関係をなんとなく察したらしい。

「うん、まあアルテミスには難しい話かもねぇ」

「……なによ、それ。わたしをバカにしてるの？」

「別にそういうわけじゃないけどさー」

「ああっ！　やっぱりバカにしてるわね！」

　アルテミスは小さな肩を怒らせて、ずんずんとエロスへと歩み寄った。不ふ穏おんな空気を感じた雅人が、エロスとアルテミスの間に割って入る。

「まあまあ、落ち着けよ。こんなところでケンカしてもしょうがないだろ」

「なによ、元はと言えば、あなたが──」

　そのときだった。アルテミスのすぐ背後で、大おお柄がらな男子生徒が立ちあがった。さすがは狩しゆ猟りようの神と言ったところか、その気配を察知して、アルテミスはすぐさま振ふり返る。

　その男子生徒からすれば、たまたまトイレに立とうとしただけなのだが、アルテミスにしたらそんな事情は斟しん酌しやくできないらしい。襲われると思ったのか、いきなり臨戦態勢に入ると、距離を取るべくバックステップを踏ふんだ。そして。

　どんっ。

「あいて」

　衝撃に、アルテミスはおそるおそる振り返る。

　アルテミスの背中が、雅人とぶつかっていた。アルテミスの見上げたすぐ先に、雅人の顔がある。雅人はさりげなくアルテミスを支えようと、手を伸のばしていた。

「あのな、狭せまい教室であんまり暴れるなよ。危ないだろ」

　だがしかし、アルテミスは目を見開いて、声なき悲鳴をあげた。さらに。

　がぶり。

「ぐあっ！」

　目の前にあった雅人の手に噛かみついた。もっとも近かった部位に、行いやすい攻こう撃げきをしたという動物的な反応だった。アルテミスはそのままパニックに襲われて教室の隅に逃げ込もうとするも、そちらにも男子生徒の姿を見つけてＵターン。結果、教室を飛び出した。

「ちょっ、アルテミス!?」

　あわててエロスはアルテミスのあとを追う。

　そして雅人は、その場にうずくまった。あまりの激痛に雅人は声が出ない。

「雅人……」

　声をかけてきた結衣に、雅人はなんとか「大丈夫だ」と返事をしようとする。が、それより早く。

「さすが外国の女の子だね。手にキスぐらい、親愛の挨拶としては、ふ、普通なんだね」

　雅人は目を見開く。

「な、なに？　いまのがそう見えたのか？」

「うん」

　見ればまわりのクラスメイトも、結衣と同じような顔をしていた。

「いやな。いまのは」

　だが雅人はそれ以上、説明できなかった。あたりのクラスの男子生徒たちに囲まれて、次々と背中やら頭やらを小こ突づかれたからだ。

「あだっ！　ちょ、痛い。なに？『あんな可愛かわいい子とうまくやりやがって』だって？　誤解だって、誤解。コラ、痛い、痛い痛い！　ちょ、シャレにならないぐらい痛かったぞ、いまの。だーかーらー、違ちがうっての！　オレの話を聞け────────────っ！」



　　　　　※　　　　※



「ボクの話を聞いてよ、姉さん！」

「聞かなくてもわかってるわよ。どうせ行かないでくれとか、そんな話でしょ？」

　まだアルテミスが、エロスとともに雅人の家にやってくる前。

　天界で身み支じ度たくしていたアルテミスは、ため息をつきながら振り返かえった。

　そこには頭に月げつ桂けい樹じゆの冠かんむりを載のせて、白い衣をまとった長身の男がいた。アルテミスそっくりの銀色の前まえ髪がみの隙すき間まからのぞく切れ長の目は、泣き出しそうなほどに潤んでいる。家族のひいき目に見ても美しい端たん整せいな顔も、いまはまるでダダをこねる子どものようにしか見えなかった。

　予言・牧ぼく畜ちく・音楽・弓矢の神であるアポロンだ。アルテミスとは双ふた子ごの姉弟きようだいにあたる。

「わかってるなら、なんでそんな支度してるのさ」

「わたしだって下界に行きたいわけじゃないわよ。でも、恩返しするエロスの面倒を見てやってくれって父さんの言いつけなんだから、仕方ないでしょ」

「なんで姉さんが」

「あの子、弓があまり上う手まくないからでしょ」

　アポロンをさとしながらも、アルテミスが一番納得できないでいた。弓を使える神なら、他にも大勢いる。それこそアポロンだっていいはずだし、同行するというケイローンだけでも十分なようにアルテミスは思う。主神ゼウスの命令でなければ、無視していたかもしれない。仕方ないとはいえ、やはりやりきれない。

　アルテミスはアポロンを見もせずに弓の具合を確かめると、さてと小さくつぶやいた。そろそろエロスも身支度を終えて、アルテミスを待っている頃ころだろう。アポロンの相手をしていてはキリがない。そのまま旅立とうとした矢先。

「なんだい、そんなに男に会いたいの？」

「……なんですって？」

　無視できずにアルテミスはアポロンを振り返った。知らずに眉み間けんに力が入ってしまうが、アポロンはひるまない。

「だってそうだろ。下界には人間の男がいっぱいいるんだよ。ボクは心配だよ」

「や、やめてよ！　冗談じゃないわ、男なんてっ！　想像すらしたくなかったのに！」

　アルテミスはヒステリックな声をあげた。気がつけば腕に鳥肌が立っている。話題にしただけでこれでは、先が思いやられる。が、そう考えること自体、なんだか負けたような気がして、アルテミスは首を左右に振って思考をなぎ払はらう。

「安心して、アポロン。相手が男だろうと、わたしは絶対に遅おくれをとらないから。万が一、襲ってきたら返り討うちにしてやるわ」

「え。いや、そういうんじゃなくてだね、姉さん」

「大だい丈じよう夫ぶ。イピゲネイアみたいに生いけ贄にえにされた女の子ならまだしも、男相手に温情をかけたりしないから。きっちり仕留めてみせるわ」

「そんな心配もしてないよ！」

「ともかく！　エロスの恩返しなんてさっさと終わらせて、すぐ帰ってくるから。心配しないで」

　男なんて、みんな女にだらしないに決まっているとアルテミスは思う。その男が好きな女の子にエロスの金の矢をあてたら、それで任務は終わり。女の子が犠ぎ牲せいになるようで心苦しいが、それも致いたし方かたない。エロスのかわりにアルテミスが金の矢を射ることになっても、まず外しはしないだろうという自信もあった。

「じゃあね！　おとなしくしてるのよ、アポロン」

「ああっ！　ちょっと姉さん！　待ってよ！」

　だがアルテミスは待たなかった。さっさと終わらせたい一心で、背中の翼つばさをはためかせてエロスのもとに向かう。

「姉さんみたいな美しい神を前にして、男はみんな目が離せなくなるに決まっているのに。心配だよ、ボクは！」

　そんなアポロンの叫さけびに、アルテミスの首にまたも鳥肌が立った。



　　　　　※　　　　※



「ねえ、結衣。そんなにエリスとアルテミスのことが気になる？」

「え？」

　昼食の時間になって、結衣たちは教室の入り口近くで机をくっつけて、総勢七人で弁当を広げていた。結衣はすぐ隣となり、長い髪をバレッタで止めてアップにした森もり本もと忍しのぶに、いきなり話しかけられて戸惑う。

「なに？　気になるって、どうして」

「だって。授業中も、いまもずーっと見てたよ？　しかもほら結衣の膝ひざ、ご飯粒つぶがぽろぽろ落ちてる」

　我ながら恥はずかしかった。結衣はあわてて拾い上げて、弁当箱のフタの上にご飯粒を乗せる。

　その姿を、忍はニヤニヤと見ていた。

　背も低めで見た目は幼く見える忍だが、中身は自分より断然大人だと結衣は思っている。

　冗談っぽく告白することでカムフラージュしてきた結衣の“〝本当の想おもい”〟を、同じクラスになった中一の時に忍はあっさり見破ってしまったし、他のクラスメイトから恋こいの相談を受けることもけして少なくない。現在彼かれ氏しはいないらしいが、それも「ガツガツした男に言い寄られて、なんか疲つかれた。いまは恋愛はいいや」という高校生とは思えない理由からだった。なんかカッコいいと結衣は思う。

「まあ、あんなに可愛い留学生が突とつ如じよあらわれて、しかもホームステイしているんだもん。気にならないわけないよね。恋する乙女おとめは大変よね」

　忍とともに、結衣は教室の端はしに目を向けた。そこではエロスとアルテミスが、机をくっつけて食事していた。その向こう、雅人は少し離れたところで食べている。

　一見するとバラバラに見えるがそうではない。その証しよう拠こに雅人はちらちらと三分と間をおかずにエロスたちに目をやっているし、エロスとアルテミスたちから漏もれ聞こえる会話には、ときおり雅人の名前が出てきていた。

　結衣は小さくため息をもらす。

　すると、そのとき隣の隣のクラスの男子が一人、ふらりとあらわれてエロスたちへと向かった。



「キミたちが留学生の二人だろ。はじめまして」

　にこりと笑って、その男子は自己紹しよう介かいした。

　美少女の留学生がやって来たという噂うわさを聞きつけて、よそのクラスから足を運んできたのは、彼かれが初めてではなかった。

　やって来た男子に向かって、エロスはニコニコと笑いかけた。しかしアルテミスはずささっと椅い子すごとずれて距離を取る。思わず男子生徒の足が止まった。

「あのね。アルテミスって男の子に慣れてないんだ。まわりに女の子しかいないところで、ふだん暮らしているからさ」

　エロスのセリフに、男子は「ああ、なるほど」とうなずいた。おそらく女の子ばかりの家庭だったとか、女子校に通っていたのかなとか思ったに違いない。さっさと気を取り直して、一方的に話しはじめた。

　そしてその様子を、雅人は箸はしを止めてじろりと見つめた。

「あー、それじゃあ、二人は普ふ段だんなにしてるの？　趣しゆ味みは？　ホビー、ホビー」

　男子生徒はアルテミスへとさらに踏み込んで、机に左手をおいた。さらに、逃げようとするアルテミスの肩を捕つかまえるべく、右手を伸ばそうとした。

　がたっ、がたっ。

　アルテミスだけではない。雅人までが椅子をひっくり返して立ち上がった。

　突とつ然ぜんの物音に、男子生徒はぴたりと固まって顔をあげる。

　雅人は青い顔でアルテミスを見やる。そろそろ限界だと思う。あまりに近づき過ぎた。その証拠にアルテミスはうつむいて、握にぎった拳を小さく震ふるえさせている。

　しばしの沈ちん黙もく。教室内も静まり返ったところ、ふいにアルテミスがつぶやいた。

「弓を……」

「弓。あ、弓きゆう道どうか！　いや、ギリシャだったらアーチェリーかな。やっぱり上手いの？」

「……いま見せましょうか」

「お、本当に？」

「……ところで、神に興味は？」

「お。いきなり宗教の話？　でも俺おれは気にしないぜ。それにまったく信じてないわけじゃないからね」

「それは良かったわ。この国では人間も死んだら神になれるのよね？　マサカドとか、ミチザネとか」

「？」

「あなたも神になれるかしら？」

　アルテミスの袖そでから、にょきっと矢があらわれたことに、その男は気づかなかったらしい。クラスメイトたちからも死角になっていた。

　しかし雅人は気がついた。矢や尻じりの返しも禍まが々まがしい、人を殺傷するに十分たる矢をちらりとではあるが、たしかに見た。

「わあああ。ちょ、バカ！　やめろ。エロスも落ち着いて見てるんじゃない！」

「おっととと。そうだよね」

　エロスは素す早ばやく立ち上がり、アルテミスの腕うでを押おさえこんだ。

「離して！　わたしは冷静よ。そんなに激しくは怒おこってないから。そうね、ニオベが母さんをバカにしたときぐらいかしら」

「ダメだよ！　それ、息子むすこたち十四人を皆みな殺ごろしにしたでしょ！」

　などと騒さわいでいるスキに、雅人は男子生徒に歩み寄って襟えり首くびを掴つかんだ。

「おまえ、馴なれ馴れしくアルテミスに近づくんじゃねえよ！」

　しかし、そいつはこの期ごに及およんでまだ事態を理解していなかったらしい。エロスが口にした“〝皆殺し”〟の意味も性的ななにかだと勘違いしているのかもしれない。

「なんだよ、雅人。なんで、おまえに文句言われなきゃいけないんだ」

　すごんでみせるが、雅人も負けちゃいられない。ここで人死にを出すわけにはいかないのだ。

「おまえ、死にたいのか？」



　雅人の目は真しん剣けんそのものだった。

　離れていた結衣ですら、迫はく力りよくに気け圧おされてしまう。

　──そんなに真剣に怒るほど、アルテミスを大事に思っているんだ。

　結衣はそう思う。雅人にしてみれば、生徒の身の安全を慮おもんぱかっての行動なのだが、そんなところはわからない。

　その男子も怖おじ気けづいたらしい。

「……わ。わかったよ」

　引き下がりつつも、教室を出るまでぐちぐちと「なんだよ雅人のヤツ。調子に乗って」とこぼしていた。

　雅人はフンっと鼻息をつき、椅子に腰こしを降ろした。それはひと仕事やりおえた男の顔に結衣には見える。

　忍が小さくつぶやいた。

「朝から、ずっとあんな調子だもんね」

　実際のところは「クラスメイトに迷めい惑わくをかけないよう雅人が気を遣っている」だけなのだが、傍はた目めにはどう見ても「美少女二人を独どく占せんする男」の図なのだった。さっきの男子はたまたま知らなかったらしいが、すでに雅人の悪評は千里を走っている。なんでも隣りん接せつクラスも巻き込んで、雅人の闇やみ討うち計画が立てられているとか、いないとか。

「結衣としては、気が気じゃないよね」

「……忍のいじわる」

「どうなの？　本気で伝えるつもりはないの？」

「……あたしなんて、どうせダメに決まってるよ。女の子らしいことなんて、なに一つできないし。並んで立ったら、ちょっとだけどあたしの方が高いのよ？」

「そんなこと雅人くんは気にしないと思うんだけど。ともあれいまの調子だと、ずーっと結衣の気持ちは冗じよう談だんだと思われつづけるのよ。それで良いの？」

「うう……」

　もちろん良くはない。

　最初の告白で冗談だと雅人に勘違いされて以来、ずるずると今日まで来てしまい、結衣はいまさらどうすればいいのか、わからずにいた。幸か不幸かいままで雅人のそばにライバルらしい子もいなかったし、仲のよいお友だち関係も居い心ごこ地ち悪くなかったので、気楽に構えていたところが結衣にはあった。

　しかし、そうも言っていられなくなった。

「なにせ同じ家に住むんだもんね。雅人くんが意識しない方がおかしいし、あの子たちもべったりだし。これは危ないかも……あ、そうだ。結衣」

「なに？」

「もし取られちゃったら、いつでもおいでね。慰なぐさめてあげるから」

　にっこりと笑う忍に、結衣は恨うらめしげに繰くり返した。

「……忍ってば、本当にいじわる」



　結衣が一人焦あせっていた、ちょうどそのとき。

　アルテミスがポンと手を叩いた。

「いいこと思いついたわ。ちょっと、雅人」

　ちょいちょいと手招きされた。

　一足先に食事を終えて、紙パックに突つき刺さしたストローを吸っていた雅人は激しく動どう揺ようする。ついさっきまで本気の殺気を放っていたアルテミスの発言だ。油断できない。

　雅人は席を立って、アルテミスに歩み寄る。が、あまり近寄られすぎるのも困るらしく、途と中ちゆうでそこでいいとばかりに制止された。難なん儀ぎだなぁと雅人はため息を禁じえない。

「で？　なに？」

「雅人。いますぐ、結衣と恋に落ちなさいよ」

　身構えていたのに、雅人は噴ふき出だした。

「げほっ、げほっ、げほっ。気管に、げほ、ジュースが」

　むせる雅人を心配そうにエロスがのぞき込む。

「だったら、すぐエラ呼吸しないと」

「おまえと、けほっ、一いつ緒しよにするな！」

　苦しみながらもつっこみを入れるあたり、雅人も訓練されてきている。ようやく落ち着いたところで雅人はうんざりと返した。

「そんなお手軽に、恋ができるか」

「だってあの子はあなたのこと好きなんでしょ？　幼なじみの純愛なんて、とっても素す敵てきに思えるんだけど」

「だから、結衣の好きって言うのはだな……」

　根気強く説明しようとする雅人だが、アルテミスは聞く耳を持たない。

「本当は、わたしも気が重かったのよね。男の欲望のために女の子を犠牲にするみたいで。でも相手も憎にくからず思っているのなら、ちょうど良かったわ」

「だからオレの話を」

「じゃあなに。雅人は、あの結衣って子に、どこか不満があるわけ？　嫌きらいなの？」

「うっ」

　そう言われると雅人は即そく答とうできない。結衣の欠点をあげれば、それは多少あるけれど、そんなことを言い出したら自分だって他ひ人とのことを言えない。

「明るくて人望も厚くて、すごくいい子じゃない。いまもあっちでほら、結衣を囲んで大きな輪ができてるし」

　たしかに七人で机をくっつけて弁当を食べていれば、大所帯ではある。が、しかし。

「なにも結衣が中心ってわけじゃないだろ」

　そのとき廊ろう下かから一人の女子が教室をのぞき込んだ。結衣を見つけると彼かの女じよは顔を綻ほころばせる。

「いたいた。結衣ちゃん、教科書を貸してくれてありがとね。あとこれ、お礼」

　ノートと一緒に、小さなビニールの包みを差し出した。

「ありがとう！　え、クッキー？　どうしたの、これ」

「今日、調理実習だったの」

　その様子を、クラスの男子数人が冷やかした。

「ひょーっ。結衣、モテモテだな。女にだけど」

「だよな。あ、教科書にラブレターとか挟まってないか？」

「それか！　なあ、結衣。なんて答えるんだ？」

　しかし結衣としては手慣れたものだった。フンッと鼻で笑って、大仰に胸を張ってみせる。

「モテないからってひがまないでよ。それに答えなんて決まってるでしょ。あたしも大好きだもん」

　なんの気負いもなく言ってのけると、その女子をぎゅっと抱ほう擁ようしてみせた。相手も多少テレた様子ではあったが、まんざらでもないらしい。

「ほら、わかったら、あんたもくだらないこと言ってないで、ちょっとは甲か斐い性しようみせなさいよね」

「あっはっはっはっはっ。かなわねえな、結衣には」

　あたりには笑いの渦うずが巻き起こった。

　雅人もつられて、クスクスと笑う。まったくカッコいいよなと感心する。あんな調子だから男女関係なく人気があって、結衣のまわりには人がたえない。顔だって悪くないから、ひそかに好意を寄せている男もいる。そいつらからすれば、冗談とはいえ告白されている雅人は、とてもうらやましいらしい。

　アルテミスは、ほら見ろと言わんばかりの顔をした。

「だいたい、雅人も普通に好きなんでしょ？　今朝も言ってたじゃない」

「今朝も言ったけど、あくまで友だちとして、だ」

「なにそれ。なにが、どう違うの？」

　雅人は深いため息をつく。なんでこんな簡単なことも伝わらないんだろうという思いに、エロスが端たん的てきに答えを出した。

「アルテミスは恋愛オンチだからね。なにせ純じゆん粋すい培ばい養ようだから恋なんてしたことないし」

「なるほどな。森の奥おくで女の子に囲まれて、やることといえば狩かりばっかり。男とも会う機会なさそうだもんな」

　そのせいで男が苦手でもあるのだし、だったら無理もないかと雅人は納得する。

　しかしアルテミスは黙だまっていられなかった。

「失礼な！　わたしだって恋のひとつやふたつ」

「オリオンに逃にげられたって、あれでしょ？」

「逃げられた？」

　雅人は首をひねる。

　アルテミスは同じ狩りという趣味で意気投合したのか、オリオンに好意を持った時期がある、らしい。しかしアルテミスの弟アポロンはこれを許せず、策略をめぐらせた。遠方の沖おきに浮うかぶ流木を指さして、アルテミスに射てみろとそそのかしたのだ。見事命中させたアルテミスだが、浜はまに流れ着いた流木を目にして驚おどろいた。それは流木ではなく、オリオンだったのだ。

　雅人がそう話して聞かせると、エロスはあはははと笑った。

「たしかにアポロンの策略っていうのは、ボクも間ま違ちがいじゃないと思うけど。正確には、ちょっと違うよ」

「じゃあ、どうなんだ？」

　するとアルテミス本人が、そっぽを向きながら弁解した。

「好きと言っても、一緒にいて話すと楽しいぐらいだったのよ。そこから先、どうしたらいいかわからなかったわたしは、アポロンに相談したの。そしたらラブレターでも書いたらどうだって言われて、その通りにしたわ」

「へえ、そうなのか。アポロンは応おう援えんしてたんだな」

　しかもアポロンはアルテミスと比べると断然恋愛経験が豊富で、いろんな女性と（うっかりすると男性とも）浮うき名なを流している。アドバイスとしても適切だと思う。

「だからわたしは毎日のように書いて……」

　適切をちょっと踏み外はずした。雅人の背筋にぞくっと寒いものが走る。

「ラブレターを得意の矢文で送りつけたのよ」

　いま完全に常じよう軌きを逸いつした。

「そしたら突然、オリオンは『星座の世界に旅立つ』と残して消えちゃったのよ。せめて返事ぐらいくれても良かったのに、まったく。これだから、男は信用ならないのよ」

「いや。あのな、それを下界ではストー……」

　そこで雅人は、エロスが神しん妙みような顔つきで首を振っていることに気がついた。

　雅人も言わずにいるのが優やさしさだと思いなおした。何万年もたって、いまさら真実を知らされたところで、傷口を広げるだけだろう。

「アルテミスって、こんなだからさー。好きか嫌いか極きよく端たんで、微び妙みような恋れん愛あいの機き微びなんてわかるはずないんだよね。あのときだって、もうちょっとうまくやっていれば変わったかもしれないのに」

「わ、わたしのことは、どうでもいいでしょう！」

「声が大きいよ」

　クラスメイト全員の視線が、雅人たちに向けられてしまった。噂されている気配に、雅人の気が重くなる。

「……まあ、ともかく。オレは結衣を“〝彼女”〟にしたいわけじゃないからさ」

「よし、わかったわ。結衣を“〝恋こい人びと”〟にしたいのね」

「なんでそうなる」

　アルテミスは、ぐりんとエロスに顔を向けた。

「さあ、エロス。やるわよ」

　さすがのエロスも目を瞬まばたかせた。

「え？　え？　いま、ここで？　そんな急がなくても」

「なんのために、ここに来たのか忘れたの？」

「覚えてるけど。でもせっかくだから、もうちょっと下界の生活を満まん喫きつしたいなぁと言うか、バカンスしたいなぁっていうか……」

「ふーん。そうなの。奇き遇ぐうよね。わたしも急に狩りをしたくなってきたの。翼の生えた獲え物ものを狩るのは久しぶりだけど、とっても楽しみ」

　アルテミスは、にっこりとエロスに笑いかける。

　ここまで恐おそろしい微笑ほほえみを雅人は見たことがない。直接向けられたわけでもないのに、イヤな汗あせが吹ふき出でた。エロスに至っては、小さく震えている。

「や、やります！　やらせていただきます！」

　エロスには同情するが、雅人も黙ってはいられない。

「おい、こら。裏切り者！」

「ボク、アルテミスの言い分も一理あると思うんだよね。結衣ちゃんはとてもいい子だし、雅人も嫌いなわけじゃないんだし。だったら冗談じゃなくて本当に、恋に落ちた結衣ちゃんに好かれれば、雅人も好きになると思うんだ」

「本ほん末まつ転てん倒とうだろ、それ！」

「結果、みんなが幸せならいいじゃない。最悪、結衣ちゃんに迫せまられるだけでも、雅人は美お味いしいでしょ」

「せ、迫る？」

　アルテミスが絶句した。正にその光景を想像したのか、瞬またたく間まに頬ほおを赤くすると、ぎろりと雅人をにらむ。

「これだから男は！」

「いてっ！　こら、箸を投げるな！　だいたいそれ、いわれのない怒りだぞ！　おまえはオレにどうしてほしいんだ!?」

「ううううううううううううううう、うるさい！」

「ねえねえ、雅人も想像してみてよ。仮に結衣ちゃんに迫られたりしても、まったく嬉うれしくない？　ぜんぜん？　本当に？」

「……。そりゃあ、もちろん」

「あっ！　いま、ヘンな間があったわ！」

　こんなときばかりアルテミスは、しっかり雅人を見ていた。

　それはもちろん雅人だって男だし、幼なじみとはいえ結衣だって女の子だし、迫られて心からイヤだって言ったら、それはウソだ。結衣に対して失礼にもなる。

　だが、そんな心の機微は、アルテミスには通じない。

「これだから、もう！　エロス、早くしなさい。なんだったら恋に落ちる金の矢を貸しなさい、わたしが射るから」

「ううん、ボクがやるよ」

　エロスは立ち上がって、背中に腕をまわした。どうやって制服の下に隠かくされていたのかと、首をひねりたくなるような大きさの弓と輝かがやく金の矢を取り出した。

「コラっ！　ここで、そんなもん出すな！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、意識して見てなきゃ誰だれも気づかないって」

　エロスは笑う。

　しかしこれだけ騒がしかったら、注目だって浴びている。さっきアルテミスが矢を出したときはなんとかごまかせたが、今度はそうはいかなかった。クラスメイトの半数がエロスを見やって、揃そろって目を丸くしている。あまりのことに声も出ないらしい。雅人にも、その気持ちはわかった。

「さてと、いくよ～」

　エロスは金の矢をつがえて結衣を狙ねらう。

　結衣は横顔を向けて、黙もく々もくと弁当を食べていた。あいにく結衣のそばにいる女子たちも、エロスの凶きよう行こうには気づいていない。

「おい、やめろっ！」

　雅人は立ち上がって止めようとするも、わずかに遅おそかった。

　びゅん。

　放たれた金の矢は一直線に結衣のこめかみへと向かう。結衣はまったく気づかないまま、

「あ、落としちゃった」

　足もとに落ちた玉子焼きを拾い上げた。

「あ」

　金の矢は、結衣のさっきまで頭があったところを通りすぎて──

　ぷすっ。

　隣に座すわる森本忍の胸に命中した。

「あららら？　失敗しちゃった。それじゃあ、やり直し」

　エロスは二の矢をつがえた。

　しかしその間に、教室はパニックに陥おちいった。みな立ち上がって廊下に飛び出そうとする。

　びゅん、びゅん。

　エロスが次々に放った金の矢はギリギリで結衣に当たらず、床ゆかに机にと突き立っていく。

「んー。今度こそ」

「バカ！　いい加減にしろっ！」

　ようやく止められた。

「うおっ！　な、なにをする、雅人！　あともう一本。もう一本で決めるから」

「信用できるか！　ええい、この弓も放せ！」

　雅人はエロスを羽は交がい締じめにしつつ、弓を取り上げる。と、瞬く間に弓が消えていった。よく見れば金の矢も、忍に刺さった矢も、すべて消えている。

　忍もなにが起きたのかわからなかったらしく、首を傾かしげていた。少なくとも傷を負って苦しんでいるようには雅人には見えない。良かったと思わず息をつく。

　そのとき忍と結衣、二人がそろってこちらを見た。

　エロスを取とり押さえている雅人は、事と次し第だいによっては抱だき合あっているようにも見えた。

















　意識してしまえば、雅人もエロスの感かん触しよくにドキリとさせられた。後ろから腹部に回した腕にはエロスの豊かな胸が乗っているし、目の前にあるうなじからはかつて嗅かいだことのない種類の香かおりがたちのぼっている気がする。

「もぉ～。雅人、そんなとこ触さわられたら、ボク……」

「わっ！　なに言ってるんだ」

　弾はじかれるように雅人はエロスから離はなれた。いまになって心臓がバクバクと激しく鼓こ動どうを打ちはじめた。

　忍はそれらを目にして頬を染め、あわてて顔を背そむける。

　そして結衣は、眉まゆ根ねに深い皺しわを寄せた。

「いくらなんでも、教室でいちゃいちゃすることないじゃない。雅人のバカ！」

　怒ど鳴なるなり結衣は、そそくさと弁当箱を片付けてその場を立ち去った。追いかけようとする雅人だが、目の前で教室のドアをバタンと閉められてしまった。

　雅人の残された気力では、小さく「あは、あは、あはは」と乾かわいた笑い声をあげるのが精せい一いつ杯ぱいだった。





　一時はどうなることかと思われたパニックも、すぐに終息を迎むかえた。

　なにせ常識的に考えれば、あんな長いものが人の背中から取り出せるはずもないのだ。みんな首をひねりながらも、幻まぼろしでも見たんだろうと納なつ得とくした。基本、深く考えないお気楽な連中がクラスに揃っていたのも幸いした。

　だがしかし、以下のような雅人の悪評が学校中に広がることになった。

　いわく「アルテミスに近寄る男子を、雅人は身みの程ほど知しらずにもナイト気取りで追おい払はらっている」とか「そのクセ、アルテミスを『わたしのことは、どうでもいいンでしょう！』とヤケにさせた」とか。

　さらには「あげく嫉しつ妬とに狂くるったエリスが弓矢を乱射した」とか「そのエリスも抱きしめて、問題をうやむやにした」とか「最後に雅人は平然と笑っていた」とか、そんなものまで混ざっていた。










　　　三章





　その日、昼休み明けすぐの授業は体育だった。

　男子はサッカーで、女子はバレーボールと別れて行う。そのため雅まさ人とは気が気でならなかった。また女め神がみたちがおかしなことをしないか、迷惑をかけないかと女子の体育の様子ばかりチラチラ見ていたら、真面目まじめにやれと教師に頭を小こ突づかれた。

　そればかりでなくサッカーのゲーム中では、やたらと雅人への当たりが強く感じた。ボールをさして持っていないにもかかわらず、タックルしてくるようなヤツがゴロゴロいる。何度か転んで、軽い擦すり傷きずもできた。

　なにかと思えば、どうやら野や郎ろうどもの嫉妬らしい。

　エロスもアルテミスも美人だし、よく口をきいているのは間違いないのだが、そんなに羨うらやましいのなら代わってほしいと雅人は思う。ただでさえ気をすり減らしているのに、身体までボロボロになるなんて、たまったものじゃない。

　なんとかたいしたケガもなく授業を終えられた雅人は、体育倉庫にボールを片付けに向かった。どうやら教師は雅人が試合中まで遊んでいると思ったらしく、そのペナルティーだと言われた。

　ため息をつきながらサッカーボールの入ったカゴをしまって、さて倉庫を出ようと思ったそのとき。

「よかった。やっぱり雅人くんだった」

　森もり本もと忍しのぶがあらわれた。

　体操服に古式ゆかしきブルマー姿で、倉庫の出口をふさぐようにして立っている。

「森本も片付けを頼たのまれたのか？」

　尋たずねてから雅人は、彼女が体育用具らしいものをなにも持っていないことに気がついた。忍は顔をうつむきがちにして、ぽつりぽつりと話す。

「ううん、そうじゃなくって……たまたまここに来る雅人くんを見つけたからね……追いかけてきたの」

「へえ、そうなんだ」

「……それにここなら誰もいないから」

　ふいに忍は振ふり返って、体育倉庫の扉とびらに手をかけた。重い扉が音を立てて閉まる。瞬く間にあたりは薄うす暗ぐらくなった。明かりは小さな窓からの光だけ。狭せまくて乱雑にものが積まれていて、埃ほこりっぽい中で、忍と二人きりになった。

　ようやく雅人は、なにかおかしいと思う。

「え？　なに、どうした？　森本」

「話が、あるの」

　忍はじっと雅人を見つめた。その大きくて澄すんだ目が、かすかに潤うるんでいるように雅人には見えた。その頬が朱しゆ色いろに染まっている。小さな拳こぶしが、きゅっと握りしめられている。

　雅人は森本忍のことを、あまり知らない。同じ中学出身なのだが、あまりしゃべったことがない。ときおり結ゆ衣いと仲良さそうに話しているところを見かけて「いい子なんだろうな」と思うぐらいだった。

　だが、こうしてあらためて見てみるとかなり可愛かわいい子だと思った。

　少し童顔ではあるが、整った目鼻だちをしている。アップにまとめた髪かみは艶つややかで、とても綺き麗れいだった。そして体操服を着ているせいか、身体のラインがよくわかる。小こ柄がらではあるがスタイルはいい。アルテミスほどではないにせよ、胸も豊かだった。

　対たい峙じしてみて、あらためてその魅み力りよくに雅人は気づかされた。

　どさっ。

　忍はまるで体当たりするかのように、雅人に飛びついてきた。

　まったく予想していなかった雅人は尻しり餅もちをついてしまう。

　そこはマットレスの上だった。ちょうど飛びついてきた忍が馬乗りになっているかのような体勢になる。埃っぽい匂においが、あたりに濃のう密みつに漂ただよう。

「え、あ、ちょ？　いや、悪い」

　なぜか雅人は謝あやまっていた。考えてみればおかしな話なのだが、忍はにこりともしない。雅人を見つめたまま、アップにしていた髪をほどいた。その瞬しゆん間かん、雅人は忍が驚くほど大人びて見えた。

「森本、あの……な、なに？」

　忍は切なそうに告げた。

「私ね。雅人くんが……好きなの」

　雅人は息を呑んだ。

　忍が冗談を言っているとは思えなかった。雅人の頬をそっと撫なでる仕草は、恋れん慕ぼの情に満ちている。雅人の顔をのぞき込んだ拍ひよう子しに、さらりと流れた長い髪から心ここ地ちよい香りが広がった。

「急にこんなこと言って困らせると思ったけど、もうどうしようもなくて……ごめんね。だけど、好きなの」

　最初の告白は、ただわけがわからなかった。

　しかし二度目の告白は、どきっとした。

　こんなに切なそうな目で見つめられたことなど、雅人には覚えがない。雅人の鼓動がどんどん高鳴ってしまう。

　ただ同時に、なにかおかしいとも感じた。

　首の後ろに腕を回され、雅人はますます身動きがとれなくなる。忍の目に、決意の色が浮かんだように見えた。

「……いい、かな？」

　なにが。

　とは忍は言わなかったし、雅人も聞かなかった。聞く必要もなかった。

　忍の目が閉じられた。驚くほどにみずみずしい唇くちびるをしていることに雅人は気づく。

「いやいやいやいやいや、ちょ、ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待とうか」

　力ずくで忍を押し退のけた。なかば固まっていた身体をよくぞ動かしたと、雅人は自分で自分を誉ほめたくなった。

　が。

　その手のひらが忍の胸に当たっていた。というより、まるで鷲わし掴づかみにしていた。見た目以上のボリュームと、ふにっと言うか、ふにょんと言うか、そんな感触に雅人の頭は真っ白になる。

「あんっ」

　艶つやっぽい忍の吐と息いきに顔が火ほ照てった。まったくの偶ぐう然ぜんで事故に過ぎないと説明しようとするのだが、雅人は「あぅあぅ」いうだけで言葉にならない。そもそもさっさと手をどければいいのに、固まっていてそれもままならない。

「いきなりなんて、大だい胆たんなんだ……でも、雅人くんならいいよ」

　だからなにが。

　などと尋ねるほどの余よ裕ゆうが雅人にあるわけがない。いまだ凍こおりついている雅人を尻しり目めに、忍は後ろに手を回した。さらに体操着の裾すそから自身の背中に手を滑すべり込ませる。

　かちっ。

　小さな物音がした。さらに雅人の両手に、たっぷんと言う重量感の増した感触が加わった。

「まさか、いま……」

「うん。ブラのホックを外したの」

「な、なにやってるんだ！」

「あ、自分で外したかった？」

「そうじゃなくって！」

　叫さけんだ拍子に凍りついていた雅人の両手が外れた。これで良かったんだけど、もう少しだけ感触を味わっていたかったような、いややっぱりイケナイことだったんだからこれで良かったんだと葛かつ藤とうする雅人を、さらなるトラブルが襲おそう。

　忍の体操着の裾から、はらりとなにかが落ちて、マットについていた雅人の手に載った。なんだろうと思って、取り上げてみる。

　それは純白のブラだった。

　どうやらストラップレスタイプのブラだったらしい。しかもまだ、ほんのりと温かい。

　雅人に与あたえた衝しよう撃げきは、かなりのものだった。しかもことはそれで終わらない。

　ブラが雅人の手にある。つまりそれは、忍の上半身を包つつんでいるのは体操服一枚だけということでもあった。

　豊かな胸の頂上、その小さな突とつ起きの位置まで、はっきり見て取れた。

「ぐふっ」

　雅人はあわてて顔を背けた。直視してはいけないと思う。

「さわってみる？」

　小首を傾げる忍に、雅人はぶるぶるぶるぶるぶるぶると首を横に振る。

「そうか。やっぱりそうだよね。最初はキスだよね」

　そうじゃない！

　声に出そうとして忍を振り向むいたが最後、目を閉じて迫る彼女を前に雅人は今度こそフリーズした。ヘタに動けば忍に触ふれかねないし、うっかり視線をそらせばまた胸むな元もとを見てしまうかもしれない。どちらにせよ理性が白旗をあげて、本能のおもむくままに動く野や獣じゆうになってしまう気がした。

　そこで雅人の中で、なにかがささやいた。

　別に本能にまかせて、いいんじゃないのか。

　自分から迫っているわけじゃなく、迫られているわけだし。据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじとも聞くし、ここまでして手を出さないのは女の子に対する侮ぶ辱じよくのような気がしないでもない。

　それに忍はとても魅み力りよく的てきなのだし。

　忍がいいと言うならば、それでいいのではないか。

　忍が──。

　そこでようやく雅人は気がついた。

　なんで忍がこんなことをしているのか。

　他の誰でもなく、なぜ森本忍なのか。

　昼休み、事故ではあるが忍にエロスの矢が当たっていた。

　それを思い出した。ならば、これは矢の力のせいなのか。

「ちょっ、ちょっ、ちょっ、ちょっと！　ちょっと待とうか」

　ぴたっと忍は止まる。目が開かれる拳二つぶんぐらいの至近距きよ離りで目が合った。忍はじっと雅人を見つめる。

　雅人はドキドキしながら、返事を待つ。すると忍は言った。

「ううん。待たない」

　再び目を閉じて迫る。

「お、おおおおおおおおおおおおおおおお、おい!?　ちょ、待て────────っ！」

　もはや悲鳴に近い声を雅人があげた、そのとき。

「誰かいるの？」

　体育倉庫の扉のすぐ向こうから声がした。

　雅人と忍はそろって息を呑んだ。忍はあわてて飛びのく。雅人も立ち上がって身体の埃を払おうとして、まだ忍のブラを手にしていることに気づく。わたわたと忍に手て渡わたそうとするその前に、ドアが開いた。

　開けたのは結衣だった。

「あれ？　雅人もいたんだ」

　雅人はとっさにブラを後ろ手に隠していた。

「お。おおおう。まあな」

　返事をしながら雅人は背筋に冷たいものを感じた。よりによって結衣に、こんなところを見つかるなんてと、己おのれの不運を呪のろいたくなる。

　結衣はまったく身動きしない雅人から、忍に視線を移した。

「忍の帰りが遅いから心配で見に来たんだけど。なに？　二人ともまだ片付けてた？」

「え。あ、うん、そうなの。でも、もう戻もどるところ。そうだよね、雅人くん」

「お？　お、おお。そうそう」

　忍と雅人は、揃ってごまかすように笑う。

　結衣は首を傾げながらも踵きびすを返す。

「ならいいけど。早くしないと次の授業はじまっちゃうよ」

　結衣は、なにも疑っていないに違ちがいなかった。親友の忍が、まさか雅人に言い寄っていたとは、そしていまなんとブラをしていないとは想像できないのだろう。

「あ、そだ。雅人」

　いきなり結衣に名を呼ばれて、雅人はぎくりとした。

「な、なに？」

「……エリスちゃんと、昼休みにしてたことだけど……」

　雅人とエロスが抱き合っていたと、結衣はまだ勘かん違ちがいしている。

「ああ！　あれはなんだ。その、エリスが転びそうになったから支えただけで、別にやましいことではないんだ」

　口からでまかせだった。

　結衣は振り返かえると、まじまじと雅人を見つめる。

「本当に？」

「本当、本当」

「……雅人がそう言うんなら、そうなんだね。ごめん、勘違いしちゃって」

　結衣の照れ笑いに雅人は安あん堵どの息をつきながら、同時に手にしたブラの肌はだ触ざわりを、いまさらながら感じていた。
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「だってボクの金の矢が当たったんだもん。忍ちゃんが雅人を好きになるのは時間の問題だよ」

　授業をひとつこなして訪おとずれた放課後。

　屋上手前の踊おどり場ばに連れ出したエロスに確かめてみたら、こう答えられた。

　ちなみにすでに忍に押おし倒たおされて大変なことになったとか、女の子のブラを初めて手にしたとか、そんなことはさすがに伏ふせてあった。でなければ、いまごろアルテミスに、やれ男はこれだからとか、謂いわれのない仕打ちを受けていたに違いない。

　そのアルテミスは、したり顔でうなずいている。

「そろそろ雅人を想おもって、恋こい焦こがれているはずよね。金の矢の効果は、時間がたつほど燃え上がるらしいから」

　雅人はエロスたちを、ぎろりとにらむ。

「そういう大事なことを、なんで言わないんだよ！」

「えーっ！　だって雅人、聞かなかったもん」

　雅人はこれ以上怒おこっても仕方ないことを悟さとった。それに金の矢が忍に当たったときに、この事態を予測できないわけでもなかったのだ。エロスの発言も一理ある。

「……じゃあ、どうすんだよ」

　エロスは腕うでを組んで唸うなった。

「むむむむむ。……鉛なまりの矢を使えば、恋こいは冷めるんだけどね。金の矢と鉛の矢は、最後に当たった矢の効果が残るからさ」

「じゃあそれを」

「でも、そのかわり一生、恋ができなくなっちゃうよ？」

「うっ」

　それはさすがに雅人も心苦しかった。忍だって被ひ害がい者しやなのに、雅人の都合だけでそんなことはできない。

　そこでアルテミスが口を挟はさんだ。

「ちょっと待って。あの子──えっと忍だっけ？　──忍に雅人は好かれてるのよ。それでなにか困ることがあるの？　予定とは少し違っちゃったけど、あなたもまんざらでもないんじゃないの？　忍を可愛く思わない？　それとも嫌きらいなの？」

「いや、確かに森本は可愛いし、嫌いじゃないけど！　……でも、金の矢のせいでオレを好きになるなんて、森本が可哀かわいそうだろ。やっぱり良くないよ」

　話を聞いていたエロスは、うんとうなずいた。

「そっか。そうだよね。やっぱり雅人は結衣ちゃんじゃないとね」

「いや、そういうことを言ってるんじゃなくてだな！」

　しかしエロスはみなまで言うなという顔で、さっさと結論を口にした。

「よし。わかった、それじゃあボクが責任とって、なんとかするよ」

「なんとかするって、どうするんだ」

　ロクでもないことだったら、全力で阻そ止ししなければと雅人は身構える。

「じつはね、金の矢は効果を消す方法が、もうひとつだけあるんだ。忍ちゃんが、雅人より他の誰かを好きになればいいんだよ」

「本当に？」

　初耳だった。どのギリシャ神話でも聞いたことがない。

「まあ、難しいけどね。誰かを好きになる前にくっついちゃうか死んじゃったりするから。木に変身しちゃうなんてのもあったかな」

　アポロンとダプネの話だ。

　エロスはかつてアポロンに弓をバカにされた腹いせに、ダプネを愛するよう金の矢を当てたことがある。しかも同時に、そのダプネに鉛の矢を当てたのだ。ダプネはしつこく迫るアポロンから逃げまどい、捕つかまるならばいっそ人ではないものに変えてほしいと強く願い、その身を月げつ桂けい樹じゆに変えてしまった。

「あれはダプネにも悪いことしたよね。あっはっはっはっはっ」

「悪いと思ってないだろ、おまえ」

「あれはアポロンに原因があると思うんだ。いくら好きになったからって、あんなに追い回さなくてもいいじゃんね」

　自分の所業をさらっと棚たなに上げると、さらにエロスは思い出したように声をあげた。

「あ！　そう言えばアルテミスもオリオンを追いかけ回したんだよね。やっぱりそこは姉と妹。そっくりだよね」

「あー。そうかもな」

　雅人も激しく同意する。

　いきなり話の矛ほこ先さきを向けられたアルテミスは、顔を真っ赤にした。

「わ、わたしのことは、いまどうでもいいでしょう！　忍の話よ。だいたいね、忍が雅人よりも、誰を好きになるって言うのよ。そんな人いるの？」

　たしかに、そんな都合よく忍の好みのタイプがあらわれて、忍と急接近して恋に落ちてくれるなどとは考えにくかった。

　だがエロスは自信満々に胸を張る。

「そんなの、決まってるでしょ。ボクがあの子を落とすんだよ」

　一いつ瞬しゆん、雅人は固まった。忍が好きになる相手だから男だとばかり思っていた。その手があったかと思わず感心してしまう。雅人としては、手放しには喜べないが、しかし。

「他に方法はないんだよな」

「うん。だと思うよ」

「だったら仕方ない……か」

　エロスのアプローチに心が揺ゆれて金の矢の効果が切れれば、きっと忍も目が覚めるだろう。まさか、そのまま女同士、禁断の関係に発展なんてしないはず。

「それに忍ちゃんって可愛いし、ボクのタイプでもあるんだよね～。うん、ちょうどよかったよ。ぐへへへへへへへへ」

　エロスの背後に、雅人は飢うえた狼おおかみの幻を見た。

「お、おいおい！　確かく認にんしておくけど。忍がその気になっても、エロスは手を出だすんじゃないぞ」

「えー。なんで。誘ゆう惑わくしておいて、その気になったらポイしろって、それはそれでひどくない？」

「それはそうだけど！」

「大丈夫だって！　きちんと責任取って、その後の人生観変わっちゃうぐらい可愛がってあげるからさ。……あ、よだれ出ちゃった」

「おまえはエロ親父おやじか！」

　はたしてエロスに頑がん張ばってもらうのが本当に正しいのかどうか、雅人は自信が持てなくなってきた。

　そして納得していないのが、もう一人。

「なんでそんなことを？　せっかく忍だってその気になっているのに可哀そうじゃない！　もういいわ。わたしは忍を応おう援えんする。このわたしが雅人と忍をくっつけてあげる！」

　アルテミスは足音も荒あら々あらしく階段を降りはじめる。

「お、おい！　アルテミス!?　ちょっと待てって！」

　雅人とエロスもそれに続いて、階下の廊ろう下かにたどり着いた、そのとき。

「よかった！　雅人くん、まだ学校にいたんだ」

　噂うわさをすれば影かげ。

　雅人を見つけた忍が、駆かけ寄よってきた。雅人は油の切れた機械のごとき動きで、忍を振り返る。

「……も、森本。どうかした？」

「え、えっと……さっきの返事が聞きたくて捜してたの。雅人くんはなにしてたの？」

「それは……」

　雅人は笑え顔がおを浮うかべようとして頬を引きつらせる。まさか忍をどうしようか話していたなどと言えるはずがない。

「あー、ほら。エリスたち、学校の勝手わからないから。案内してやってるとこなんだ」

　口からでまかせだが、それなりに信しん憑ぴよう性せいはあった。

「そうなんだ。じゃあ教室で待ってていい？」

「それは……」

　そこでエロスが助け船を出した。

「それじゃさ。忍ちゃんもボクらと一いつ緒しよに学校をまわろうよ。ただ待ってるのもつまらないでしょ？」

　エロスの狙いは明白だ。忍に好きになってもらうには、まずは少しでも多く接せつ触しよくしなくてはならない。早くもエロスの戦いは始まっていた。

　しかしそれを黙だまってみているアルテミスでもなかった。

「エリス、わたしたちの都合で振り回まわすのは良くないんじゃない？　なんか、とっても大事な話みたいだし、わたしたちお邪じや魔ま虫は、さっさと先に帰ったほうがいいんじゃないかしら」

「お邪魔虫なんて心外だよぅ。せっかく留学してるんだから、ボクはみんなと仲良くしたいだけだもん」

　エロスとアルテミスのぶつかり合った視線に火花が散っていた。

　この空気を知ってか知らずか、忍がおずおずと申し出る。

「えっと……じゃあ、私も一緒していい？」

「お、おお。そうだな。そうしよう」

　雅人はそっと胸をなで下ろした。もしアルテミスの提案どおり、忍と二人っきりで残されたりしたら、どうしたらいいかわからない。なにせ、こう見えて忍は勢いあまっていきなり押し倒してしまうぐらい積極的な女の子なのだ。もし忍にさらなる攻こう勢せいをかけられたら、理性が耐たえきれる自信が雅人はなかった。

　しかし、ここでさらに予想外の展開をみせた。

「あれ、みんなでどうしたの？」

　廊下の角で、鞄かばんを手にした結衣とばったり出会った。

　忍は気まずそうに、結衣から目をそらした。その様子に気づいた結衣は怪け訝げんな顔をしながらも、雅人たちに目を向ける。

「あー。これは……」

　雅人は学校案内の途中だと説明する。

　結衣はふーんとうなずくと、一度視線を彼方かなたに向けて思考をめぐらせた。そして。

「ねえねえ。それ、あたしも付いて行っていい？　いいよね」





　たくさんの書しよ棚だなが立ち並ぶ図書室で、エロスとアルテミスは小さく息をついた。

　なるほど、たしかに普ふ段だんの二人の暮らしの中には、これだけの書しよ籍せきを目にする機会なんてないかもしれない。エロスは恋れん愛あいの神だから理性的な読書には縁えん遠どおそうだし、アルテミスに至っては人里離れた天界の山やま奥おく（？）で生活しているのだし。

「すごーい。こーんなに本がたくさん！　ケイローンを連れてきたら、きっと喜ぶね」

　無む邪じや気きに目を輝かがやかせるエロスに、結衣が尋ねる。

「ケイローンって？」

「雅人のウチで留守番してるんだけどね、読書とか好きなんだ」

「え？　まだホームステイしている人いるの？」

「あー。人っていうか、ケンタウむが」

　エロスの口を雅人があわてて、ふさいだ。

「あはははは。飼い犬も預かってるんだよ。ケイローンって名前のね」

「え？　でも、読書好きって……？」

「本とか雑誌とか好きで、犬小屋にため込んじゃうクセがあるんだよ。うん」

　雅人はイヤな汗あせをかいてしまった。結衣があっさり納得してくれたから良かったものの、どこからボロが出るかわかったものじゃない。

「ここは、もういいよな。次に行こう、次」

　うながされて結衣は廊下に出て、階段を下りていく。

「この下は、家庭科室よ」

　ぞろぞろと連れ立って歩き続けている間、雅人はすぐ隣となりの忍から熱い視線を終始感じていた。目が合ってしまうと、体育倉庫で忍から感じたほのかな匂いや、触った胸の感触やら、脱ぬぎたてのブラの温ぬくもりやらを思い出してしまうので、なるべくそちらは見ないようにしている。エロスは「相手に好かれて迫せまられれば、そのうち雅人だって好きになる」みたいなことを言ったが、なるほど。一理あるかもしれない。

「あ、今日は料理クラブが使ってるみたいね。邪魔しちゃ悪いから、また今度にしよ──みんな、ごめん。気にしないで」

　何事かと振り返るエプロン姿の部員たちに手を振って、結衣はドアを閉める。

「クラブって、なに？」

　エロスの問いに、結衣は部活について説明する。いつの間にか、結衣が先頭に立っていた。なんだかんだ言いつつも、結衣は面めん倒どう見みが良いのだ。

「そうか、部活かぁ──あ、忍ちゃんは？　なにか部活やってないの？　忍ちゃんってば」

　しばらく雅人に見とれていた忍だが、エロスに何度も呼ばれてやっと我に返った。

「あ、私？　私は天文部に入ってるの。たまにだけど夜に学校の屋上を貸してもらって、望遠鏡で星を見たりしてるよ」

「夜！　屋上！」

「エリス、よだれ、よだれ！」

「ああ、いけない。じゅるり……そうだ、ボクも見てみたいな！　今度、忍ちゃんが行くとき、連れて行ってよ。ね？」

　エロスは嬉き々きとして、忍の腕にさりげなく腕をまわす。ごくごく至近距離から、じっと見つめられると女の子でもテレるのか、忍は恥はずかしげに目をそらした。

　しかし、そのとき。

「星なんかに、いままで興味なかったでしょ、エリス」

　アルテミスは、本人だけはさりげないつもりで、エロスと忍の間に割って入った。

「だから、いま興味持ったんだもん」

「またまた、そんなこと言っちゃって！」

「ウソじゃないもん！」

　突とつ然ぜんの険悪な空気に戸と惑まどいつつも、忍は口を挟む。

「そ、その……夜空も面おも白しろいよ？　月もじっくり見ると、いろんな発見あるし。土星の輪も実際見ると感動するもの。それに星座なんかロマンチックじゃない？」

「星座!?　──そっか！　オリオン座とかあるもんね」

「うん。冬の星座だけど」

「そうか、そうか」

　エロスはにやりとアルテミスに笑いかける。

「そりゃあそうだよね。フラれた相手を見なきゃいけないなんて、アルテミスにしたらつらいもんね。だから天文部を目の敵にするんだ」

「な、なに言ってるのよ！　関係ないわよ」

　アルテミスは怒鳴る。が、エロスは平然と悪ノリした。

「そっか、そうだよね。うん、関係ないってことにしておくよ。じゃないとアルテミス、傷ついちゃうもんね」

「だから、違うって言ってるでしょ！」

　またもぎゃいぎゃい口ゲンカが始まってしまった。

　雅人は乾かわいた笑いを浮かべる。

「まあ、いつものことだから気にしないで」

「そうなの？　……あ、それより雅人くんはどう？　星とか、興味ある？」

　忍は上目づかいで雅人を見つめた。もし興味ないとか言われたら、泣き出しそうな顔をしている。

　雅人も星空に関心はあるのだが、しかしここでヘタに気を持たせると、自分の首を締しめることになりかねない気がした。エロスの努力もムダになりかねない。

　困った雅人は、第三の選せん択たくを選んだ。

「結衣は、どうだ？」

　他人に話を振った。

　振られた結衣は、目を丸くする。

「え、あたし？　あたしは……うん。興味ないわけじゃないんだけど。ただ夜の学校に来るのが、ちょっとね。だって怖こわいじゃない？」

「ええ？　結衣がそんなこと言うなんて意外すぎる」

「……なに？　雅人はあたしにケンカを売ってるの？」

「いやいやいやいや。ごめん、そういうわけじゃなくて。結衣にも女の子らしいところがあるんだなと思って」

「ふんっ。どうせあたしは普段、女の子らしくないよーだ！」

　結衣はべーっと舌を出した。

　エロスとにらみ合っていたアルテミスが、はたと我に返った。そしてわざわざ雅人が濁にごしていたことを勝手に代弁した。

「そうそう。雅人は星座とか興味あるらしいのよ。いいじゃない、今度忍と二人で星でも見に行けば」

「本当なの!?　それなら雅人くん、ぜひ！」

　喜色を浮かべる忍に、はっきり断れるほどの度胸を雅人は持ち合わせていなかった。苦笑いで適当にごまかすと、アルテミスをにらみつける。

　アルテミスは、してやったりの表情だった。

　さすがに雅人もムッと来た。

「アルテミス。こっち来い」

　雅人はアルテミスに素す早ばやく歩み寄ると、その腕をむんずと掴つかんだ。

「!!」

　ぞわわわっ。

　アルテミスの首筋に、鳥とり肌はだが立った。息を呑んで目を瞠みはっているのだが、後ろ手に引いている雅人は気づかない。

　十歩ほど歩いた廊下の角まで行って、くるりと振り返る。

「勝手に適当なこと言うなよな！　──って、どうした？」

「て、て、」

「て？」

「手を放して！」

　ぶんと振り払はらわれて、やっとアルテミスの言いたいことが雅人はわかった。

「あ、悪い。……まあ、それはともかくいい加減にしろよ、アルテミス」

「うるさい！　あんたと忍の仲を取り持つためだもの、あれぐらい言うわよ。エロスの邪魔だってするわよ、当然でしょう。だいたいなんで雅人に文句言われなきゃならないのよ。よかれと思ってやっているのに！」

「オレはひと言だって、やってくれと頼んでねえよ！」

　大人げない神に雅人もつい頭に来て怒鳴ってしまった。さらに固めた拳を振り上あげる。

　と。

「きゃっ！」

　反射的にアルテミスは悲鳴をあげて、頭を両手でかばった。雅人は我に返って拳を引っ込めた。危ない。いくらなんでも（神とはいえ）女の子相手に手をあげるのは良くないと、思いなおす。

　そして我に返ったアルテミスは、ことさらに平静を装よそおった。

「べ、別に雅人の拳なんて怖くないんだから」

「ああ、そうですか。そうだろうな。ともかく、よけいなことはするなって」

「イヤ」

「……あのなぁ、アルテミスはなんのために下界に来ているんだよ」

　絵に描かいたような堂どう々どう巡めぐりにため息をついたとき、いきなり背後から声をかけられた。

「二人して、なんの話をしているの？」

「わああ！」

　声が出た。

　いつまでも戻って来ない二人に、みんなしびれを切らしてこちらに来ていた。結衣は雅人とアルテミスを交こう互ごに見やって、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「二人って、会ったばかりのはずよね。なんかさ、ずいぶん仲良くない？」

「ば、ばか言うな！」

「そ、そうよ！」

　しかし結衣はいまだ疑いの目で雅人とアルテミスをじっと見ていた。しかもその背後から忍まで、世界の終わりみたいな顔をのぞかせている。

　完全に勘違いされていた。

　まあたしかに、内ない緒しよ話ばなしでもしていれば誤解されても仕方ないのかもしれない。雅人がさらに否定しようとしたとき、エロスの目がキランと輝いた。すかさず口を挟む。

「そういえばボク、アルテミスが弟以外の男の子と話してるのって、初めて見るかもしれない。そんな人、いままでいなかったんじゃない？」

「「なっ……」」

　雅人もアルテミスも絶句してしまう。いままでアルテミスは山奥で女の子ばかりの環かん境きようで引きこもっていたので、事実といえば事実に違いない。が、こんな誤解を助長する言い方もない。

　さらにエロスは追おい撃うちをかける。

「雅人もさ、アルテミスを好きなんだよね？」

　エロスの目が、雅人に訴うつたえかけていた。

　ここは芝し居ばいをしろ、と。

　雅人もエロスの作戦を理解した。ここで間接的にでも忍をフッてしまった方が、ことは順調に進む。エロスは忍の失しつ恋れんの傷を癒いやすフリをして近づいて、そのまま落とすつもりなのだろう。そうすれば金の矢による雅人への想いも、すんなりと消える。

　だが、しかし。

「オレは……その……」

　口からでまかせ、ウソでいいとわかっていても「アルテミスが好きだ」のひと言が、雅人は言えなかった。またたく間に喉のどがカラカラに渇かわいてしまう。言おうと言おうと心では思っているのに、身体が拒きよ否ひしているようだった。

「ま、まあ。いまはそんなこと、いいじゃない」

　遮さえぎったのは、結衣だった。

　雅人ばかりでなく、忍やアルテミスまでが息をついた。エロスだけが不満そうな顔をしたが、いち早く気を取り直したらしい。

「でもさ、やっぱり怪あやしいよね。……あれ、忍ちゃん、なんか落ち込んでる？　あのね、なんかあったら、ボクになんでも話してね。恋の相談でもなんでも乗るよ？」

「あ、ありがとう」

　アルテミスを恋のライバルとあらためて認にん識しきして、忍は多少ショックを受けたらしい。しかしエロスの言葉には、素す直なおに喜んでいた。

　一方、結衣も気を取り直したらしい。

「えっと。じゃあ、エリスにアルテミス。次の教室に行きましょ」

　ふたたび一同は歩き出した。忍が二番目で、そのあとにエロスと雅人、最さい後こう尾びにアルテミスがつく。

　いまいる校舎はだいたい見てまわったので、隣の校舎へ移るべく、渡わたり廊下へと差しかかった。地面をコンクリートで固めただけの廊下からは、グラウンドで野球部がノックしている様子がよく見えた。先を行く結衣と忍は、すぐに校舎へ入ってしまう。

　そして、その瞬しゆん間かん。

　アルテミスは、いきなり癇かん癪しやくを起こした。

「ああああああああああっっっっっ！　もう我が慢まんできないわ」

　アルテミスはエロスの腕を捕まえると、その背に大きな翼つばさをあらわした。ばさりと大きく羽ばたかせる。

「え？　アルテミス!?」

　エロスの足が浮いていた。

「ちょっと来なさい、エロス」

　エロスをどこかに連れ去るつもりらしいが、それでも、なにも飛んでいくことはない。

「やめろ、バカ！」

　本日何度目かの罵ば声せいを雅人は吐はいて、エロスのあいている腕を掴んだ。これで引き止められるかと思ったのだが──甘あまかった。

「う、うわあああああっ！」

　エロスにつられるようにして、雅人の足まで地から浮いた。あっという間に三階以上の高さにまであがってしまう。

「わ、ちょっ！　雅人、そこは！　く、くすぐったい。きゃはははははははは！」

　エロスの能天気な笑い声が響ひびく。しかし雅人は笑っていられない。必死でエロスの腕にしがみつく。ここで振り落おとされたら、ただではすまない。

「こら、エロス！　暴れるな！　オレが落ちる、落ちるっ！」

　目もく撃げき者しやが一人もでなかったのは、奇き跡せき以外のなにものでもなかった。



　　　　　※　　　　※



　雅人たちがたどり着いた先は、いくつかある中でもっとも大きな校舎の屋上だった。海外とか天界とか、そういったとんでもないところまで連れていかれるよりは良かったと雅人は胸をなで下ろすが、まだ生徒が大勢残っている放課後の学校というのも、それはそれで微び妙みようだった。誰だれかに見られたら、どうしようかと心配で仕方ない。

　抗こう議ぎまじりに雅人がアルテミスをにらむと、目を丸くされた。

「雅人までついてきてたの！　どうりで重かったはずだわ」

　アルテミスは、むぅと口をとがらせる。

「計算が狂くるったわ。エロスだけ引ひき剥はがせば、あとは忍がなんとかしてくれると思っていたのに」

「残念だったね、アルテミス。ボクの機転で、こんな結果になって」

　おまえの機転じゃないだろうと雅人がつっこむ間もなく、エロスは笑う。

「ふっふっふっ。これは逆にボクのチャンスだよね。いま、忍ちゃんのそばには結衣ちゃんしかいない。いきなり姿を消した雅人に忍ちゃんはきっと傷ついてるはず。弱っているところをボクが口説けば……ぬっふっふっふっ。待っててね、忍ちゃん！」

　エロスもその背から翼を現して羽ばたかせた。その足が宙に浮く。

　止めたのはアルテミスだった。

「待ちなさいよ！」

　アルテミスはエロスの足をむんずと掴むと、そのまま床ゆかにべしんっと叩たたきつけた。

「い。いったあああぁぁぁぁい！　なにすんだよ、アルテミス！」

　ぶつけて赤くなった鼻をさすりながら、エロスが牙きばを剥むく。

　しかしアルテミスはまったく悪びれていない。服の裾すそから手をつっこむと、巨きよ大だいな弓と矢を取り出した。アルテミスの口元がぴくぴくと痙けい攣れんしていた。怖い。

「これ以上、邪魔するんじゃないわよ。エロスはしばらくここにいなさい。大だい丈じよう夫ぶ、そうしてあげるから。死なないようにきちんと狙ねらうから、安心して。あははは、うふふふふ」

「そ、そうはいかないぞ！」

　エロスは瞬しゆん時じにアルテミスから距離を取ると、同じように弓と金の矢を取り出した。アルテミスは不敵に笑う。

「その矢でわたしとやり合うつもり？　虫も殺せない矢のクセに、いい度胸じゃない」

「ふん。これに当たれば、アルテミスだって男に恋しちゃうんだよ！　そこらにいる男にめろんめろんにさせてやるんだから」

「お、男に……わたしが……」

　愕がく然ぜんとつぶやくなりアルテミスの頬ほおが赤くなり、次に青くなった。

「なんて恐おそろしいことをする気なの！」

「そんなこと言ってぇ！　アルテミスも一度、きちんとした恋をすればいいんだよ！　オリオン相手みたいな、一方通行じゃない恋をさ！」

　エロスは吐き捨すてると、えいやっとばかりに解き放った。

　金の矢は一直線に、アルテミスの胸へと向かい──

　ばひゅ。

　アルテミスの矢に真っ二つにされた。

　矢を矢で打ち落とした。

　その正確さもさることながら、矢をつがえてさえいなかったアルテミスが、エロスの矢が放たれてから打ち落としたその素早さこそが凄すさまじかった。

　雅人にはアルテミスの動きが見えなかった。

　ゆらりとアルテミスは一歩、エロスへと距離をつめる。

　それだけでエロスはある種のパニックに陥おちいった。

「うわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああっ！」

　エロスはいくつもの金の矢を乱れ打ちにする。

　そのすべてが、アルテミスによって打ち落とされた。

「ラクには死ねないと思いなさい」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっっっっ！」

　悲鳴をあげてエロスは屋上を逃にげまどった。それを狙ってアルテミスは何本も矢を放った。恐きよう慌こうのあまりエロスは空に逃げることも忘れている。

「ちょ、ま！　エロス！　こっちくんなあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　おかげで雅人も一緒になって、屋上を逃げまどうことになった。



　　　　　※　　　　※



「どこに行っちゃったんだろ、まったく。雅人は」

　仁に王おう立ちで結衣は腕を組む。すぐ後ろをついてきているものと思っていたのに、ふと振ふり返ると忍しかいなかった。どこか別のところを先にまわるにしても、ひと言声をかけてくれればいいではないかと思う。これでは、誰のために一緒についてきたのかわからない。

　そこで結衣は、少し自己嫌けん悪おした。

　美人留学生と雅人の仲が気になったから、自分から勝手について行くと言い出したのだ。だけど結果、あんなにアルテミスと仲良さそうなところを見せられるなら、やめておけば良かったと、多少後こう悔かいしている。

「クスッ」

　いきなりの笑い声に、結衣は我に返った。

　見れば忍が、必死に笑いをかみ殺そうとしていた。お腹なかを抱かかえて、壁かべに手をついてる。

「なに？　どうしたの？」

「だって結衣ちゃんってば、すごい百面相だったから。怒ったり落ち込んだり」

　たしかにそうかも知れない。そんなに顔に出やすいのか、と結衣は反省する。

　だけど、そんなに笑うことないではないかとも思う。結衣がふてくされていると、忍はようやく笑えみを収めた。

「……ちょうどいいから、結衣にも話しておくね」

「なにを？」

　突然、遠えん雷らいが轟とどろいた。

　びくりとして、結衣は窓の外に目をやった。グラウンドのはるか彼方の空が黒い。じきに一雨きてもおかしくない雲行きだった。

「あのね。私も驚おどろいてるんだけど」

　そのときの忍の顔を、結衣は見ていなかった。

「私ね、雅人くんを好きになっちゃったみたいなの」

　結衣は忍を振り向むいた。振り向かざるをえなかった。

　なにかの冗じよう談だんかと思ったし、そうであって欲ほしかった。

　けれど忍は真しん剣けんそのものだった。それにきっと、冗談では顔から首筋まで赤くはならない。

「そんな……ウソ、でしょ？」

　忍は首を左右に振る。

「もう告白したの。……このことはね。結衣には言っておいた方がいいかなと思ったから。それだけ」

　立ち去ろうとする忍に、結衣が声をかけようとした。

　その前に忍は足をとめて、肩かたごしに振り返る。

「結衣がいらないみたいだから、私がもらっちゃうね」

　そう言い残して、行ってしまった。

　忍に伸のばしかけた結衣の手が、宙をさまよう。

　アルテミスだけかと思っていた。意外すぎる伏ふく兵へいの登場に結衣の頭はぐちゃぐちゃになる。結果、口から出たのはわりとどうでもいいセリフだった。

「いらないみたいだからもらうって……雅人はモノじゃないよ」

　遠雷がまたも轟いた。
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「エロス、おまえオレを殺す気か！」

「そんなのボクに言わないでよ！　矢を射ているのは、アルテミスなんだからさ！」

「おまえがこっちに逃げてこなきゃいいんだよ」

　屋上で雅人はアルテミスの放つ矢を必死に避さけつづけていた。もうダメだと雅人が思った回数は、すでに両手では数えきれない。

　余よ裕ゆうがないのはエロスとて同じだった。その顔色が悪く見えるのも、空に厚い雲がかかってあたりが薄うす暗ぐらくなったからではないだろう。

　一方、アルテミスも相当焦じれていた。

「よく逃げるわね。おとなしく死になさいよ」

「ひどいっ！　ボクを殺す必要なんてないだろ！　手段と目的をごっちゃにするなよ！　ばーか、ばーか、バカアルテミスぅ！」

　命がかかっているのに、エロスが口にするとただの子どものケンカにしか見えなかった。安い挑ちよう発はつにアルテミスも乗りかけたが、すんでのところで踏ふみとどまったらしい。こめかみに血管を浮きあがらせながらも、思いのほか冷静につぶやく。

「そうよね。エロスの足止めは手段であって、目的は雅人と忍をくっつけることなのよ」

「そうそう」

「だからエロスより先に、雅人をここから追い出すべきだったんだわ」

　アルテミスが雅人に目を向けた。

　アルテミスの美しい顔が、雅人には般はん若にやに見えた。

「雅人をここから追い出して、そのあとゆっくりエロスを足止めしておけば良かったのよ。そのうち忍があんたに迫って、迫って、それであんたがその気になってあんなことやこんなことを……。ああ────────────────っ！　男なんて汚けがらわしい！」

　アルテミスの脳内回路が、途と中ちゆうでヘンなところにつながったらしい。アルテミスは半はん狂きよう乱らんになって矢をつがえ、雅人を狙う。

　その矢や尻じりは、瞬またたく間まに巨きよ大だい化かしていく。矢の尖せん端たんが広がり、まるで吸きゆう盤ばんのような形へと変わる。こんな形のオモチャを雅人は見たことがある。もっとも直径が人の背せ丈たけもあるような吸盤などは初めてだが。

「な、なんだ、それ！」

「安心して、雅人。これなら当たっても刺ささらないから。そうね、ここからフェンス突つき破やぶってグラウンドの端はしぐらいまで吹ふき飛とぶだろうけど」

「吹き飛ぶ!?」

「ちょっと痛いかもしれないけど、我慢して」

　その目は本気だった。おそらく神の基準でモノを語っているのだろうが、普ふ通つうの人間ならこの高さから落ちただけで軽く死ねることを、アルテミスは失念している。

　稲いな光びかりが雲の間を走る。雷らい鳴めいがあたりを揺らす。

　雅人は絶望した。ずさささっと、あとずさるが、フェンスにすぐに突き当あたってしまう。逃げようにも、アルテミスの矢は確実に雅人をポイントしつづける。

「……おい、待て。冷静になれ。落ち着いて話そう」

　雅人にアルテミスは叫さけぶ。

「男なんて、みんないなくなっちゃえっ！」

「私し怨えんじゃないか、それ！」

　それが雅人の最さい期ごの言葉になる──ところだった。

　雅人は横腹あたりに衝しよう撃げきを感じて、吹っ飛ばされた。そのすぐ鼻先を、なにかが通とおり抜ぬける。風圧を感じて、頭が理解するより早く全身に鳥肌が立った。あんなものが直ちよく撃げきしたらフェンスに激げき突とつする前に死んでいた。

　雅人はコンクリートに仰あお向むけになり、青空を眺ながめて、しばし呆ぼう然ぜんとする。

　ドキドキと高鳴る鼓こ動どうを感じる。

　まだ自分は生きている、らしい。

　起き上がった。

　そこにはエロスはいなかった。

　かわりに、フェンスにぽっかりとあいた大穴を見つけた。グラウンドの生徒たちはなにごとかとあたりを見み渡わたしていたり、グラウンドの向こう側にあるプールを指さしていたりする。屋上でなにかあったとは誰も気づいていないらしい。もっとも、その瞬間を目もく撃げきしたとしても信じられないだろうが。

　かなりの距きよ離りがあったが、雅人の目にも水面に波は紋もんが広がっているのが見て取れた。

　エロスが身を挺ていして雅人をかばい、結果あそこまで吹き飛ばされたらしい。エロスがいなかったら、絶対に雅人は死んでいた。すまないという謝罪の念と、ありがとう助かったという感謝の念が交互に沸わき上がる。

「まあ、これでいいわ」

　雅人はアルテミスを振り返かえった。

「エロスは戦線離り脱だつしたわけだし、このスキに雅人と忍をくっつければいいのよね。うん、そうよ。私はミスってない。計算通りよ、これで」

　自分に言い聞かせるように言い放つと、アルテミスは笑みを浮かべて雅人に歩み寄った。

　アルテミスは雅人の手を捕つかまえようと手を伸ばして、ふいに凍こおりついた。

　なにが起きたのか、雅人ははじめ理解できなかった。

「……ああ、そうか。男だから触ふれたくない──いや、触れないのか」

　図星を指されたアルテミスは色をなして、ぷいっと顔を背そむける。

「いいわ。それじゃあ雅人はここで待ってなさい。忍を連れてくるから。ここなら、ちょうど人目にもつかないし。逢あい引びきするにはいいわよね」

　たしかに放課後の屋上なんて、校舎裏や体育館裏に匹ひつ敵てきするロケーションかもしれない。

「ぜったい待ってなさいよ！」

　アルテミスは言い置くと、雅人に背を向ける。

　その背から翼が、ばさっと生える。

「バカっ！」

　とっさの判断だった。

　雅人は素早く起き上がって、アルテミスの腰こしあたりに体当たりした。さらに逃のがさないようにしがみついた。

　ぞわぞわっ。

　アルテミスの首筋に鳥肌が立った。

「──!!　こ、ここ、こら、雅人！　なにすんのよ！」

「これ以上、目立つことするなって！　それに、そうそうおまえの思い通りにさせてたまるか！」

　無む我が夢む中ちゆうだった。冷静に考えてみれば、エロスをあそこまで吹き飛ばしたアルテミスに食い下がるなど、狂きよう気きの沙さ汰たと言っても過言ではない。一歩間ま違ちがえれば、雅人は殺されていたかもしれない。

　しかし、そうはならなかった。

「や、やめて！　や、そ、そんな、そんなとこ触さわるんじゃないの！　や。ちょ、ほ、本当に、やめてってば……」

　怒ど号ごうは弱々しい懇こん願がんへと次し第だいに変わっていく。羽ばたかせていた翼も力をなくしてその姿を消し、引き剥がそうとするアルテミスの腕うでにも力は入らない。

　雅人はさらに、ぎゅううぅぅぅぅと力を込める。

「逃がすか！」

「はひゃっ!?」

　アルテミスは奇き声せいをあげた。全身を硬こう直ちよくさせて、呼吸すら止まる。

　ことここに来て、雅人はようやくアルテミスの様子がおかしいことに気がついた。しがみついたまま、おそるおそる顔をあげる。

　アルテミスは目を見開いて、笑い出す一瞬前のような顔をしていた。

　そして。

　──フッ──

　アルテミスの全身から力が抜けた。雅人はあわててその身体を抱だき止とめる。

　アルテミスは見事に気絶していた。

「……おいおい。そんなにイヤだったのかよ」

『雅人が』ではなく『男が』なんだろうとはわかっていても、雅人はちょっと傷ついた。ため息まじりにアルテミスを床に下ろす。すぐ気づくだろうとは思ったものの、やはり冷たいコンクリートの上にずっと寝ねかせておくのは可哀かわいそうだった。殺されかけた相手だというのに、お人ひと好よしかもしれないが、長年培つちかってきた性しよう分ぶんなので仕方ない。

「せめて保健室に運ぶか」

　保険医には「貧血で倒たおれたらしい」とでも言えばいいだろう。雅人は屋上の出入り口へと向かい、そのドアノブに手をかけた。

　ガタッ──ガタガタッ。

　びくともしなかった。

　普段、屋上は施せ錠じようされている。

　飛んできたのに、開いているわけがなかった。

　ついに空から、大おお粒つぶの雨が落ちてきた。
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　掃そう除じもされていない緑に濁った春先のプールを、大きな魚が泳いでいた。巨大魚はプールサイドに近づくと、みるみるうちに人の姿へと変わっていく。

　あまりの衝撃に魚に変身してしまったエロスだった。

「もうっ！　アルテミスのばかぁ！　神さまだって痛いものは痛いんだぞ！」

　プールサイドにあがると、エロスは髪かみから滴したたる水すい滴てきを振り払った。小さく息をついて、はたと顔をあげる。

「あっ！　でも、そうか。アルテミスの目が届いていないいまのうちに、ボクが忍ちゃんをモノにしちゃえば、それでいいわけだ。そうだ、そうだ。ボクって頭いい！」

　エロスはスキップでもしかねない勢いで、雨の降るプールサイドから出口へと向かった。更こう衣い室しつを素す通どおりすると、小さな校舎までつながる渡り廊ろう下かに集まった大勢の生徒たちと出会った。このあたりは屋根があるので雨宿りするには、ちょうど良いのだろう。

　生徒たちは、まさかエロスがプールから出てくるとは思っていなかったに違ちがいない。

　しかも。

「………………裸はだか？」

　誰かがつぶやいた、そのとおりだった。

　エロスは魚から人に戻もどったとき、服を一緒に作るのをすっかり忘れていた。水の滴る長い金色の髪が、真っ白な肩から胸むな元もとへと流れている。均整のとれた女性らしい肉体と白い素す肌はだは、大理石の彫ちよう像ぞうのように美しい。

　が、やはり刺し激げき的てきすぎた。

　集まっていた男子生徒全員が固まっていた。

「……どうしたの？」

　いまだエロスは事態を理解していない。

　そのセリフをきっかけに、まず男子が動き出した。ある者は顔を真っ赤にしてあわてて顔を背け、ある者は脳のう裏りに焼き付けようと目を見開いて息を呑み、またある者は「いい人生でした」と言い残して鼻血を噴ふいてぶっ倒れた。

　そして女子生徒たちは、エロスの代わりに事態の収しゆう拾しゆうに乗り出した。ある者は見とれた男子に罵声を浴びせかけ、ある者はちょきで目つぶしを敢かん行こうし、ある者は「プールに戻って！　あと、誰か。誰かタオル持ってきて！」と、叫んだ。

　さらにエロスを男子の目から守るために大勢で囲って、プールへと押おし戻そうとする。

「うわあ、ボクは行かなきゃいけないの！　急いでるの！　通して！　通してよぅ！」

　当然、そんなエロスの願いが聞き届けられることはなかった。
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「ほんっとに、どこ行っちゃったかな」

　結衣は雨の降り出した外を眺めて、一人つぶやいた。

　あいにく雅人のケータイは、電源が入っていないか電池が切れているらしい。教室に置きっぱなしというセンもありうる。雅人なら、ありそうなことだと結衣は思う。ともかく、ふらりと留学生と姿を消したまま、どこの教室にも見当たらなかった。

「……どうしようかな」

　今日はあきらめて帰るのも、もちろんありだった。学校案内なんて難しいことじゃない。雅人に任せておけばいいのかもしれない。それは結衣だってわかっている。

　しかし、それでも心配だった。姿を消して、どこでなにをやっているんだろう。

　結衣はぐるぐると校舎をまわるうちに、二人っきりでいちゃいちゃしているカップルを何度か見かけた。誰もいないとはいえ放課後の教室でなにしているのかと、結衣は憤いきどおる。手を握にぎっているだけにしても許せない。

　結衣は、あくまでも常識的に、道徳的に、怒おこっているつもりだった。別にやきもちとか、うらやましいとか、そんなつもりじゃないんだから──結衣はそう自分に言い聞かせながら、廊下を歩く。

　角から男の声が漏もれ聞こえてきた。

「なあ、おい。いいだろ、たまには付き合えよ！」

　あっちもか、と結衣は眉まゆをつり上げて、ずんずんと勇ましく歩み寄る。

　女の子の荒あらい語気が飛んできた。

「いい加減にして！」

　どうやら痴ち話わ喧げん嘩からしい。だとすると、ちょっと居い心ごこ地ち悪いかなと思い、少しだけ歩みがゆっくりになった。

「興味ないって、ずっと言ってるでしょ！　それに私、好きな人ができたんだから。これ以上、付きまとわないで！」

　男子生徒が結衣の視界に入った。長身のすらりとした優やさ男おとこで、腰こし履ばきにしたズボンがいかにもちゃらちゃらしている。結衣と同じ中学出身で顔見知りだった。運動神経がよくて、そこそこ人気もあって、女の子と二人で歩いているところも何度か見かけたこともある。ただ、結衣は特に興味もなかったので、名前を覚えていなかった。

　その男は向き合っている女の子を怒ど鳴なった。

「なんだと！　誰だよ、それ！」

　一いつ瞬しゆん、女の子はびくっと身を震ふるわせる。が、すぐに気き丈じようにもまっすぐ男を見上げて、その名を告げた。

「九く条じよう雅人くんよ」

　結衣はようやく女の子の顔を目にして、足を止めた。

　忍だった。

　忍が雅人の話をしている。ただそれだけで、結衣の心臓は締しめつけられるように苦しくなった。なにげなく壁についた手が貼はりついたように動かなかった。おかげで行くことも、引き返すこともできない。

　男が雅人の名に眉を寄せた。

「……誰だ。そいつ？」

「同じ中学校にいたでしょ」

　忍はあからさまに不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

　しかし結衣は男子の気持ちもわからないでもない。雅人は見た目も成績も運動神経も、並か並よりちょっと上なぐらい。目立つところもないし、目立ちたいと思うようなタイプでもない。よく見ていないと雅人の良さには気づきにくいと結衣も思う。

　男はしばし記き憶おくをたどるも、途中であきらめたらしい。

「があっ！　なんにしろ、そんな思い出せないようなヤツにオレが負けるはずねえ。適当なこと言ってないで、オレのことを真面目まじめに考えろよ、忍！　オレは本気なんだよ！」

　いらだちまじりに男は、忍の腕を掴む。

「痛っ！」

　反射的に声があがる。忍の顔が恐きよう怖ふにゆがむ。そして。

　ぱしっ。

　忍を掴んでいた男の腕を、結衣がさらに掴んでいた。

　気がつけばこうしていたという表現が、もっとも正しい。けれど結衣の胸に後悔はなかった。

　ひとつ深呼吸をして、男をにらむ。

「いい加減にすれば？」

「天あま城ぎ……」

　相手は結衣を知っていたらしいが、そんなことはどうでも良かった。突然のことに息を呑む忍も、いまは捨ておこうと結衣は思う。立ち聞きしていた誹そしりは、あとでゆっくり受けて立とう。

「忍があんたを適当にフッたとでも思うの？　そんなふうにしか聞こえなかった？」

　忍は本音をはっきり告げていた。もっと適当にあしらうセリフもあったに違いないのに、それを口にしなかった。

　その誠意に対しての、男の態度に結衣は腹を立てていた。

「……お、おまえには関係ないだろう？」

「そうね、関係ない話だけど、でも男が女の子に乱暴するところ見ちゃったら、ほっとけない。あたしね、男の子が相手だろうとケンカで負けたことないのが、ちょっとした自じ慢まんなの。試ためしてみる？」

　結衣は不敵に笑ってみせた。

　男の負けだった。

「くそ。わかったよ！」

　吐き捨てると、男は忍を掴んでいた手を放した。

　結衣も手を放してやると、男は腕をさすりながらその場をあとにする。わざとらしく残した舌打ちは、最後の矜きよう持じだったのかもしれない。

　結衣は男の姿が見えなくなるまで見送ると、大きく息をついた。

「あー。疲つかれた」

　知らずに全身に力が籠こもっていたらしい。肩をぐるぐるとまわしていると、忍の顔がまだ強こわ張ばっていることに気づいた。

「もう、やだな。あたしがケンカで負けたことないって言うのは、小学校低学年までの話だって。それ以来ケンカなんてしたことないんだから。でも、ウソじゃないでしょ？」

　結衣は、ふと昔を思い出した。

　男おとこ勝まさりでケンカも負け知らずだった結衣だが、一度だけ手首をひねるケガをしたことがある。痛みを隠かくしてケンカには勝ったものの、一人で帰る途中でついに我慢しきれず泣き出してしまった。それを偶ぐう然ぜん見つけて慰なぐさめてくれたのが雅人だった。不器用ながらも手当てまでした雅人は「女の子がケンカなんて、あまり感心しないな」といった意味のセリフで、結衣をたしなめた。

　それから結衣は、拳げん骨こつでのケンカをしていない。

　たぶん雅人はそのことを知らないし、このときのことも忘れているかもしれない。

　それでも結衣にとっては大切な思い出だった。

　そんな結衣に忍は尋たずねた。

「なんで、私のこと助けたの？」

「……え？　なんでって、そりゃあ」

「結衣のライバルになるかもしれないんだよ？」

「あ。そっか」

　忍が戸と惑まどった顔をしているわけが、やっと結衣にもわかった。

　恋こいのライバルなんだから。

　それなら放っておけば良かったはず。男が相手なんだし結衣が助けなくても、たぶん誰も文句を言わないはずなのに。なんで？

　忍はそう思っているのだろう。

「まあ、たしかに、そのとおりかもしれないけど。でも、後悔はしてないよ」

　結衣は我ながら苦く笑しようを禁じえなかった。

　忍の意外そうな顔も、ちょっとおかしかった。

「もちろん、だからってね。雅人をあきらめるとか、そんなつもりもないの。あたしだって頑がん張ばるよ。忍には負けないんだから。あたしは雅人を好きなんだから」

　それは宣戦布告だった。

　結衣はちょっとドキドキしていた。

　とっくに忍にはバレていた雅人への想おもいだけれど、それでもこんなふうにあらためて、きちんと伝えるのは、いつもと違う勇気が必要だった。

　忍はびくっと身体を震わせると、ふいにうつむいた。

　あまりにも長い時間そのまま動かないので、結衣は不安になってその顔をのぞきこんだ。

　すると。

「結衣には、かなわないなぁ」

　忍はまるで憑つき物ものが落ちたかのような、さわやかな表情を浮うかべていた。

「本当にお人好しなんだから。でも結衣らしくて、嫌きらいじゃないな」

「……ちょっと待って。それは誉ほめてるの？　けなしてるの？」

　忍はくすりと笑った。

「誉めてるの。雅人くんには、もったいないよ。できることなら、私が結衣をもらっちゃいたいぐらいだもん」

「は？　それはつまり、どういう……？」

「だからね」

　忍はすっと視線をそらして、まるで天気の話でもするかのような口ぶりでつぶやいた。

「私は結衣のことを好きになっちゃったって言ってるの」

「…………え？　えええっ？　な、ななな、なんで？　雅人のことは？」

「うん。もちろん嫌いになったわけじゃないけど。でも、もっともっと結衣の方が好きになっちゃったの」

　これはその、つまり同性愛ってヤツで、いま女の子に告白されている真っ最中ってことだった。結衣とて告白されて嬉うれしくないわけじゃないし、いまも頭に血がのぼっていて顔だって真っ赤だろう。もちろん忍は大好きだけど、でもそれは友だちとしてであって、恋れん愛あい対象ではなかったし、これからはそう見てくれって話にしても、はたして自分にできるかどうか自信はない。

















　わたわた手を振りまわしながら、どう答えればいいか必死に考える結衣に、忍は微笑ほほえみかける。

「ふふふっ。いいよ、わかってる。雅人くんが好きなんでしょ？　だったら私は結衣を応おう援えんしてあげる。いまは、そんな気持ちでいられるから」

「あ──────え──────えっと、その…………ありがとう」

　いまはそう答えるのが、結衣の精せい一いつ杯ぱいだった。





　エロスが廊下の奥おくから結衣と忍の二人を見つけたのは、そんなときだった。

「結衣ちゃん！　忍ちゃ～ん！」

　長い廊下をだだだだだだだだだっと走ってくると、忍に体当たりするように飛びついた。

「ボク、捜したんだよ！　じつはボク、忍ちゃんと話したいことがあるんだ。だから二人っきりになれる場所ないかな？　人目につかなくて、できればムードがあって、さらに欲をいえばベッドがあればベストだけど、それはムリだろうから、地面がやーらかいとこがいいな」

　ちなみにエロスはまだ、保健室の存在を知らない。

　忍は目を丸くする。

「え？　どういうこと？　あと、頭どうしたの。雨で濡ぬれたの？」

　エロスは制服姿で、頭にはバスタオルを巻いていた。金色の長い髪は、まだ乾かわいていないらしい。

「ちょっとね。……ああっ！　そうだ、忍ちゃん。プールでもいいよ？　まだ寒いけど、あそこにはシャワーがあったから。事前とか事後とか、そういうの気になるなら、あそこでもＯＫ」

　エロスは、ぐいっと親指を立ててウインクまでした。

　幸か不幸か、忍も結衣もなんのことかわからず、きょとんとしていた。

　さらにエロスは攻こう勢せいをかけようとして、気がついた。

「……あれ？　金の矢の効果が、切れてる？」

　さすがに矢の持ち主、愛の神エロスは忍の変化に気がついていた。

「なになに？　いつの間に忍ちゃん、好きな人できたの？」

　これには結衣も忍も目を瞠みはった。

「「なんで知ってるの!?」」

　見事にハモった。結衣と忍は顔を見合わせて苦笑しあう。エロスはきょとんと首を傾かしげるが、ふいに開き直った。

「まあ、ボクの失敗はこれで水に流せそうだから、いっか。忍ちゃんとは、あらためて、じっくり仲良くなればいいってことだよね」

　そしてエロスは晴れ晴れとした顔で大きく伸びをした。

「良かった良かった。じゃあ帰ろう。──あ、忍ちゃんの家はどっち？　途中まで一いつ緒しよに帰らない？」

「あ。私の家はね……」

　かくかくしかじかと、忍は道順を教えた。

「そっかそっか。結衣ちゃんは？」

「雅人んちのそばだけど……その雅人は、どうしたの？」

「あ」

　聞かれてようやく、エロスは雅人とアルテミスのことを思い出した。



　　　　　※　　　　※



　仰向けに寝ていたアルテミスが、ふいに目を覚ました。ぱちぱちと目を瞬まばたかせて、かすかに眉を寄せる。ここがどこだか、すぐにピンと来ていないらしい。

「大丈夫か？」

　雅人はアルテミスの顔をのぞき込んだ。すると。

「きゃああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　アルテミスは悲鳴をあげると、バネのように飛び退のいてフェンスに激突した。器用なことをするなぁと雅人は感心する。

「う、動かないで！　近寄ったら許さないわよ！」

　アルテミスは自身の胸を抱きながら上半身を起こした。制服の肩やら長い銀色の髪やらが、どんどん濡れていく。ここが雨の降ふる校舎の屋上であることに気づいて、気絶する寸前になにがあったのか思い出したらしい。

「……あれ？　なんで雅人が、まだここにいるの。わたしが寝ている間に逃げられたはずでしょう」

「カギがないから出られなかったんだよ」

「ああっ！　……え？　え？　それじゃあずっと、わたしと雅人の二人きりだったわけ？」

「まあ、そうなるな」

「そうなるなって……」

　アルテミスは、あらためてあたりを見渡し、なにを思ったのか、いきなり頬を赤くした。涙なみだ目めになって、ぷるぷると震えはじめる。

「ま、雅人！　わたしが寝ている間、な、な、な、なにをしたの!?」

「……あのな。おまえの想像しているようなことは、なにもしてないよ」

「ウソ！　少なくともわたしに触れたのは間違いないはずよっ！　この！」

　アルテミスは立ち上がって矢を番つがえる。

「うおぃ！　なにを証しよう拠こにそんなことを言うんだ!?」

「だって、わたしはもっとあっちの真ん中の方で、その……眠ねむったはずだもの！」

　男に触れられて気絶した、なんてことは認めたくないらしく、アルテミスは頑がんとして眠ったと言い張った。

「なんでわたしはこんな隅すみにいるのよ！」

　雅人はアルテミスの言わんとしていることに気づいて、矢を向けられているのも忘れて苦笑した。

「そういうことか。あのさ、雨が降ってるのに、あんなところに寝かせておいたら、ずぶ濡れになって風か邪ぜひくだろ？　このあたりは、ぎりぎりひさしがあるから、移動させただけだよ。ほんと、それだけ」

　雅人は頭上を指さしながら、説明した。

　そこには屋上の出入り口から突き出でたひさしがあった。といっても、あまり大きくもないので、アルテミスは気づかなかったらしい。

「ほら、だからこっち来いって。濡れるだろ」

　雅人は座すわったまま手招きして、アルテミスを隣となりへとうながす。

「わたしは神なんだから大丈夫よ。軟なん弱じやくなあなたと一緒に……」

　そこでいきなりアルテミスは、言葉を失った。

「どうした？」

「雅人も雨宿りしていたはずなのに、なんで右みぎ肩かたがそんなに濡れているの？」

「これか。だって仕方ないだろ？　ひさしは、そんなに大きくないんだから」

　アルテミスが横になって、その隣に雅人が腰を下ろそうとすると、どうしてもはみ出てしまうのだった。

　アルテミスは呆然と、雅人を見つめる。

　雅人は首を傾げ、ふいに眉まゆ根ねを寄せた。

「ああ、もう、わかったよ。オレの隣じゃイヤだって言うんだろ。じゃあ、どくよ」

　立ち上がると雅人は、空を見上げてひさしの外へ踏み出だそうとした。

「ああああ！　ま、待って！　わかったわよ！　そこまでしなくていいから！　わたしもそこに座るから、雅人もそのままでいてよ！」

　アルテミスはあわてて押しとどめた。雅人は怪け訝げんに思いながらも、もとの位置──はめ殺しになっているドアの前に腰を降ろした。

　アルテミスは雨の下からひさしの下に、まず一歩踏み込んだ。鳥とり肌はだは立っていない。さらに雅人の隣、カギのしまっているドアの前を見つめて、ごくりと唾つばを飲み込んだ。なみなみならぬ覚かく悟ごを決めた顔をして、アルテミスは雅人と拳こぶし二つぶんの距離をおいて座ろうとした。

　そのとき。

　がこっ。

　いきなり開いたドアに背中を押されて、アルテミスはべちゃりと床に手をついた。

「あれぇ？　なんか手て応ごたえ──あ、アルテミス！　そんなところにいたんだ、ごめんね。ごめんごめん」

　ドアを開けたエロスは、あはははっと笑う。カギを手に戻ってきたらしく、エロスの後ろには結衣や忍の姿もあった。

















　雅人は助かったと安あん堵どしたのも、束つかの間。

「……こんなところで二人っきりで、なにやってたの？」

　結衣に、にらまれてしまった。結衣の隣で忍などは、

「うわぁ。うわ、うわわわ。まさか……」

　などと言って、口元に手を当て、じたばたしている。

「待て待て。おまえらなんか勘かん違ちがいしてるだろ。これは事故だ、事故」

　しかし忍が鋭するどい指し摘てきをした。

「カギがないと入れない屋上に、二人きりになるってどういう事故よ？」

「え。それは……」

　ぷちん。

　そのとき雅人は、結衣の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おのキレる音を聞いた気がした。

「ばかあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああっ！　不潔～～～～～！」

　結衣のがむしゃらに繰くり出した拳が、見事に雅人のみぞおちに吸い込まれた。身の危険を感じた雅人でも避けられるものじゃなかった。雅人は二歩ほどあとずさって、雨に濡れた屋上にうつ伏ぶせに倒れる。

　結衣は足音も騒そう々ぞうしくその場を逃げ去さり、忍はわずかに躊ちゆう躇ちよしつつもそのあとを追った。エロスも追いかけようとしたが、雅人のうめき声に足を止めた。

「もう～。大丈夫？」

「だ、だめかも……」

　雅人はまだ起き上がれない。仕方なくエロスが抱き起おこした。と、そこでふとアルテミスに目を向けた。

「そう言えばさ、アルテミス」

「……なに？」

　エロスは、ごくシンプルな疑問をぶつけた。

「なんで飛ばずに、ここにいたの？」

　アルテミスは目を見開いて、エロスをしばし見つめる。そして、いきなり怒鳴った。

「な、なんでもいいでしょ！」










　　　四章





「ねえねえ、雅まさ人と！　ボク、あの子も可愛かわいいと思う！　雅人はどう思う？　気に入った？　気に入った？　だったらボクが金の矢で狙ねらうよ？」

「おまえは記き憶おく力りよくがないのか。昨日、オレはなんて言った？」

　エロスとアルテミスの登校二日目の朝だった。

　雅人はエロスの額に指を突きつけ、ぐりぐりする。

「あたたたた。えへへ、やだなぁ、雅人。ちゃんと覚えてるよ」

「なら、おかしなことを言うんじゃない。オレは昨日、もう金の矢を射るなって言っただろうが！」

　なにしろ一連のトラブルの原因はすべてエロスが矢を放ち、忍しのぶに間違って当たったことにある。昨日、雅人は家に帰り着くなり、くどくどとエロスに言い聞かせたのに、いまひとつわかっていなかったらしい。

「弓矢がヘタクソなんだから、エロスは大人しくしてろよ」

「ヘタクソって……ひどいよ、雅人」

　しかしエロスは実際に外した前科があるせいか、あまり強くは言わなかった。

「仕方ないなぁ。じゃあ射るのは今度からアルテミスにお願いするよ。アルテミスだったら、きっと外さないよ」

「だから、そういうことじゃなくてだな」

　しかしここで雅人の心が折れた。これ以上説明するのもムダのような気がしてならない。

「……まあ、ともかく。オレが頼たのむまで、金の矢は禁止！」

「ぶー。わかったよ。それじゃあ雅人、いつでも気が変わったらボクに言ってね」

「あー。はいはい。わかった、わかった」

　もちろん雅人は、エロスに恋を取り持ってもらうつもりなど毛頭ない。自分の力で恋は成じよう就じゆさせたいし、そもそも金の矢で射られて生まれた好意なんて本物じゃないと思う。

　そこで雅人は、金の矢でなくて他のカタチで恩返ししてもらえばいいんだと思いついた。さっさと恩を返せばエロスたちも満足して、天界に帰ろうという気になるかもしれない。

　しかし、いざなにをしてほしいか考えてみても、雅人はすぐに出て来なかった。

　こづかいをあげてほしいといった願いならあるが、あいにくそんなことを頼める神さまではない。エロスは愛の神で、アルテミスは狩しゆ猟りようと純潔の神、ケイローンは賢けん者じやという位置づけ。

「あ。そうだ、勉強を教えてくれよ。恩返しならそれでいいや。エロスはともかく、ケイローンならできるだろ」

「ボクはともかくって、どういうこと」

「じゃあできるのか？」

「……たぶんムリ」

「ほらみろ」

「う～っ。……あ！　保健体育なら、たぶんできるよ」

「胸を張って言うなよ！」

「うー。ダメかぁ……。わかった、今度ケイローンに頼んだらいいよ。あ、だけど、そんな簡単なお願いじゃ、恩を返したなんてボクは思わないからね」

「なんで。別にいいだろ。オレがそれでいいって言ってるんだから」

「そうはいかないよ。ボクは義ぎ理り堅がたいんだから」

　雅人は、小さくため息をつく。エロスの意志は固そうだった。

　そこでふと、雅人は背後から視線を感じて振り向むいた。

　ばちっと、アルテミスと目が合った。アルテミスは少しは雅人に慣れたのか、昨日より多少雅人との距離を縮めていた。それでも五歩ぐらいは離はなれているのだけど。

　そのアルテミスが、雅人から目をそらした。

　雅人は眉み間けんに皺しわを寄せる。客観的に見ればアルテミスのそれは恥はじらいの仕草なのだが、疑ぎ心しん暗あん鬼きになっている雅人には、なにかたくらんでいるようにしか見えない。

「アルテミス」

「ひゃい！」

　アルテミスの声が裏返った。

　ますます怪あやしいと思った雅人は、アルテミスにも指を突きつけて歩み寄る。アルテミスは距離を保ちながら、あとずさる。

「な、なによ？」

「アルテミスにも先にクギを刺しておくけど！　昨日の忍のときみたいに、誰だれかとオレを無理やりくっつけようとするなよ。オレにはいま好きなヤツなんていないし、金の矢で好きになられてもあんまり嬉しくないんだからな。そんなの愛なんて認めないぞ、オレは」

「わ、わかった！　わかったから、そんなに近寄るんじゃないの！」

　赤面するアルテミスの横で、エロスは「ああ！」と声をあげた。

「そっか！　いいこと思いついた」

「なんだよ、それ」

「ボクが雅人を金の矢で射い抜ぬけばいいんだよ！　そしたら雅人も誰かに恋をして、ボクに恩返しをお願いする気になるよね。そうだよ、なんでこんな簡単なこと、気がつかなかったのかなぁ、ボクってば」

　たしかにエロスの言うとおりかもしれなかった。

　そこに雅人の意志は髪の毛けほども存在しないのだが。

「おまえな！　恩人に恩返しするのに、なんてこと考えるんだよ！」

「そ、そうよ！　ダメよ、そんなの！」

　雅人とアルテミスにそろって噛かみつかれたエロスは、例によって「あはははは～」と、ごまかし笑いを浮かべた。

「もう～。冗じよう談だんだって、冗談！　ボクだってそんな無ぶ粋すいなことしないよ。二人してムキにならないでよ」

「やめてくれ、心臓に悪いから」

　そして雅人は、アルテミスを見やって小さく笑った。

「にしても。まさかアルテミスも一緒に止めてくれるとは思わなかったけどな」

　いまさっき勝手なことをするなとたしかに雅人が言ったのだが、昨日あれだけ暴走したアルテミスがすんなり聞き分けるとも正直思っていなかった。アルテミスなら「その手があったわね！」と手を叩たたいて、いますぐ射るようエロスに詰つめ寄よってもおかしくない気がした。

　アルテミスは語気を荒らげる。

「勘違いしないで！　そんなことしたら恩返しについてきているわたしの面めん目ぼくがつぶれるから言っただけなんだから」

「ああ。そっか。そうだよな」

　オレのためだとか恩きせがましく言われるよりは、よっぽどわかりやすくて良いと、雅人はうなずいた。

　そんなことをしているうちに雅人たちは校門をくぐり抜けた。

　すると次第に、ひそひそとささやきあう声と、ちらちら見るような視線を感じた。エロスとアルテミスは、ただでさえ美しい容姿で目立つのに、昨日早くも数々の奇き行こうをやってのけたのだ。噂うわさされるのは、もう仕方ない。

　ため息をつきながら雅人は下げ駄た箱ばこの前で靴くつを脱ぬいで、昇しよう降こう口ぐちから廊下にあがった。三階にある雅人たち一年の教室を目指して階段を上ろうとする。と。

　ぶるるるるるるる。ぶるるるるるるる。

　雅人の胸ポケットに入れていたケータイが震えた。メールだ。その場で取り出して液えき晶しようをのぞいて、雅人はぴたりと足を止める。

「どしたの？」

　踊おどり場ばのエロスとアルテミスを見上げて、雅人はケータイをパタリと閉じた。

「あー。ちょっとヤボ用できた。すぐに行くから先に教室へ行っててくれ。あ、わかってるな？　よけいなことするなよ！」

　言い置いて、雅人は鞄かばんを手にしたままくるりと回れ右した。下駄箱の前にたどり着くと、さっき脱いだばかりの靴に履はき替かえ、生徒の流れに逆行する。校舎をぐるりと右手に回り込むと、小さな中庭に行き当たる。真ん中に校舎に匹ひつ敵てきするほどの高さを持つ大きな樹きがあり、それを囲うようにベンチが置いてある。

　昼休みはここで昼食を取ったりする学生もいるのだが、いまは誰も──雅人を呼びつけたその人以外には、誰もいない。

「なんだよ、結ゆ衣い。こんな時間に、こんなところで」

　結衣も鞄を手にしたままだった。

「だ、だって。校門のところで待ってたら、雅人はエリスたちと一緒に来るからさ。二人で話をするなら、呼び出すしかなかったのよ！」

「そうか。だからメールに『一人で来て』ってあったのか。……あー、それで話ってなんだ？」

　結衣は、しばし黙だまってうつむいた。

　雅人は小首を傾げる。いままでここで待っていたんだから、なんと切り出すかぐらい考えていたんじゃないのかと思う。それとも、そんなに言いにくい話なんだろうか。

　──最近、結衣となんかあったっけ？

　そこで雅人は思い出した。昨日、アルテミスと二人で屋上にいたところを見つかって、わかりやすく誤解されたのだ。その弁解を求めているのかもしれない。

「ああ、あのな……」

　雅人が口を開く。結衣は頭の後ろをわしゃわしゃとかく。そして。

「「ごめんっ！」」

　二人揃そろって、頭を下げた。

　お互たがい、ほぼ同時に頭をあげて、顔を見合わせた。目を瞬かせて、先に口を開いたのは結衣だ。

「……え？　どういうこと？」

「いや、だって。昨日、結衣のこと怒らせちゃっただろ。ほら、屋上で別わかれ際ぎわに……だから謝あやまっておこうと思って。あれは本当に誤解なんだぞ。偶然オレたちは閉じこめられただけで、アルテミスとなにかあったとか、そんなんじゃないから」

「そうなの？」

　さらに結衣は上目づかいで聞き返した。

「じゃあ雅人はアルテミスのこと……その、どう思ってるの？」

「どうって……あ、もしかして、オレとの仲を疑ってたのか？　ないない、そんなこと。エリスもアルテミスもただの留学生で、ホームステイしている同居人だから」

「……本当に？　信じるよ？」

「もちろん。ウソじゃないって」

　そんな勘違いしていたのかと、雅人はひそかに苦笑する。言われてみれば教室でも、いちゃいちゃするなとか怒っていたような気がする。ようやくいま謎なぞが解けた。

　しかし雅人は、結衣の怒りが嫉しつ妬とであり、好意の裏返しであることには気づかなかった。

　独り言のように「良かった。ほんと良かった」と繰り返している結衣に、雅人はあらためて尋ねた。

「それで？　結衣の『ごめん』ってなに？」

「あ、それは、あたしも昨日の屋上で、つい殴なぐっちゃったから──」

「ああ、あれか。たしかに効いたなぁ。でもまあ、気にしてなかったのに」

　あはははと笑う雅人につられて、結衣も笑えみを浮かべる。

　いつもの結衣らしさが戻ってきたと雅人は思う。話を切り出す前の結衣は、こちらまで力が入ってしまうほどに深刻な空気を出していた。

　そこで、予よ鈴れいが響ひびいた。

「もう行かないとな。学校に来ているのに遅ち刻こくなんてしたら、マヌケすぎる」

　踵きびすを返す雅人の手を、結衣はあわてて捕つかまえた。

「待って！」

「な、なに？」

　結衣の手は思いのほかひんやりしていて、なめらかで、雅人はついドキッとしてしまった。これぐらい別になんでもないことのはずなのにと、雅人は自分でも不思議に思う。

　結衣は空いている方の手をポケットに入れた。

「これ！　雅人にお詫わびのしるし！」

　差し出された結衣の手には、二枚の紙が握られていた。

　それは近場にある遊園地のチケットだった。

「あのね、お母さんが新聞屋さんからもらったんだけど！　雅人の都合が良かったら今度の休みにでも、あたしと一緒に行かない？」

「え。いや、そんな！　お詫びなんて気にしなくていいって！」

「そうもいかないの！　あ、あくまで雅人へのお詫びだけど、でもあたしとしても一緒に行きたいというか。ちょうどあたしヒマだし、お昼とかお土産みやげぐらいならおごってあげてもいいと思ってるんだから、素す直なおに受けてよ。それにね……」

　結衣は小さく付け足した。

「……あたしは、なにより楽しいと思うんだけどな」

「まあ、オレも楽しいと思うけど。……本当にいいのか？」

　殴られたぐらいで遊園地のタダ券をもらい、しかもお昼までおごらせるなんて、かえって結衣に悪いと雅人は思う。

　けれど結衣は、

「もちろん」

　と、うなずいて真しん摯しな目で雅人を見つめた。まるでもらってくれなきゃ、あたしの気がすまないと言われている気がして、雅人は破顔する。

「うん。そこまで言うなら遠えん慮りよなくもらっとこうかな。それじゃ一緒に行こうか」

「本当に？　……やった！　ありがとう！」

　結衣は心から嬉しそうな笑え顔がおを浮かべてみせた。
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　次の休日は、澄すみ渡わたるような青空が広がっていた。

　雅人は、こそこそと家を抜ぬけ出した。エロスたちに今日のことは伏ふせられていた。結衣と遊園地に遊びに行くとバレた日には、ついていくと騒さわがれるに決まっている。

　雅人は半はん袖そでのポロシャツにジーンズ、肩かた掛かけの鞄という、いつもと変わりないごくごく普ふ通つうの格好で、待ち合わせの近所の公園に向かった。

　雅人が着くと、結衣はすでに待っていた。

　まず結衣の格好に、目を瞠った。

　真っ白で長いお嬢じようさま然としたワンピースを着ていた。外から絞しぼった革のベルトも、なかなかおしゃれに決まっている。上背もあるので、こうして見るとモデルのようだった。

　普ふ段だん、見慣れない女の子らしい結衣に、雅人はしばし見とれてしまった。大げさなまでに感心して、さらに誉めるつもりで「馬ま子ごにも衣装だな」と言って、結衣をふくれさせた。

　しかしそんな結衣も、雅人のあわてた様子に、すぐ笑顔を取とり戻した。

　遊園地への道すがら二人は、最近テレビで見たお笑い芸人や、サイトで見つけた面おも白しろい動画といった、じつに他た愛あいのない話をした。お互い楽しそうに笑いあう姿は、ぱっと見、普通のカップルにしか見えない。



　そして、そんな二人の数十メートル後方。

　エロスにアルテミス、さらにアフガンハウンドに化けたケイローンが尾び行こうしていた。

「ねえねえ。ＭＡＤ動画ってなに？」

　こっそり盗ぬすみ聞ぎきした単語にエロスは首を傾げる。郵便ポストの陰かげに隠れているアルテミスに、そんなの答えられるわけがない。

　代わりにケイローンが答えた。

「既き存そんのゲームやアニメの映像を、面白おかしく編集したものじゃな。一部の若者に、人気じゃったりするらしいぞ？」

「へえぇぇぇ。そうなんだ。さすがケイローン、物知り！」

　エロスは素直に感心するも、アルテミスは多少呆あきれている。

「ケイローンは、どこでそういう知識を得るのよ」

「パソコンじゃが？　現代人はインターネットを使って情報を仕入れるらしくてのう。わしも、それに倣ならうことにした。犬小屋にこっそり電源とＬＡＮを敷しくのは、ちょいと手間じゃったが苦労に見合うだけの収しゆう穫かくはあったぞ。いやあ、グーグルはすごいのう。例えばじゃな──」

「もういい。あの二人が行っちゃうわよ！」

　アルテミスはケイローンの長ちよう広こう舌ぜつを断たち切きった。

　事実、雅人と結衣の二人は遊園地の入り口のゲートをくぐって、手首にパスがわりのバンドを巻いてもらっていたのだが、エロスたちには、なにをしているのかいまいちわからない。

「ボクたちも行ってみよう」

　一歩踏ふみ出したエロスに、ケイローンが尋ねた。

「いまさらかもしれんが、なんでわざわざこんなことをするんじゃ？　わしらはエロスの矢で雅人殿どのの恋を実らせるために来ておるんじゃろ？　二人は仲むつまじい様子じゃないか。ならば、あの結衣という娘むすめに矢を射ればええんじゃないか？」

「うん。それがね。雅人は結衣ちゃんのこと好きだけど、ただの友だちらしいよ？」

「な、なんと？」

　ケイローンは信じられないという顔をするも、すぐに目を輝かがやかせた。難問か、もしくは興味深い検体を前にして嬉き々きとする科学者のそれに近かった。

　さらにエロスが言う。

「でもほら、このデートをきっかけに、自然に雅人が結衣ちゃんを好きになるかもしれないし。なんかボクたちには秘密にしていたみたいだし。脈がまったくないとも思えないよね。だから、いざという時に備えて、わざわざ来たってわけなんだ♪」

　もちろんエロスがやる気なのは、アルテミスとしても喜ばしい──喜ばしいはずだと、自分に言い聞かせる。雅人と結衣の二人が気になっているのは、あくまでエロスの恩返しのために重要だからであって、ついて行って様子を見るのはいわば責務だとも思う。

　だが、アルテミスはひっかかっていた。

「エロス、あなた本当にそんな殊しゆ勝しような気持ちだけ？」

「ぎくっ」

　エロスは口元を引きつらせた。

「も、もちろんだよ！　ああ、ともかく早く行こう？　じゃないと見失っちゃうよ」

「うむ。そうじゃの」

「あ、ちょっと、エロス！　……ああ、まったくもう」

　アルテミスも、エロスとケイローンとともに遊園地のゲートへと向かう。

　そのまま潜くぐろうとして、当然のように止められた。

「ええ？　なんで通してくれないの？　え、お金がないとダメ？　それにペットもダメ？　そんな細かいこといいでしょ。ね？　ね？」

　エロスは最終的に色いろ仕じ掛かけまで使って粘ねばってみたものの、あえなく撃げき沈ちんした。

　二人と一匹ぴきに見える神々たちは仕方なく、ぐるりと遊園地の敷しき地ちを回り込んで、薄うす暗ぐらい路地に入った。

「どうしよう。ボクたち、お金なんて持ってきてないよ？」

「こうなったら上から行くわよ」

　アルテミスは遊園地を囲う壁かべを見上げた。それなりの高さがあるが空を飛べるエロスとアルテミスには、たいした障害ではない。誰かに見られたら騒ぎになるかもしれないが、幸いあたりに人の気配はない。

「ならば、わしはどうする？　せっかくここまで来たというのに帰れというのか？」

　ケイローンの苦言に、アルテミスは一瞬だけ考える。あんまりのんびりしていると、いよいよ雅人たちを見失ってしまう。

「ん、まあなんとか潜り込んで。犬のフリしていれば、なんとかなるはずだわ。大だい丈じよう夫ぶ、わたしは弟で子しの力を信じてるから」

「で、弟子って、おぬしから教わったのは狩かりの作法であって、盗とう賊ぞくのマネごとなどではないぞ」

　しかしアルテミスは早々に飛びあがった。背後からエロスのつぶやきが聞こえる。

「いつにもましてアルテミスは、やる気だなあ……。あ！　ボクも行かなきゃ。それじゃ、ケイローンも頑張ってね」

「お、おい！」

　かのヘラクレスの師父でもあり、ケンタウロス族随ずい一いちのケイローンを置き去りにして、エロスとアルテミスは遊園地へと乗り込んでいった。
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「うおお～。気持ち悪い～。ちょっと休む」

「まったくもう。だらしないな、雅人は」

　遊園地について二時間。

　地方の遊園地でさほど入場者もいないため、あまり並ばずにまわれることが雅人にとってアダになった。二十分と間かん隔かくをおかずたて続けに“〝絶ぜつ叫きよう系”〟の乗り物を三つも連続で乗るはめになるとは、思ってもみなかった。

「だらしないんじゃなくて繊せん細さいなの！　っていうか結衣、おまえ心配しているわりには、顔が笑ってるぞ」

「え。そんなことないでしょ」

　結衣は顔を背そむけて口元を手でおおう。しかし隠していても、その目はおかしそうに笑っていた。人が弱っているのを見てそんなに面白いのかと、雅人は木こ陰かげのベンチに腰こし掛かけながら、やさぐれた気分になる。

「もう、怒らないでよ、雅人。──あ、じゃあ、なんか冷たいモノでも買ってくるから。ちょっと待ってて」

　雅人は返事のかわりに手を振ふってみせた。

　足元に広がる木こ漏もれ日びの影かげが、さらさらと風に揺ゆれている。しばらくして体調もだいぶ戻ってくると、雅人にも自然と笑みが戻ってきた。

　雅人とて、つまらないわけじゃなかった。

　近場なのでこの遊園地にも何度か足を運んだこともあるし、アトラクションも型落ちしたものがほとんどだが、それでもはしゃいだ結衣と一緒にまわるのは楽しかった。誘さそってくれた結衣に、素直に感謝している。

　雅人は顔をあげた。

「遅おそいな。どこまで買いにいったんだ？」

　もしくは迷子になったのかと、雅人は結衣の消えた方へ向かった。あたりをきょろきょろ見回していると、ほどなく結衣を見つけた。

　結衣は手に缶かんジュースを持ったまま、若い男二人組に絡からまれていた。一人は右耳にいくつもピアスをつけたガタイのいい男で、もう一人は先の尖とがった靴を履いた優やさ男おとこだった。

　どうやらナンパされているらしい。

　困こん惑わくしている結衣を雅人が見過ごすわけはなかった。三人に歩み寄って、声をかけようとした。

　そのとき。

　どしゅ。どしゅ。

　ナンパしている男二人の背に、突とつ然ぜん、鈍にび色いろの矢が生えた。

　少なくとも雅人には、そう見えた。ただ、結衣はちょうど死角になっていたらしい。いきなり男の様子が変わったので、きょとんと首を傾げている。

　雅人が何度か目を瞬かせている間に、男を貫つらぬいた矢はあとかたもなく消えていった。

　こんな矢を雅人は他に知らない。見覚えのある金の矢とは多少色が違ったが、それはささいな問題だった。

　雅人はあわててあたりの様子をうかがう。楽しげに歩く親子連れやカップルがいて、小さな子どもに風船を手て渡わたす着ぐるみのクマがいて、ゴミを拾う清せい掃そう係がかりのおじさんがいる。普段の遊園地の光景が広がっているだけで、そこにエロスやアルテミスの姿を雅人は見つけられなかった。

　かわりに結衣が雅人を見つけた。手をあげて名を呼ぼうとしたその矢先、ピアスの男が突然つぶやいた。

「あー。いや、ごめん。やっぱりいいわ」

「……え？」

　尖った靴の男も、深々とうなずく。

「オレもオレも。なんか突然、あんたに興味なくなった」

「はあぁ!?」

　唖あ然ぜんとする結衣の目の前でナンパ男二人組は回れ右をした。雅人とすれ違ちがいざまに「女にしちゃデカかったよな。そのわりに胸なかったし」とか「そうだよな。ってか、そもそも女って面めん倒どうじゃね？」とか「ほんと、そーだよな」とか言い合っている。

　呆ぼう然ぜんとしていた結衣が、なかばキレながら雅人に歩み寄ってきた。

「なによ！　あれ！　いまの見た？　勝手に声をかけてきたクセに。失礼しちゃうわ！　もう、ばかぁ！」

　そして、八つ当たり気味に雅人をにらんでジュースを突つきつけた。思わず苦笑しながら雅人は手を伸のばす。一瞬ひやりとさせられたが、さした騒ぎも被ひ害がいもなく結衣を守れたのだから「良し」とするかと思う。

　ところがさっきまで怒っていた結衣が、急に激しく落ち込んでいた。うつむいて、ぼそりとつぶやく。

「やっぱり、あの二人……あたしが女の子らしくないから、あきらめたのかな」

　雅人は少し考える。

　ナンパされれば当然戸と惑まどうものの、いきなりフラれると、それはそれで結衣の乙女おとめ心ごころは複雑なのかもしれない。魅み力りよく的てきな女の子でなければ声をかけられないのだから、その気持ちは雅人だってわからないでもない。というより雅人も少々、憤ふん慨がいしている。

　頭ではエロスの鉛なまりの矢のせいなんだとわかっているのだが、それでもあんなこと言わなくてもいいよなと思う。たしかに結衣は長身で胸も控ひかえ目めだけど、いいやつなんだぞ、と心の中で叫さけぶ。

　そして雅人は、いまだ落ち込んでいる結衣をからかうように言った。

「なんだ、結衣。ついていきたかったのか？　ああいうのが、結衣は好みなのか。そうか、意外だな」

「違う！　そんなわけない！」

　声を荒あららげる結衣に、雅人は笑ってみせた。

「わかってるって……まあ、さっきのはさ。オレみたいな連れの男があらわれたから、身を引いたんだろ？　結衣が女らしくないとか、そんなことないよ」

「雅人はそう思う？　あたしって女らしく見える？」

「もちろん」

　すると結衣は、さっきまで落ち込んでいたのがウソのように破顔した。

「えへへへへ。そっか。だったら、もういいや。あ、それじゃあさ、あっち行かない？　アレだったら雅人も目をまわさずにすむでしょ？」

「あのな。目をまわしたんじゃなくて、ちょっと酔よっただけだよ」

「クスッ。それ、どこが違うの？」

　なんてことを言い合いながら、雅人と結衣は並んでお化け屋や敷しきへと向かっていった。



　　　　　※　　　　※



　その雅人たちをクマの着ぐるみの陰からのぞく神が二人いた。

　エロスとアルテミスだ。

「見た見た？　鉛の矢、うまく当たったよね」

「いや、それはいいんだけど。あの二人、これから一生、恋こいができないのよね」

「あ、そっか。ちょっと可哀かわいそうかな。じゃあ金の矢で上書きしてあげよう」

「そうね……。って、あれ？　待ってよ。矢の効果って上書きできるの？」

「うん」

「だったら、忍のときも鉛の矢をあてて、雅人への想おもいをキャンセルしたあと、もう一度誰かに恋するよう金の矢をあてれば良かったんじゃない？」

「………………あ。ああっ！　アルテミス、あったまいい！」

　アルテミスは、大きくため息をついた。

「まあいいわ。ほら、行っちゃうから。狙うなら早くしなさいよ」

　エロスはうなずくと、遠ざかっていた男二人組に狙いをつける。えいやっと金の矢をたてつづけに放った。

「あ、当たった！　ほらほら、やっぱりボク、そんなヘタっぴじゃないと思うんだ」

「それまでに五本も外したけどね。あと、あの二人、競きそっておばあちゃんに声かけているけど、いいの？」

「一生恋ができないより、いいんじゃない？」

「そうなのかしら……ああ、もうっ！　こら、クマ！　動くんじゃないの」

　アルテミスは、ばしっとクマの背中を叩いた。

　ちなみにまわりのちびっこや親たちは、ずいぶん変わった趣しゆ向こうの寸劇だなぁという顔でエロスたちを見ている。さきほどの鉛の矢、そしていまの金の矢が青年にあたったのも、それがすぐに消えたのも、よくできた手品かなんかだと思っているらしい。

　エロスはアルテミスを見つめて、至し極ごくまじめに感心した。

「さすがアルテミスだね。クマを手なずけるの、上手」

「……バカ言わないでよ。これ人間が入ってるのよ？」

「えええ、そうなの？　どうりで人ひと懐なつっこいと思った。よくわかったね」

「あたりまえじゃない。このクマからは嗅かぎなれた獣けものの匂においがしないわ」

「そうかぁ。──あっ、見て、見て！　結衣ちゃんってば仲良さそうに、雅人と手なんか握にぎっちゃってるよ？」

　アルテミスは息を呑んだ。拳を胸の前で握り締しめて、じっと二人の様子を見つめる。

「うわぁ。雅人も頬ほおなんか染めて、握った手をちらちら見ちゃって。あれさ、絶対意識してるよね。もう雅人も結衣ちゃんに惚ほれていても、おかしくないと思うんだけどな」

　アルテミスの胸に痛みが走った。小さく声まで出た。

　あまりの痛みに隠し持もっている狩猟用の矢が自分に刺ささってしまったのかと疑った。しかし出血はない。ただ鼓こ動どうが早くなり、息苦しさがつづいた。握り締めた拳に冷たい汗あせが浮うかぶ。

　しかしそのクセ、アルテミスは目の奥おくあたりがカッと熱くなるような感覚も抱いだいていた。怒いかりにも似たそれが、嫉妬であることにアルテミスはまだ気づいていない。

「ねえ。アルテミス、どうかした？　なんで、そんなに不ふ機き嫌げんそうなの？」

「そ、そんなことないわよ。わたしは上じよう機き嫌げんよ。当たり前じゃない。不機嫌だなんて、エロスの気のせいに決まってるわ」

　雅人が結衣を好きになり、エロスが恩を返して両思いにさせる。そうなれば晴れてアルテミスはお役御ご免めん。汚けがらわしい男のいない、森の奥の世界に帰れる。

　だから不機嫌になる理由などないと、アルテミスは思う。

「アルテミスがそう言うなら、いいけど。──あ、それでね。雅人と結衣ちゃんは、このまま放っておいても大だい丈じよう夫ぶそうだから、ボクはちょっと遊んでくるね。あっちのぐるぐるまわる乗り物、気になってたんだ」

「ちょっと待った」

　走り出そうとするエロスを、アルテミスは逃のがさなかった。襟えり首くびを捕まえて引き寄せて、息がかかりそうな距きよ離りから詰めよる。さらにアルテミスは、エロスが後ろ手になにかを隠したのも見み逃のがしていなかった。

「エロス、まさかあなた最初っから遊ぶつもりで来たんじゃないでしょうね」

「あは。あははははは。そんなわけないじゃない、偶ぐう然ぜんだよ。偶然。自然な流れでボクは単独行動したいって言いだしただけだからさ」

　そのときエロスが後ろ手に持っていたなにかが、ばさりと落ちた。

　それはこの遊園地の見取り図のついたパンフだった。しかも何カ所かペンで印がつけられている。

「いつの間にこんな……これは説明してもらわないとね」

「な。いや、そのね？　アルテミス、話せばわかると思うんだ。話せば。神さまだし、ボクたち親しん戚せきじゃない。や、そんな両手をわきわきさせて、なにをするつもり。あ、ちょ、羽は交がい締じめにして、きゃ、きゃあ、そ、そこはあははははははははははははははははははははははははははははははははは、や、やめ、くす、くすぐいひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひごめ、ごめんなああははははははははははははははい！」
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「あのさ。結衣」

「なに？」

「お化け屋敷に行こうって言いだしたのは、結衣だったはずだよな」

「そ、そうだけど～」

　結衣の声は震ふるえていた。さっきまで雅人の手を握っていた結衣だが、いまはその腕うでを抱かかえている感じだった。かすかな物音を聞いては力をぎゅっと込める。

　そのたびに雅人の肘ひじに、結衣の胸が当たった。

　ひかえ目だが、ちゃんとした女の子の身体であることを、いまさらながら雅人は思い知らされる。

「いや、結衣。胸！　腕、腕、腕」

「なによ、腕を放せって言うの！」

















「そうじゃなくって！」

　雅人はあきらめて自分でさりげなく腕をずらして、結衣の胸に当たらないようにする。

「あのな、そんなに怖こわいなら、やめとけば良かったのに」

「だ、だって。こんなに怖いなんて思ってなかったんだもん！」

　涙なみだ目めの結衣というなかなか珍めずらしいものを、目にした。

　幼なじみとはいえ、結衣のすべてを知っているわけじゃないんだよなと、雅人はあらためて思った。なかなか可愛いところもあるし、ぶるぶる震えている結衣は守ってやりたくもなる。今日は来て良かった。

「ちょっと、雅人。なにも笑うことないんじゃ」

　ぎゃああああああああああああああ！

　びくぅ!!

　先を行く他のお客のすさまじい悲鳴に、結衣はびくりと震えた。雅人はむしろ結衣の動きに驚おどろいた。

　たしかに怖いといえば怖いと雅人も感心している。お化け屋敷として、よくできていた。

　その昔、殺人事件が起きた田舎いなかの豪ごう邸ていという設定で、雰ふん囲い気きとしては金田一耕こう介すけとか浅見光みつ彦ひことかそんな人たちが出てきそうな感じだった。廊ろう下かのところどころには血けつ痕こんが赤黒く残されており、さりげなくお客が手をつきそうなところに生あたたかくて柔やわらかな腕が置いてあったり、いきなり天てん井じようからごとりと生首が降ってきたり、どこからともなくすすり泣きが聞こえてきたりする。斧おのやら鉈なたやらの凶きよう器きが、そのあたりに突き立ったままになっている。犯人は凶器を残してそのあとどうするつもりだったのかといえば、噛みついたり引きちぎったりしているらしい。なんでも犬神にとりつかれたとか、なんとか。

　血痕を辿たどっていくと、雅人と結衣は閉ざされた襖ふすまに突き当あたった。左右は壁しかない。あたりは薄暗く、血ち塗ぬられた赤い照明にその襖だけが、ぼんやりと浮かび上あがっていた。これを開けろということらしかった。

　雅人が手をかけて、滑すべらそうとして。

「ちょ、ちょっと待って！」

「なに？」

「心の準備をさせて」

　雅人に言い置くと、結衣は目を閉じて深呼吸をする。

　しばらくして目が開かれ、雅人を見つめて小さくうなずく。

「いいな、結衣。じゃあ行くぞ」

「やっぱり待って」

　コケそうになった。雅人はあきれてしまう。

　何度かこんなやりとりを繰り返かえしたあとで、結衣は今度こそと言った。

「もう平気。だけど雅人──絶対にあたしを置いていったりしないでね」

　懇こん願がんするその姿は、結衣とは思えないほどに小さく見えた。

　雅人は苦く笑しようしつつも、結衣を背中にかばって襖に向き合った。

「ん、わかったよ。じゃあ、行こう」

　息をついて、襖を開ける手に力を込める。

　開いた。

　そこは廊下より、なお暗い部屋で、中央に行灯あんどんを模した小さな照明があるだけだった。他にはなにもないように見える。首を傾げながら、雅人が一歩を踏み出した瞬しゆん間かん。

　雅人は部屋の奥に、それを見つけた。

　身体は大型犬のようだった。闇やみの中でずるりとうごめいて、ゆっくりと歩み寄ってくる。手が届きそうな距離になって、それがただの犬でないことに雅人は気がつく。

　その顔が端たん整せいな男性のそれになっていた。犬神にとりつかれた人間のこれが成れの果てなのか。恨うらめしげな顔で、雅人たちを見あげると、ふいに。

　にたりと笑った。

「きゃ、きゃああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああ！」

　結衣の悲鳴があがった。思わず雅人も声が出かけた。

　しかも結衣は恐きよう慌こうのあまり、人面犬の脇わきを擦すり抜けて逃にげ出してしまった。

「おい！　結衣！」

　雅人は呼び止めるも、結衣はパニックで聞こえないらしい。きゃあきゃあ悲鳴をあげながら、先の暗くら闇やみへと消えていく。

　そのあまりのあわてぶりに、雅人は逆に素に返った。

「……なにが置いていかないでね、だよ」

　雅人が思わず苦笑した、そのとき。

　どすんっ。

　背後で激しい物音がした。

「うわぁっ」

　今度こそ雅人は声をあげた。次はなんなんだと、ゆっくりと振り返る。

　雅人は息を呑んだ。

　そこには──

　顔を真っ青にして立たち尽つくしているアルテミスと、その足元でびっちびっち跳はね回まわっている巨きよ大だい魚のエロスがいた。

　長い、長い沈ちん黙もくののち、雅人が尋たずねた。

「……なにしてんの、アルテミス」

　我に返ったらしい。きょろきょろと視線をさまよわせると、アルテミスはこう言った。

「神かみ違ちがいです」

「“〝神”〟って言っちゃったよ！　しかもエロス、また魚に変わってるな。落ち着けよ、バカ」

　雅人がぺしんぺしん魚の額を叩く。すると、ゆるゆると元のエロスに戻もどっていった。

　いつものように全ぜん裸らの姿で。

「なっ！　ば、ばかっ！　服を着ろ！　服を！」

　雅人はあわてて顔を背けながら叫んだ。暗がりに浮かぶ白い裸ら体たいというのは、それはそれで艶なまめかしくて、意識すまいと思っても雅人は鼓動が早くなってしまう。

「……あああ、ごめんごめん」

「おまえは服を着た格好で、魚から戻れないのか」

「いやぁ、あんまりびっくりしたからさぁ」

「驚いたのは、オレだよ」

　ため息をつきながら、雅人は前に向きなおった。

　そこにいる犬に似て非なるモノと目が合った。最初は作り物かと思ったが、とんでもない間ま違ちがいだと雅人は気がついた。

　それは生きていて、ついでに言えば口もきく。

「雅人だけでなく、エロスにアルテミスも一いつ緒しよか。良かった、良かった。一時はどうなることかと思ったんじゃぞ」

　ぶんぶんと尻尾しつぽまで振っているケイローンに対して、雅人はもう笑うしかなかった。



　　　　　※　　　　※



　結衣はエロスとアルテミスと一緒に出てきた雅人を見るなり、とりあえずトイレに行きたいと言いだした。心を落ち着かせたくなる気持ちは、雅人にもわかる。

　結衣の後ろ姿を見送ると雅人は、近くのベンチに並んで座るエロスとアルテミスの前で腕を組んだ。さすがに二人もばつが悪そうにうつむいていた。

「まあ、おまえたちが遊園地に来ていることは気づいてたけどな。鉛の矢を見たし」

　エロスはぶんっと顔をあげる。

「ほんとに？　ちゃんと狙った人に当たったんだよ！　見た見た？」

「嬉うれしそうにするんじゃない！　弓矢禁止って言っただろ！」

「えー。鉛の矢は禁止されてなかったし。雅人相手じゃないからいいでしょ、あれぐらい」

　エロスは子どものように足をぶらぶらさせて、ふてくされる。

　雅人は深いため息を禁じえなかった。

「まあ、結衣を救うつもりでやったことだから、多少は大目に見るけど……それにしても、エロスといい、ケイローンといい、どいつもこいつも騒ぎになるようなことばっかりして……」

　ちなみにケイローンが、なんであんなところにいたのかと言うと。

　ケイローンはエロスたちと別れたあと、なんとか園内に潜り込んだのだが、迷い込んだ犬として係員たちに追い回されてしまったらしい。そうこうしているうちに、うっかり本ほん性しように近づいてしまったケイローンは、お化け屋敷の前をたまたま通りがかり、そこで特とく殊しゆメイクをしたお化け役の犬と間違われて、引きずり込まれてしまったのだった。

　雅人はこっそりとケイローンを救出すると、先に帰るようすでにアドバイスしていた。もちろん、普通の犬にきちんと化けさせることも忘れずに。

　そんな話をしていると結衣が戻ってきた。

「お待たせ。……これからどうする、雅人。エリスたちは偶然来たらしいけど。せっかくだから一緒にまわる？」

　エロスがパッと顔を輝かせた。

「本当にいいの？　わーい、ありがとう、結衣ちゃん」

「わっ！　もう、エリス！　そんな抱きつかないでよ」

　そこでアルテミスはエロスの腕を掴つかんで、ベンチに座らせた。「どういうつもり」とか「いまさら、こそこそしてもしかたないだろ」とか、そんなことをひそひそと話し合っている。

　またろくでもないことを企たくらんでいそうな二人に、雅人は眉まゆ根ねを寄せる。

「なにを話してるんだ？　二人とも」

「あ、ううん。なんでもないよ、ねえ。アルテミス？」

「え、ええ、そうね。じゃあ結衣のお言葉に甘あまえさせてもらうわ」

　そんなわけで一緒にまわることになった四人は、わいわい騒ぎながら遊園地を歩いた。

　雅人は隣となりの結衣に、小さく頭を下げる。

「結衣、なんか悪いな。騒そう々ぞうしいのが、ついてきちゃって」

「雅人が悪いわけじゃないでしょ。エリスたちのことも、あたしは嫌きらいじゃないし。みんなで楽しもうって切り換かえたから、もう気にしないで」

「結衣は人間ができてるよな、本当」

　そのやりとりをエロスも聞いていたらしい。

「あれえ？　雅人はボクらと一緒で楽しくない？　ボクはすっごく楽しいよ。だってほら、ボクは仕事仲間はいっぱいいるけど、下界での友だちなんてあんまりいないからさ。こうして雅人と一緒に遊ぶのって新しん鮮せんなんだ」

　そう言って笑うエロスの顔を、結衣はのぞき込んだ。

　結衣が口をきくより早く、雅人はすかさずフォローする。

「ああ！　仕事とか下界っていうのは、その……ほら。こいつらまだ日本語、不自由だからさ。勘かん違ちがいして覚えてるだけなんだよ」

　しかし結衣は、そこは気にしていなかったらしい。

「エリスにとって雅人は“〝友だち”〟……なの？」

「うん！　あ、もちろん結衣ちゃんも友だちだよ？」

「そっか、そっか。友だちか……うん。良かった」

　雅人は、なんで結衣がそんなに嬉しそうなのか、いまいちわからなかった。ただ、ひと言訂てい正せいしておこうとは思う。

「オレはエリスと友だちになった覚えはないけどな」

「ええええぇっ！　そうなの？　日本では裸はだかの付き合いをすれば、もう友だちって文化があるってケイローンから聞いたのに！」

　雅人と結衣は、そろって目を剥むいた。結衣はぐりんと振り向むいて、雅人をにらむ。

「雅人！　まさか、エリスと一緒にお風ふ呂ろに入ったの!?」

「入ってない、入ってない！　こら、エリス。適当なこと言うな！」

「でもー、初めて会ったときは裸だったよね。あれからの付き合いだもん」

「ちょ、おまえ……！　いや待つんだ、結衣。オレの話を聞け」

「そうね。説明して？」

　雅人は慎しん重ちように慎重を重ねて、言葉を選んだ。

「えっと、じつはエリスがホームステイとしてやってくる前に、オレはこいつの命を救ってるんだ。ちょっとした事故があって、応急手当てをオレがして。その過程でちょっと服が脱げたというか、なんというか……」

　どこにもウソはなかった。

　ただ、いまごろ結衣の脳内には、止血のため、もしくは心臓マッサージのためにエロスの衣服を脱がさざるを得ない状じよう況きようが浮かんでいるに違いない。

「へえー。やるじゃない、雅人。なんだ、そういうことか。だったら良いことしたんだから、もっと誇ほこらしげにしてもいいのに」

　納なつ得とくしたらしい結衣は嬉しそうに雅人の背中をバンバン叩く。

「あはははは。いや、別にたいしたことやってないよ」

「ふーん。──あ、でも」

　いきなり結衣の表情が険しくなった。

「裸を見たのは見たんだよね。エリス、どれくらい？」

　エロスは、ありのままを答えた。

「おっぱいはほとんど全部、他は──」

　いままで黙っていたアルテミスも血相を変える。

「なんですって！　な、ななな、なんて、いやらしい！」

「不ふ可か抗こう力りよくだから！　エリスも、よけいなこと言うんじゃない！」

　結衣の目が、すぅーと細くなった。

「ふーん。エリスって、あたしと違ってスタイルいいもんね。事故とはいえ、雅人は役得だったね、ほんと」

　そして結衣は、ふんっとそっぽを向いた。

　雅人は弁解しようとして、あきらめた。これ以上は墓ぼ穴けつを掘ほりかねない気がする。それにしても、喜んだり怒ったりと結衣は忙いそがしい女の子だ。

「あー。ところでさ、腹減らない？　ちょっと早いけど飯にしようぜ。ちょうどそこにテーブルとイスもあるし」

　提案にエロスは声をあげて喜び、結衣も気を取り直してうなずいた。雅人はテーブルをひとつ占せん領りようして、エロスたちを座すわらせる。近くのフードコートには、サンドイッチやホットドッグ、焼きそばやラーメンといったものが売られていた。

「なにが、いい？」

　そこで結衣は、おずおずと申し出た。

「あ、あのね。じつはあたし、お弁当作ってきたんだ」

「おっ？」

　雅人の声が出た。意外だった。

　結衣は肩かたからさげていた鞄かばんをごそごそやって、一ひと抱かかえぐらいあるバスケットケースを取り出した。かぱっと開けると、おにぎりにから揚あげ、玉子焼きと定番の料理が並んでいる。

「うわああぁぁ。いいなあ、美お味いしそう！　ボクも食べたい」

　のぞきこんだエロスが目を輝かせた。よだれ、よだれと雅人はつっこみを入れる。

「本当に？　ちょっと多めに作ってきたから、みんなの分もあるよ。一緒に食べる？」

「うん！　ありがとう！」

　真っ先に手を伸ばすエロスを押おしとどめて、結衣はウェットティッシュを差し出だす。雅人は、ほぉと息をつく。

「結衣にしては気が利きいているな。ちょっとびっくりした」

「『あたしにしては』は、よけいじゃない！」

「あれ？　誉ほめたつもりなんだけどな」

　そんなことを言って雅人は、おにぎりに手を伸ばした。ちらりと目に映ったアルテミスは、なぜか面白くなさそうな顔をしていた。ご飯よりパンや麺めんの気分だったのか、なんてことを考えながら雅人はおにぎりを頬ほお張ばった。

「うっ……しょっぱい……」

　ついありのままの感想を口にした。

　玉子焼きを食べたエロスも、泣きだしそうな顔をしている。「これは、なんか苦いよぅ」

「ええ？　そんなはずは……」

　結衣はあわてておにぎりと玉子焼きを口に入れ、たちまち顔をしかめた。自分でも認めざるをえなかったらしい。おにぎりは塩が多すぎだし、玉子焼きには塩と間違えて重じゆう曹そうでも入れたのだろう。

「ご、ごめん……」

　見ている方が気の毒になるほど、結衣はヘコんでいた。

「いやいや。そんな気にするなって。他は食べられるかもしれないし」

「うんうん。そうだよ、うっかり失敗しちゃうぐらい、誰でもあるもんね」

　なんて雅人とエロスで必死にフォローする。さらに二人はアルテミスにも、目で「おまえも、なんかフォローしろ」と合図を送る。

　アルテミスはわずかに考えてから言った。

「まあ、そうね。料理できないぐらい、気にすることないんじゃない？」

　あまりフォローになっていなかった。

　結衣は勢い良く顔をあげると、その頬を紅潮させた。

「ふ、ふだんはきちんとできるんだから！　今日はたまたまなのよ」

「あ。そう。ならいいけど」

　アルテミスに悪気はなかったのだろうと雅人は思う。しかし結果的に火に油を注ぐことになった。結衣は柳りゆ眉うびを逆立てて、語気を荒らげる。

「それじゃあ、アルテミスはうまく作れるっていうの？」

「も、もちろんよ。当然でしょ？」

　しかしアルテミスは、結衣と目をあわせなかった。腕を組んだ両手の指先が、落ち着きなく動いている。

　結衣もあやしいと思ったに違いない。

「あ、そう。ならいいけど」

　さっき自分が言ったセリフをそのまま返されて、アルテミスまでムキになった。

「よぉし、わかったわよ！　料理ぐらいできるってことを、みせてあげようじゃない！　このお弁当よりは、絶対美お味いしいからね！」

「面白い！　できるものなら、やってみせてよ」

　結衣とアルテミスの間に、バチバチと火花が散った。

「まあまあまあまあ。結衣もアルテミスも、ちょっと落ち着こうぜ、な？」

　しかしアルテミスは結衣をにらんだままで、雅人を振り向きもせずに怒ど鳴なった。

「雅人！」

「な、なに？」

「今日の晩ばん御ご飯はんは、わたしたちが作るから、キッチンを借してもらうわよ。こうなったらわたしと結衣、どっちが美味しいかはっきりさせてやろうじゃない。受けて立つわよね、結衣」

「もちろんよ！」

　さっきまでの和なごやかな空気はどこへやら。

　なんでこうなるのかと、雅人は大きくため息をついた。しかしここまでこじれては、もう気のすむまでやらせるしかないように思う。

　そのときふいに、どこかから誰だれかに見られているような視線を感じて、雅人はあたりを見み渡わたした。

　しかし別におかしな人も、おかしな神の姿も見られなかった。

　どうやら気のせいらしい。

　疲つかれているのかもしれないと、雅人は本気で自分を哀あわれんでしまったのだった。










　　　五章





　スーパーマーケットのロゴの入ったビニール袋ぶくろを、雅まさ人とはキッチンのテーブルにどさどさとおろした。冷蔵庫の中身はだいたい把は握あくしていたので、切らしているものだけスーパーで買ってきたはずだが、それでもけっこうな量になった。

　いまの時間、まだ母親はパートから戻っていない。家の留守電を聞いてみると、今日も父親は残業で遅くなりそうとのことだった。

「日本にクマの肉がないなんて、信じられない」

　ぼやきながらアルテミスがキッチンに入ってきた。

　狩りばかりしているアルテミスらしいと言えばらしいが、そんなもの北海道でも、そうそう売っていないと雅人は思う。そもそもそれでなにを作るつもりだったのか。

　流しで手を洗いながら結ゆ衣いは、不敵に笑う。

「クマがなかったせいで負けたなんて言わないよね」

「なに言ってるの、結衣。これぐらいのハンデでちょうどいいはずだわ」

「そうなんだ、本当に楽しみ」

　買い物している間から、ずっとこんな調子だった。

「ねえねえ。二人ともなにを作るの？」

　キラキラした目でエロスは、二人の間に入る。ぴりぴりした空気をものともしないその神経を、雅人は少しうらやましく思う。

　結衣は袋からアジを取りだしてみせた。

「あたしはアジのフライがメイン。他にもサラダとか作るよ」

　アルテミスも負けじと、小麦粉の袋を取りあげる。

「わたしはもっと手間をかけて、ラザニアよ。生き地じから捏こねてみせるわ」

「あくまで勝負は味だけだから。わかってるよね」

　なんてことを言いながら、二人は食材をテーブルに並べる。

　いざ料理バトルの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　結衣はアジをまな板の上に置いて包丁を握ると、しばし手を止めた。どうやら記き憶おくをたどっているらしい。大丈夫なんだろうかと、雅人は見ていてハラハラしてしまう。結衣は、まず頭を落として、はらわたを出した。その手つきがいかにも危なっかしい。背中に刃はを入れて、ひらきにしようとしたらしいが、勢いあまって腹まで切って、三枚におろしてしまっていた。結衣は眉まゆをひそめるも、開き直って小麦粉の入っているバットに並べた。

　雅人は、つっこみを入れそうになった。小骨とか全然とってないし、ぜいごと呼ばれる固いうろこもそのままだ。あのまま食べたらきっと口の中が大変なことになる。

　一方、アルテミスも悪あく戦せん苦く闘とうしていた。タライのように大きなボールに小麦粉と卵を溶といた水を入れて捏ねまわすのだが、水分が多すぎたのか、べちょべちょしてしまっている。生地を持ち上げるたびにボールがくっついて、さらにアルテミスの背が小さいせいでうまく捏ねられない。エロスは黙だまって見ていられないらしく「ああ、だから水が多過ぎだって言ったのに」と口を挟はさみ、「いいのよ、これで！」と怒鳴られていた。なんとか修正しようとアルテミスはさらに小麦粉を足すが、今度は固くなりすぎた。また水を足そうとしているあたり、この調子では最終的に何人分のラザニア生地が出来上がるのか想像もつかない。

「これは胃薬を用意しておいた方がいいかな……」

　雅人はこっそりと居間に向かって救急箱のある戸と棚だなを探した。錠じよう剤ざいのビンを尻しりのポケットに突っ込む。さらに帰かえり際ぎわに部屋の隅すみに置かれていたもう一つの目当ての物も拾い上げて、キッチンへ戻る。

「あああ、コンロの火が強いってアルテミス！　トマトが焦こげちゃう。っていうか、見てないとダメだよ。慣れてないのに同時進行なんてムリなんだから」

「うるさいわね！」

　雅人は狂きよう乱らんの台所へと入り、アルテミスの足元に持ってきたそれ──踏み台だいを置いた。

　アルテミスは、その意図に気づかないのか、きょとんとした。代わりにエロスが察した。

「使って──って、ことじゃない？　アルテミス」

「え、あ、そ、そういうことなのね」

　アルテミスはそっと踏み台に乗ってみた。やっぱり、傍はた目めにもそちらの方が作業しやすそうだった。アルテミスは、ぼそりとつぶやく。

「雅人、その……ありが……」

「ん？」

　雅人とアルテミスの目が合った。

　アルテミスは、しばし沈黙する。

「なんでもない！　せっかくだから使ってあげるわ！」

　雅人は思わず苦笑してしまう。

「はいはい。そうしてくれ。厚こう意いを無む駄だにされるのも、哀かなしいからな」

　一方、そのとき。

　結衣が、小さく「痛っ」と声をあげた。

　雅人が目をやると、結衣が慌あわてて指をくわえていた。雅人は歩み寄って、その手をまじまじと見つめる。小さな傷が走っていた。

「あーあー。やっぱり切れてる。なんだよ、よそ見でもしてたんじゃないのか」

「そ、そんなことない！」

「そうか？　まあ傷は浅いけど、消毒ぐらいはしておいた方がいいかもな」

　うむを言わせず、雅人は結衣の手を引いて再度居間に向かった。さっき開けたばかりの救急箱から消毒液を取り出して、傷口に塗ぬってガーゼでぎゅっと押さえる。

「痛い痛い！　雅人、痛い！」

「ちょっとぐらい我が慢まんしろ──うん。よし。血も止まったな。気をつけろよ、頼たのむから」

「う、うん。ありがとう」

　結衣はこくりとうなずくと、切った手を見ながら廊下を歩く。

　たいしたケガではないはずだが、そんなに痛かったのかなと雅人は結衣の顔をのぞき込んだ。結衣はなぜか嬉しそうに微笑ほほえんでいた。

「ど、どうした。なんだ、ニヤニヤして？」

「え。笑ってた？……えっと、その……なんでもないよ」

　結衣は足早にキッチンへと戻る。雅人は首を傾かしげつつ、そこに続こうとした。

　そこで突とつ如じよ、不幸な事故が起こった。

　アルテミスが床ゆかに置きっぱなしにしていたホールトマトの空あき缶かんを、結衣が見事なまでに踏んづけた。転びかけた結衣は、バランスを取ろうとして腕を振りまわす。その手がテーブルに出してあった小麦粉の袋と水の入った大きな計量カップに直ちよく撃げきした。小麦粉の袋とカップは宙を舞まう。

　その結果、あたりが粉だらけの水みず浸びたしになった。

　アルテミスも結衣も、腕から足から着ているものまで真っ白になった。しかも水までかぶって、頭までびしょびしょ。ついでに料理もほぼすべて被害を受けている。

　アルテミスに怒られて隅で膝ひざを抱えていたエロスと、まだキッチンに入っていなかった雅人だけが難を逃れていた。

　しばらく、結衣もアルテミスも声がない。

　くしゅん。と、結衣がくしゃみをした瞬間に、アルテミスがぐりんと振り返った。

「なんてことしてくれるのよ！　せっかくうまく行きかけてたのに、まったく姑こ息そくな手を使うわね！」

「冗じよう談だんじゃない！　そもそも空き缶も小麦粉も置きっぱなしにしているから、こんなことになったんじゃない！　アルテミスにだって責任はあるはずよ」

　雅人は小さくため息をつくと、大きく息を吸い込んで。

「ああ、もう！　やめろっ！」

　怒鳴った。

　口げんかしていた結衣とアルテミスが、ぴたりと動きを止める。

　雅人は黙ってキッチンの出口を指さした。

「ここは片付けておくから、風呂行ってこい」

　さらに雅人は付け加えた。

「風か邪ぜひかれても困るから、二人一緒にな！」



　　　　　※　　　　※



　二人で入れと言っても、雅人の家のお風呂は一いつ般ぱん家庭にあるごくごく普通サイズでしかない。どうしても手て狭ぜまになるので、一人が湯船に浸つかっている間に、一人が身体を洗うことになる。

　どちらが先に湯船に浸かるかで、結衣とアルテミスの間にまたも軽い衝しよう突とつが起きた。厳正なジャンケンの結果、勝者となった結衣は湯船に顎あごまで浸かる。

　しばしお互たがい、無言の時間が過ぎた。

　そしてふいに、結衣はクスッと笑った。

「なに!?　なにが、おかしいの!?」

　銀色の長くて美しい髪かみを泡あわだらけにしたまま、アルテミスは結衣を振り向いた。ヘタなこと言ったら許さないとばかりに結衣をにらむ。

　また結衣は笑った。

「だって。さんざんムキになったあげく、あんなことになっちゃったんだもん。なんだかバカバカしくない？」

「ああ。なんだ、そういうこと」

　アルテミスはまたもしゃこしゃこ頭を洗うと、シャワーノズルを手さぐりする。結衣は微笑ましく思いながら、アルテミスに渡わたしてあげた。

「…………ありがと」

「どういたしまして。あーでも、いま思ったんだけどね。あっちの人って普通にお風呂に浸かったりするの？　泡あわ風ぶ呂ろとかにしないの？」

「……する。初日にそれやって、ママさんにこっぴどく叱しかられたわ」

「あは。やっぱり」

　結衣は破顔しつつも、アルテミスをじっと見つめた。

　アルテミスの頭にあった泡が、シャワーのお湯で流れ落ちていく。同性の結衣の目から見ても美しい銀色の髪があらわになる。アルテミスは慣れた手つきで、くるくると髪をタオルでまとめた。

　結衣は思わず嘆たん息そくした。

「なんかショックだな……」

「なにが？」

「あらためて見るとアルテミスってスタイルいいなと思って。背が小さいのに胸はちゃんとあるし、うらやましい」

「なっ！　そんな恥はずかしいこと言わないでよ！」

「ええ？　女同士だから、テレることないのに」

「それでも恥ずかしいの！」

「ふーん。なんか珍しい気がする。欧おう米べいの人って、もっとあけっぴろげだと思ってた」

「いいから。あんまりじろじろ見ないで！」

　アルテミスは結衣に背を向けるようにして、身体を洗いはじめた。見るなと言われたので、結衣は湯船にまた浸かって天井をぼんやり見上げる。

　しばし無言。

　そして。

　ふいに。

「ねえ。アルテミスってさ」

「なに？」

「雅人のこと、どう思ってる？」

　アルテミスの足もとにあった洗面器がひっくり返った。

「な、なんで？　いきなり、そんなこと」

「ただの興味。アルテミスだって初日からこんな話してたでしょ。それと同じだよ」

「同じではないと思うけど」

「まあいいじゃない。どうなの？　好きなの？」

　結衣はごり押ししてみる。どうかなと思って結衣が見つめていると、アルテミスはとつとつと話してくれた。

「す、好きとか、そんなことはない……と思う。たぶん」

「たぶん？」

「よくわからないのよ。ただ、いままで男なんて大だい嫌きらいだったけど、雅人だけはちょっと違うような気が、してる」

　真面目まじめに話してから、いきなり恥ずかしさの臨界点を突とつ破ぱしたらしい。

「うわあっ！　もうこんな話は別にどうだっていいはずよ！　おしまい、おしまい！」

　強ごう引いんに話を切り上げて再びごしごしと身体を磨みがきはじめたアルテミスに、結衣は微笑みさえ浮かべた。

　いまのセリフに、きっとウソはないんだろうなと結衣は思う。

「だったら、いまはあたしの一歩リード、かな」

　もちろんこの先に彼かの女じよの気持ちがどう発展してもおかしくない。同じ家に住んでいるのだし、ぜんぜん油断はできないのだけど。

　アルテミスは肩ごしに振り返る。

「え？　いま、なにか言った？」

「ううん。なんにも」

「そう……。あっ！　わたしばっかり話して、なんかズルくない!?　結衣こそ、どうなの。その……雅人を好きだっていうのは冗談だって聞いたけど……本当はどう思ってるの？」

　わずかに結衣は考える。そして。

「ふふふふ。さあ、どうかな」

「ズルい！」

「あー。でも雅人の、良いところをいっぱい知ってるのは、間違いないかなぁ。なんだかんだ言って雅人って優やさしいし、文句いいながら人を助けちゃうもんね」

「そ、そうそう。そこは、たしかにわかる！　しかも自分が割りを食っているのはあまり見せないから、押しつけがましく感じないのよ」

「わかるわかる。さりげなくさらっとやってのけて、お礼を言ってもたいしたことないよとか言っちゃってね」

「よく考えると、そうできることじゃないはずなのに……そこは認めざるをえないわね」

　アルテミスは自覚していないんだろうなと結衣は思う。アルテミスの顔が嬉しそうに笑っていた。結衣も微笑みながら、つぶやく。

「やっぱりアルテミスって可愛かわいい」

「なによ、それ──あ、もしかしてバカにしている!?」

　見けん当とう違ちがいに受けとったアルテミスに、結衣はシャワーのお湯を浴びせかけた。

「はい。そろそろ交代！　いい加減、あたし、茹ゆだっちゃう」

「ごまかさないでよ！　ひどい！」



　　　　　※　　　　※



　九く条じよう家には掟おきてがある。

　それは女の子がホームステイするので、いつにもまして脱だつ衣い所や風ふ呂ろ場ば、トイレのノックは徹てつ底ていしようと言うものだった。母いわく「うっかり裸でも目にして、雅人が理性を失ってお嬢じようさんたちに手を出してしまったら申し開きができないもの。……あれ？　お父さんの上司の親戚なんだから、逆に手をだした方がもしかして……」ここで母は思考を止めた。賢けん明めいな判断だったと雅人は思う。雅人としてもその掟に反対するつもりはなかった。

　雅人は脱衣所のドアを何度もノックした。

「おーい。脱衣所にいないな？　いないな？」

　声までかけて、雅人はそっとドアをあける。

　そこに人はいなかった。浴室から、きゃいきゃいはしゃいでいる結衣とアルテミスの声が届いてくる。

「あんなにケンカしていたのに、いつの間に仲良くなったんだ？」

　雅人は首を傾げる。

「ま、いっか──おい！　二人とも、バスタオルと着き替がえ、ここに置いておくから適当に使え！」

　返事はなかった。騒さわいでいて、どうやら聞こえないらしい。

　もう一度声をかけようとした雅人だが、置いておけば気づくだろうと思いなおした。

　そのときアルテミスの声が聞こえた。

「わたしは浸からなくていい！　もう出る！」

　そしてアルテミスが浴室から飛び出してきた。びしょびしょで長い髪の先から水すい滴てきを落としたままで、浴室のドアをがちゃりと閉めて、顔をあげる。

　雅人と目があった。

　当然だが、アルテミスは一糸まとわぬ素すっ裸ぱだかだった。エロスとはまた違う丸みを帯びた身体のライン、肉付きが良くそれでいてしなやかさも感じさせる肢し体たいと、見るからに柔らかそうな胸むな元もと。風呂上がりで桜色に染まった素す肌はだも艶かしい。

　見ちゃいけないと雅人の理性は叫ぶ。しかし衝しよう撃げき的てきすぎて身体が動かなかった。

　アルテミスは顔色をなくして凍こおりつく。悲鳴すらあげない。

　そしてふいに顔をうつむかせた。固めた拳こぶしを、小さく震わせる。

　──ヤバい！

　雅人の第六感が警けい鐘しようを鳴らした。これは逃げなきゃいけないと思う。が、遅おそかった。

　悲鳴すらあげられなかった。



　　　　　※　　　　※



　結衣は目を丸くしていた。

「ええ？　これ、雅人とエリスが作ったの？」

　ダイニングのテーブルには所ところ狭せましと料理が並んでいた。

　アジフライになる予定だった三枚におろされていたアジは、そのままゼイゴと骨が取り除かれて、刺さし身みのまま叩たたきにされ、味み噌そとネギが加えられ、“〝なめろう”〟に姿を変えていた。ラザニアになる予定だったトマトソースは小麦粉が入ってしまい、しかも焦げついたために作り直しを余よ儀ぎなくされた。トマトがなかったので、急きゆう遽きよグラタンになっている。他にもサラダにスープと、二人が風呂に入っていた短時間に、よくここまでできたと感心せざるをえない数々が揃そろっていた。

　エロスは嬉しそうにうなずく。

「雅人もね、料理が上手で、びっくりしちゃったよ。このなめろうっていうのも、ささっと。作り方まで教わっちゃった。あ、こっちのグラタンは、ボクの作だけどね」

「なんで、エリスが、こんなに器用に……」

「ええ。だって、女の子を連れ込んだときに、手料理ごちそうしてあげたらポイント高いじゃない？　だから、マスターしてるんだ。どう、偉えらいでしょう？」

　アルテミスは呆あきれてものが言えなかった。その情熱があれば、もっと弓だって上う手まくなるのにと思いながら、目の前の料理を味見してみる。

「……あ。美味しい」

「本当だ」

　結衣も衝しよう撃げきを受けているらしい。

　アルテミスは苦笑を禁じえなかった。こんなに上手な人たちを前に、料理バトルなどとは、どれだけ自分たちは道どう化けだったのかと思う。立ち直るのに少し時間がかかりそうだ。

「ねえねえ。じゃあご飯にしようよ、冷めちゃったらもったいない。あ、結衣ちゃんの席は、こっちね」

　エロスがイスを引いて結衣をうながす。

　しかし、結衣はあたりを見渡した。

「あれ？　雅人はどこに行ったの？」

　たしかにダイニングには、もう一人の功労者でもある人間、雅人の姿はなかった。

　エロスは小さく苦笑いをし、アルテミスはそっけなく答える。

「さあ。わたしも見てないわ。もしかして、わたしたちのお風呂をのぞきに行って、行いき違いになったんじゃないかしら」

「ええっ？　まさか。雅人はのぞきなんかしないよ」

「へえ。結衣は雅人をかばうのね」

「あはは。そんなことする甲か斐い性しようがないって思っただけよ。もっとも、もし本当にアルテミスを覗のぞいたりしたら、絶対許さないけど」

　笑え顔がおのままで結衣は、ごきっと指の関節を鳴らした。

　それを耳にした雅人が、アルテミスの視界の隅で小さく震ふるえていた。アルテミスは、思わずほくそ笑えむ。

　そんなことなど気づかない結衣が、またも尋ねた。

「あとすごい気になっているんだけどね」

「なに？」

「あんな剥はく製せい、ずっと前からあった？」

　結衣はダイニングのかたわらにある立派な牡お鹿じかの剥製──のフリをしている雅人に歩み寄った。

　アルテミスは過去同じように、沐もく浴よくを目もく撃げきしたアクタイオンという男を鹿しかに変えてしまっている。雅人を鹿にするなど、簡単なことだった。

　鹿に変えられた雅人は当然のごとく戸と惑まどい、焦あせり、謝意を伝えるが、アルテミスは許さない。仕方なく雅人はダイニングの片かた隅すみで、こうして剥製のフリをするしかなかった。

「さっき、ちらっと見たときには、こんなのなかった気がするんだけど」

「結衣ちゃんの気のせいじゃないかな？」

　雅人に同情したらしく、エロスがかわりに取とり繕つくろった。

　結衣は興きよう味み津しん々しんに鹿にぺたぺた触ふれはじめた。

「へえ、そうなんだ。ねえこれ、まるで生きているみたい。すごい！　なんかあったかくない？」

「それはたぶん、さっきまで間違って暖だん房ぼうつけっぱなしになっていたからじゃないかな」

「え、でも、わ、わ、胸の筋肉柔らかい。毛並みも綺き麗れい」

　ぺたぺた、さわさわ。

　あちこち結衣に触さわりまくられて、雅人はわずかに身み悶もだえしている。それがまたアルテミスの癇かんに障った。戸惑っているのだろうが、どことなく喜んでいるようにもアルテミスには見える。

　アルテミスは雅人を見つめたまま、にこりと笑いかけた。雅人にしか聞こえないほどの極ごく々ごく小さな声でささやく。

「結衣に触られて、そんなに嬉しい？」

　鹿の頬が、ひくりと動き、その目がアルテミスをにらみつけた。いますぐ戻せと猛もう抗こう議ぎしているように思ったアルテミスは、ひとつ恐おそろしいことを考えつく。

「それじゃあ、いますぐ戻してあげましょうか？」

　飼い犬などに服を着せる習慣も近ちか頃ごろはあるのかもしれない。しかし、もちろん鹿の剥製になっている雅人は、なにも身につけていない。

　いま鹿から戻されたら結衣の目の前で、素っ裸で放ほうり出されることは明白だった。

「じゃあ、覚かく悟ごはいい？」

　鹿の目に涙が浮かんだ。





「……というわけなんだ。エロスが途と中ちゆうで気づいて止めに入ってくれたから、ギリギリで間に合ったけど。本当、間かん一いつ髪ぱつだったよ。つま先とか人間に戻りかけてたし。しかもせっかく美お味いしくできた料理を食べ損そこなうし」

「雅人殿どのも大変じゃったのう」

　結衣が雅人の家をあとにして、しばらくたった頃ころ。

　雅人は縁えん側がわに腰こし掛かけてカップラーメンをすすりながら、ケイローン（犬）に愚ぐ痴ちをこぼしていた。犬小屋の前でお座りしているケイローンの雅人を見つめる目には、深い悲ひ哀あいがこもっていた。

「しかし、なんじゃろうな。ちょっとムキになりすぎじゃの。あれでアルテミスは箱入りで人づきあいが苦手じゃからのう。我わが師ながら心配しておったんじゃ」

「あはははっ。箱入りはないな。こっちではアルテミスみたいなのを“〝引きこもり”〟って呼ぶんだ」

　家の部屋ではなく、森の奥おくにこもっているという違いはあるが、大同小異だろう。

　雅人がほくそ笑んだそのとき。

　しゅるるるるるる。どがっ。

　突然、雅人の背中に衝撃が走った。そのまま庭に鼻先からつっこむ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、雅人殿！」

「……。痛ってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえええ！」

　怒ど号ごうまじりに起き上がって、雅人はあたりを見渡す。いったいなんだったのか、いきなりすぎて雅人には、よくわからなかった。

　なにが起きたのか、手がかりになるものを探して──見つけた。

　縁側のわきに、フリスビーが落ちていた。蛍けい光こうグリーンの世にも目立つフリスビーの裏にはマジックで。

“〝アルテミスの悪口を言うな！”〟

　そうなぐり書きされていた。










　　　六章





「だから知らないわよ！　わたしがなんで、そんなことをしなきゃならないの!?」

「人を鹿に変えたんだ、やりかねないだろ！」

　翌朝の登校している間も、雅まさ人とのアルテミスに対して追つい及きゆうは続いていた。

　フリスビーを投げつけた犯人はアルテミスがもっとも有力だった。なにしろ動機がある。

「見られたのは……もう、気にしてないわ。クマにでも殴なぐられたと思うから」

　普ふ通つうの人間なら十分に死ねることを言いつつ、アルテミスはそっぽを向いた。それほどショックだったのか……だったんだろうなと雅人は思う。

「でも、おまえ以外に誰があんなものぶつけるんだよ」

　アルテミスの名を知っていて、さらにかばう人間など雅人は他に思いつかない。エロスだったら、こんなことをせずになにか言ってくるに違いない。

　アルテミスも眉を寄せる。

「わたしだったら矢を射いてるわよ」

「うっ……言われてみれば、そうかもな」

　雅人は投げられたフリスビーを思い返した。そこらのおもちゃ屋で売っていそうな、なんの変へん哲てつもないフリスビーだが、アルテミスがわざわざ買ってきたというのも、たしかにおかしな話かもしれない。

「それに、仮にわたしが投げたなら“〝わたしの悪口を言うな！”〟って書かない？」

「たしかに本人にしては不自然か。でも、だったら誰なんだ？」

「ねえねえ。それって円えん盤ばんなんだよね。しかもアルテミスをかばって……ボクには、一人心当たりがあるんだけどな」

　エロスのつぶやきに、アルテミスは一拍ぱくおいて息を呑んだ。

「まさか……」

「アルテミスが下界にいるからさ。さみしくて来ちゃったんだよ、きっと」

　しかし雅人はピンと来ない。

「アルテミスがいなくてさみしがるって……いつもそばで仕えていた侍じ女じよたちとか？」

「ううん。そうじゃないわ。たぶん……」

　アルテミスは言葉をにごす。どうやら心当たりはあるが、信じたくないらしい。

「なんかよくわからないけど、ともかく天界に帰りを待つ人がいるってことだろ。もともとエロスの付つき添そいなんだから、アルテミスだけでも、もう帰れば？」

「な、なに、それ。そんなにわたしが邪じや魔まなわけ!?」

「別に、そういうわけじゃないけど。……なんで怒ってるんだ？」

　そこでエロスは笑顔で、アルテミスをのぞき込んだ。

「アルテミスも帰りたくないんだよね♪　なんか最近、楽しそうだもん。男嫌いもちょっと直ってきたみたいだし。ほら、いまも雅人のすぐ隣を歩いてるもん」

　雅人とアルテミスは、揃って足を止めた。

　お互い顔を見合わせる。たしかに二人は、すぐ隣を歩いていた。アルテミスが下界に来たばかりの頃は雅人とかなりの距離をあけて歩いていたことを思えば、長足の進歩かもしれない。

　アルテミスは頬を赤く染めた。しかも本気で照れたその顔は、いつもツンケンしているアルテミスからは想像しがたいほどに、女の子らしい表情をしていた。

　しかし、それも一いつ瞬しゆん。

　アルテミスは、ぎろりとエロスをにらんだ。

「エロス！　バカなこと言わないでよ！」

「うわぁ。なんで、そんな怒るの。本当のこと言っただけなのに」

　拳を振ふり上げるアルテミスから、エロスはなかば本気で逃げまどう。雅人はそんな光景を見つめて、微び笑しようを浮うかべた。騒そう々ぞうしいなとは思うが、さほど不快でなくなってきている自分が、雅人は意外でもあった。

　そこでアルテミスは足を止めて、雅人を振り返った。

「なに笑っているのよ！　神の気も知らないで、雅人のバカっ！」

　捨てぜりふを残すとアルテミスは、まるで逃げるように学校へと走り去った。

　雅人は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「やっぱりフリスビーを投げたのは、あいつなんじゃないか？」

　そのつぶやきに振り返ったエロスは、しばらくおいて、にへらと笑った。





　アルテミスより遅おくれること五分。エロスはアルテミスを、学校のトイレで見つけた。化学室やら家庭科室やらの特別教室が集中している校舎で、通常の教室とは離はなれているせいか、二人の他には誰も見当たらなかった。

「落ち着いた？　アルテミス」

「わたしは別に取り乱したりなんて、してないわよ」

「アルテミスがそう言うなら、いいんだけどね」

　あいかわらずにこにこしているエロスに、アルテミスは渋しぶい顔をする。

「気楽に笑ってるけどね、エロス。あなた、わかってるの？　あなたが雅人に恩を返さなきゃいけないのよ」

「もちろんだよ。でも、焦っても仕方ないじゃない。雅人にまだ好きな子がいなくて、まだ金の矢を使ってくれるなって言ってるんだしさ。ね？」

　しかしそのとき、ここが女子トイレであるにもかかわらず、野太い男の声が響ひびいた。

「そうも言っておられん。ヘラのヤツがさっさとしろと、せっついて来たからな」

　アルテミスとエロスは背後を振り返る。

　二人の視線の先で、トイレのドアがゆっくりと開いていく。

「しばらくぶりだな、エロス。アルテミス──恩返しの首しゆ尾びはどうだ？」

　ゼウス本人はダンディに笑ってみせたつもりなのかもしれない。

　だが、しかし。

「じいちゃん！　女子トイレに降臨して来ないでよ！　みんなに見つかったら変態あつかいされちゃうよ!?」

　エロスにまで、つっこまれていた。



　　　　　※　　　　※



　アルテミスの様子がおかしいと、雅人は思った。

　まず休み時間にはエロスや結ゆ衣いも交えて、他た愛あいない話をするのが常だったのに、アルテミスは今日は、ひと言も発していない。沈ちん黙もくするその横顔は、機き嫌げんが悪いというよりも、むしろ深刻に思おもい悩なやんでいるように見えた。

　しかも授業中に視線を感じて振り向くと、必ずアルテミスと目が合った。

　そのクセ、すぐにそらされてしまう。

　釈しやく然ぜんとしないまま、雅人は昼休みを迎むかえた。弁当を取り出して、いつものように机を移動させようとして、はたと気がつく。

　エロスもアルテミスもいない。

　もしかしたらと雅人は、背中を向けていた結衣に歩み寄った。

「なあ、結衣」

「わあ、びっくりした。な、なに？」

　結衣は、がたりとイスを鳴らして振り返り、後ろ手に紙切れを隠かくした。たぶんメモか手紙だろうと雅人は思う。多少、気になったが本題を切り出した。

「エリスたちを知らないかなと思って。いつの間にかいなくなってたからさ」

「え、そうなの？　あたしは知らないなぁ」

　ついぃっと結衣は視線を右上にそらした。

　幼なじみのカンで雅人はピンと来た。結衣はウソをついている。

「そのうち来るんじゃない？　先に食べてれば？」

　それだけ言うと、結衣は立ち上がった。

　その隣で机をくっつけようとしていた忍しのぶが尋たずねた。

「どしたの、結衣ちゃん」

「あー。……と、トイレ。いちいち聞かないの」

　苦笑いを残して、結衣は足早に教室を出て行った。忍は「さっき行ったばかりなのに」と首を傾げている。

　結衣まで、様子がおかしい。

　これはもうただの偶ぐう然ぜんとは、考えにくかった。

「我ながら趣しゆ味み悪いな」

　ため息まじりにつぶやいて、雅人は結衣のあとを尾び行こうすることにした。思い過ごしならば、それでいい。そのときはすぐに引き返そうと心に誓ちかう。

　結衣は昇しよう降こう口ぐちから靴くつを履はき替かえて校舎を出ていった。グラウンドを回り込んで、プールの西にある体育館の裏手へと足を向ける。

　そちらには突つき当あたりにプールのポンプ室があるくらいで、他にはなにもない。そもそも生徒が立ち寄るような場所ではなく、掃そう除じもあまり行き届いていないために雑草が伸のびはじめていた。

　そこでエロスが待っていた。

　結衣はエロスへと足早に歩み寄る。どうやらエロスが呼び出したらしい。しかし、なんでエロスが、と雅人が思った矢先だった。

　エロスたちと雅人の間。体育館の外がい壁へきの陰かげから、そっとアルテミスが姿をあらわした。

　その手には輝かがやく金の矢が握にぎられている。結衣はエロスに気を取られていて、アルテミスの存在には気づかない。

　ようやく雅人は理解した。

　エロスは結衣の気を引くための囮おとり。狙ねらいはアルテミスが、結衣のハートをエロスの金の矢で射止めること。

「マズい！」

　雅人は一気にアルテミスへと駆かけ寄よった。





　アルテミスは、エロスに託たくされた金の矢をつがえて結衣を狙った。彼ひ我がにある二十メートルほどの距きよ離りは、アルテミスにとってはあってないようなものだった。右の指の力を少しでも抜ぬけば、金の矢は宙を飛んで結衣に命中する。

　結衣は雅人への恋こい心ごころに焦がれることになる。

　アルテミスは思う。

　結衣は美人で、話してみればいい子だった。雅人とも仲が良い。本気で想おもいを告げて、慕したいつづければ、きっと雅人の心も動くだろう。

　きっと雅人も結衣を好きになるだろう。

　アルテミスは息を止めて、矢や尻じりの先にある結衣の横顔をあらためて見つめ、そして。

　射るのをやめた。

　アルテミスには、できなかった。腕うでと肩を降ろして、呆然と立ち尽つくす。

　さらにそこで、突とつ然ぜん現れた雅人に腕をつかまれた。

「約束が違ちがうだろ！」

　アルテミスは息をつまらせた。雅人が怒おこるのも、ムリはないと理り屈くつではわかる。

　けれど、そんなこと関係ないぐらいに、アルテミスは頭に来た。

　途中でやめたのに。

　できなかったのに。

　人の気も知らないで、なんで怒られなきゃならないのかと腹立たしくてたまらなかった。

　またそれでいて、触れられた雅人の手のあたたかさに、ドキドキしている自分がいた。じつは心臓を握りしめられているのではないかと思えるほどの胸の痛みを、アルテミスは覚える。だけど、けっして嫌いやじゃない。むしろ、ちょっと嬉うれしい。

　アルテミスは混乱の極きわみに達し、ついには泣き出していた。ただ勝手にぽろぽろと涙なみだがこぼれていく。どうして泣いているのか、アルテミス自身にもわからない。

　ほとんど直感的に、これも全部、雅人のせいだと思う。

　アルテミスは力のかぎり雅人をにらみつけると、その肩を乱暴に押し退のけた。雅人はたたらを踏ふんで、尻しり餅もちをつく。

　そのわきを抜けてアルテミスは逃にげ去さった。

　もうイヤだった。なんでこんな目にあわなきゃいけないのかと思う。だから男なんて嫌いなんだ。下界になんてこなきゃ良かった。

　雅人と会わなきゃ良かったんだ。





　なんで泣かれたのか、雅人はわからなかった。走り去るアルテミスの後ろ姿を、尻餅をついたままぼんやりと見送る。

　すると結衣に声をかけられた。

「雅人、なんでここに……？」

　しまったと雅人は思う。結衣を尾行している途中だったのに、うっかりしていた。

　結衣はエロスとともに駆け寄ってくると、腰こしに手を当てて雅人を見下ろした。

「あたしをつけてきたのね」

　もはや言いい逃のがれはできなかった。

「あー。えっと、ごめん」

　結衣はしばし険しい目つきで雅人を見つめていたが、ふいに表情をくずした。尻餅をついたままの雅人に、手を差さし伸べる。

「まあ、いいわ。あたしが気になったから、つけちゃったんだもんね。だったら許してあげる。でも、今回だけよ？」

「お。おお。わかってる。ごめん」

　雅人は殊しゆ勝しように反省した。

　すると、それをいいことにエロスまで偉そうに腕を組んでいた。

「まったく、女の子のあとをつけ回すなんて趣味悪いとボクも思うよ」

　約束を反ほ故ごにして金の矢を射ようとしたクセに、なにを言うかと雅人は思う。ぎぎぎっと歯を食いしばってエロスをにらみつけるが、「それとこれとは話が別だもん」という顔をされた。

　あとでこってり説教してやると、雅人は心に誓う。

　と、そのときだった。

「アルテミスを泣かしたな」

　どこからか声が届き、いきなり。

　どごぉ。

　雅人の鼻っ柱をかすめるように飛来したなにかが、体育館の外壁にめりこんで止まった。よく見れば、それは金属でできた皿──いや円盤だった。

　雅人はすぐに、昨日のフリスビーを思い出した。

「もう、オモチャなどと甘あまいことはしない」

　足音とともに再度聞こえた声に、雅人たち三人は一いつ斉せいに振り返かえった。

　体育館の裏に、いつの間にか一人の男がいた。銀ぎん髪ぱつの頭に月げつ桂けい樹じゆの冠かんむりを載のせて、白い衣をまとった長身の男だった。端たん整せいな顔だちをしてはいるが、その表情は暗い。雰ふん囲い気きにふくまれるカゲを魅み力りよく的てきと言う人もいるかもしれないが、雅人は粘ねん着ちやく質しつなだけだと思った。

　エロスは、目を見開いた。

「アポロン！」

　雅人もその名を知っていた。オリンポス十二神に列せられる太陽神だ。

「久しぶりだね、エロス。ダプネの時には世話になったねぇ」

　その笑顔は冷たく美しかった。

　アポロンはエロスに金の矢を射られた過去がある。さらにダプネに鉛なまりの矢を当てられたため、その恋こいは実らなかった。しかもダプネは最後、月桂樹に姿を変えている。

「そのダプネは、いまもボクのそばにいるんだけどね」

　頭に載せた月桂樹の冠をいとおしそうになでながら、アポロンはつぶやいた。

　雅人はぞっとした。ダプネを愛するアポロンの美談のように語られているが、それはもしやとても恐ろしいことなのではないかと、あらためて思った。

「え？　え？　なになに？　エリス、知り合い？」

　事態についていけない結衣が、エロスの袖そでを引っ張った。

「アポロン。アルテミスの弟だよ」

「えっ！　アルテミスの弟さん!?　そ、そうなんだ。え、えっと……はじめまして」

　よくわからないなりに結衣は挨あい拶さつした。

　しかしそのズレた反応にも、雅人はアポロンの発する気配のせいで笑えなかった。

　アポロンがすっと手をかざすと、そこに魔ま法ほうのように円盤があらわれた。雅人は確信する。いまも、そして昨日も、雅人を襲おそったのはアポロンに間ま違ちがいない。

「な、なんでオレを……？」

　雅人にしてみれば、アルテミスを居い候そうろうさせて感謝される覚えはあっても、襲われる謂いわれはない。

　アポロンは微笑を崩くずさずに答えた。

「姉さんが大事だから──おまえさえいなくなれば、姉さんは帰って来られるんだ。しかもあの美しい姉さんに、おまえみたいな男が近寄るなんて許せないんだよ。わかるだろ」

　雅人の頬ほおが引きつった。残念ながらなにかの冗談には聞こえなかった。

　結衣やエロスは、ため息をつく。

「……すごいシスコン。アルテミスも可哀かわいそう」

「ほんと、ひどいよね」

　しかしアポロンに応こたえた様子はない。ただ遠い目をして、つぶやくように言う。

「九く条じよう雅人、いままでずっと黙って見ていれば──悪口は言う。暴言は吐はく。姉さんの風呂場は覗く」

　結衣がぐりんと雅人を振り向むいた。

「いま、聞き捨てならないのが混じってなかった!?」

「気のせいだ。あんなヤツのこと信じるな、襟えり首くびを掴つかむな！」

　雅人が叫さけんだ瞬しゆん間かんだった。

　どごっ。バラバラバラバラ。

　またも円盤が雅人のすぐそばを通とおり抜けて、体育館の壁に人が通れそうな穴をあけた。アポロンは暗くつぶやく。

「今日はついに姉さんに涙まで流させた。もう我慢できない。万ばん死しに値あたいする」

　本当に一万回ぐらいは死ねそうな威い力りよくだと雅人は思う。

　しかもアポロンは、まるで虫けらを見るような目をしていた。思えば相手は神であり、人を殺すことに、さして罪悪感を抱いだかないのかもしれない。なにせ違うモノなのだから。

　また、結衣もようやく相手がヤバいヤツだと理解したらしい。恐きよう怖ふと緊きん張ちようで雅人の襟首を掴んでいた手に、自然と力がこもってしまう。

　しかし、そこにエロスが立ちふさがる。

「雅人は、ボクの恩人なんだ。アポロンの好きにはさせないよ」

「ほう、面おも白しろい。……そうだな、ダプネの礼もついでに返しておこうか。ねえ、ダプネ？」

　アポロンは冠に話しかけたあと、どこからともなく円盤を取り出した。

　アポロンをにらみつけたまま、エロスは小さくつぶやく。

「雅人、とりあえずここは逃げて。ボクなら大丈夫、きっと死にはしないから」

「いや、でも」

　ありがたかったが、雅人は躊ちゆう躇ちよした。

　いまのアポロンを目にしているかぎり、エロスに加減できるか疑問だ。神のことは神に任せて、逃げればいいとも思うのだが、なにせあれでもエロスは女め神がみ。女の子を残すことに、多少の抵てい抗こうがある。

「早くしなされ！」

　急せかしたのはエロスではなかった。

　すぐ背後からの男の声に、雅人は振り向く。

　ケイローンだった。まさにいま、犬からケンタウロスの姿に変わるところだった。この光景を初めて目にする結衣などは指をさしたまま、口をぱくぱくさせている。

「どうも昨日のフリスビーを見てから、いやな予感がしてのぅ。様子を見に来れば、これだ──雅人殿、逃げるぞ」

「え、でも──」

「人間のおぬしに、なにができる！」

　一いつ喝かつするとケイローンは雅人と結衣を、なかば強引に背中に乗せる。

「きゃ、きゃああああっ！」

　結衣は悲鳴をあげて、雅人の背中にしがみつく。雅人も落ちないよう、バランスをとるのに必死だった。

　アポロンは雅人を見つめて、ニヤリと笑う。

「逃げるのか。ならば予言してやろう。『雅人は我がアポロンの手にかかって死ぬ』──これは絶対だ。逃れることはできん」

「な、なに？　なんということを……」

　ケイローンの顔色が変わった。そのスキをつくように飛来した円盤を、ケイローンは間一髪で避さける。

　エロスが叫ぶ。

「こら、アポロン！　雅人に手をだすな！　ケイローン行って！」

「うむ。任せた！」

　苦くるし紛まぎれに金の矢で応おう酬しゆうするエロスを残して、雅人と結衣はケイローンの背に乗って、その場をあとにした。

















　　　　　※　　　　※



「……それを信じろって言うの？」

「疑いたくなるのも、わかるけど本当なんだよ」

　結衣にそう答えるのが、雅人の精せい一いつ杯ぱいだった。

　雅人たちはひと目につかない路地を選んで抜け、いまは国道沿いの歩道を歩いていた。このあたりは車の往来はそれなりにあるが、歩道を歩く人の姿は少なかった。

　結衣はいまは犬に戻もどっているケイローンを見やって、ため息をついた。

「あたしも見たし、触ったし、しゃべったし。夢でもないなら本当なんだね」

　エロスとアルテミスとケイローンが、ギリシャの神々であること。雅人に恩を返すために居候をはじめたこと。それらを雅人は結衣に説明していた。

　もっとも金の矢で恩を返そうとしてモメたことや、アルテミスの裸はだかを目にして鹿に変えられたことや、その雅人を結衣がぺたぺた触りまくったことまでは語らなかった。必要ないことまで知ることはない。

「じゃあ、あのアポロンが殺すって言ってるのも本気なのね？」

　ケイローンが犬のまま、深刻な顔でうなずく。

「しかも、きっちり『自らの手で殺す』とまで予言しおった。あれは面めん倒どうじゃぞ」

　雅人は声をあげる。

「あ。そうか……カサンドラの話か！」

　アポロンは予言の能力もある。かつて、その力を与あたえるからとカサンドラという少女を誘ゆう惑わくしたあげく、「アポロンに弄もてあそばれた末に捨てられる」という運命を見せて絶望させている。本当にロクなことをしないと雅人は思う。

「アポロンの力は本物じゃ。かつて一度もその予言が外れたことはない」

「一度も!?」

「うむ。なにせ、外れそうになったら、アポロン自身が暗あん躍やくして必ず実現させるからの」

「それって反則じゃないか！」

　しかし、これはいよいよ笑えなくなってきた。結衣も顔を強こわ張ばらせる。

「ね、ねえ。雅人を助ける手はないの？」

「……う、うむ。わしにも予言の力はあるが、それもアポロンから教えられたもの。あるいはもっと高位の神の力であれば覆くつがえせるやもしれんが」

「じゃあ、なんとかしてよ！」

　結衣はしゃがみ込んで、ケイローンを真しん摯しに見つめて頼み込む。ばつが悪そうにケイローンは視線を外す。

「できるか、わからんが……一度天界に戻って掛かけ合あってみよう」

「本当？　ありがとう」

「悪いな、ケイローン」

　二人に礼を言われたケイローンは、犬の顔のままで苦笑してみせた。

「ダメもと、というヤツじゃ。あまり期待するな」

　そう残してケイローンは雅人たちに背を向けた。走り出して路地を曲がる。どこから天界に戻るのか雅人にはわからないが、いまは任せるしかなかった。

　雅人と結衣は、学校から遠ざかるように国道を歩きつづけた。すぐに大きな川にかかる橋を見つけた。

　雅人は思い出す。エロスを放流（？）したのも、ちょうどこのあたりだった。

　すると結衣にムスっとされた。

「なんで、笑えるわけ？」

　笑っていたとは雅人は気づいてなかった。エロスとの出会いをなつかしく思ったせいもある。だけど、雅人の胸にあるのは、もっと違った思いだった。

「なんというかさ。エロスやアルテミスを見てたら人間とさして変わらなかったんで、気にしてなかったんだけど。でもアポロンを前にして、やっぱり神なんだなと思ってさ」

「どういうこと？」

「神さま相手に人間ができることなんて、ほとんどないんじゃないかって。なんか覚悟が決まったというか。運を天に任せるしかないというか、そんな感じ」

　例えば天変地異の災害を前に祈いのる人間の心境が、こんな感じかなと雅人は思う。

　いまはエロスが頑がん張ばってくれている、ケイローンも手を打とうと走ってくれている。しかし二人とも、アポロンと同じ神さまだ。

　雅人のような普通の人間に、神さまとケンカできるはずもない。

　突然、結衣が足を止めた。

「なんか納なつ得とくいかない」

　橋の上で雅人が振り返る。結衣は雅人をにらんでいた。

「なんかそれって、神さまに対しての差別じゃない？」

「差別じゃなくて、区別だろ」

「それはそうかもしれないけどさ！　で、でも雅人がそんなこと言ったら、アルテミスが……」

「アルテミスが、なに？」

「アルテミスも、エリスも、二人は少なくとも雅人を……友だちとして見てくれたんじゃないの？　雅人を差別してなかったじゃない。違う？」

「それは……」

　なるほど、そうかもしれない。ただ雅人は、むしろもう少し区別してもらっても良かったかなと、いまになって思った。屋上から巨きよ大だいな矢で狙われたこともあったし。

　思い出だすと、笑えてくる。

「ああ、その笑顔もちょっと腹立つよ！」

「ええ？」

　面食らう雅人に、結衣はずんずん歩み寄る。

「だって、そんな昔を懐なつかしむみたいに笑うなんて、もうこれから死ぬみたいじゃない！　まだなんにも決まってないのに、あきらめるなんて、そんなのあたしがずっと好きだった雅人じゃない！　しっかりしてよ！」

　びしっと結衣に言われてしまった。

　危機的状じよう況きようにもかかわらず、こんな物言いをするあたり、結衣らしいと雅人は思って、つい笑ってしまった。

「ああ、まだ笑ってる！」

「違う、違う。これは違うんだ」

　雅人は、ひとしきり腹の底から笑った。真しん剣けんに怒られて、こんなに笑えるなんて雅人は思ってもみなかった。

「ああ、面白かった。うん、ありがとう。ちょっと元気出た。それにさ。冗談でも、結衣に『ずっと好きだった』って言われると嬉しいもんだな。あははは、我ながら単純」

　しかし。

「……冗談じゃない」

　結衣は右ナナメ下に目をそらして膨ふくれる。なんか腹を立てているようにも、ふてくされているようにも、恥ずかしさを隠しているようにも見える不思議な表情だった。

「『冗談じゃない』って……あれ？　またなんか怒らせるようなこと言ったか、オレ？」

「そうじゃなくて。冗じよう談だんなんかじゃなくて。あ、あたしは雅人のこと……」

　結衣は雅人を見つめる。

　並んで立つとちょっとだけ高いはずの結衣が、しかしいまは緊張からか小さく可愛く雅人には見えた。頬を赤く染めて、えいやっとなかば投げやりに言葉を告げようとする。

　そのとき。

「やっと殺せる」

　結衣の背後から、声が飛んできた。雅人たちは、揃ってそちらを見る。

　アポロンには傷一つついていなかった。

　金属製の円盤を指先で、くるくると器用に回している。アポロンの楽しんでいるような微笑が、そら恐ろしく見えた。

　気き丈じようにも結衣が叫ぶ。

「ちょ、ちょっと待って。雅人も反省しているから！　だから考え直してよ！　お姉さんへの悪口とか、泣かしたとか。そういうことなら謝あやまるから。ね、雅人も」

「お、おう。す、すまなかった」

　しかし、アポロンは首を振った。

「そうじゃない。そうじゃないんだよ、雅人。いまだから告白しよう」

　アポロンはつづける。

「ぼくはおまえが羨うらやましかったんだ。姉さんとともに楽しく暮らす、その幸せだけでなく、姉さんの心まで手に入れたおまえが羨ましかった」

「え？　誰だれが、誰の心を手に入れたって？」

　アポロンは問いには答えなかった。急に殺気がアポロンの身体から沸わき出した。

「だからぼくは、おまえが憎にくい！」

　弄んでいた円盤をしかと握って振りかぶった。あれが解き放たれれば、雅人は終わる。

　雅人は一歩も動けなかった。

　かわりに結衣が動く。

　無む謀ぼうにもアポロンへとつっこんだ。五歩あまりの距離を一気につめて、腰に飛びつく。

　しかしアポロンは、びくともしなかった。邪魔くさそうに結衣を振り払はらって、再び円盤を構え直す。

　そのとき。

　アポロンに振り払われた結衣が、車道にまで飛ばされた。

　国道はそれなりに車の往来があるが、混こんでいるわけではない。つまりここを通る車はそれなりの速度で飛ばしている。

　結衣の落ちた車線を、大型のトラックが通ろうとしていた。運転手も気がついてブレーキを踏んでいる。

　結衣はようやく起き上がったところだった。ブレーキ音に気づいて顔をあげるが、恐怖で一瞬固まってしまっている。その一瞬が、雅人には致ち命めい的てきに見えた。

　とっさだった。

　勝算があったからとか、そんなわけではなかった。

　雅人は車道に飛び出して、結衣を突き飛とばそうとした。このタイミングなら、結衣はギリギリ助かる。向こうの車線にまで結衣の身体を押おし退ければ、なんとかなる。

　かわりに自分は死ぬかもしれないが。

　結衣の目を瞠みはった表情が、雅人の脳に焼きついた。一瞬にも満たない瞬間で、結衣の驚おどろきと、悲しみと、怒りを感じ取った。

　申し訳ないと雅人は思う。ついでに、これで良かったと安あん堵どする。

　どんっ。

　結衣の身体を突き飛ばした。雅人の眼前にトラックが迫せまる。

「させるかっ！」

　怒号とともに、アポロンが円盤を投げ放った。あくまで自らの手で仕留めたいらしい。凄すさまじい速度で迫る円盤とトラック、どちらが早く雅人に迫るかは微び妙みようなところ。もし、予言通りにここでアポロンに殺されるなら、それもいいかと雅人は思った。

　結衣を救えたのだから。

　そして、その刹せつ那な。

　雅人の視界が光に包まれた。










　　　エピローグ





　翌朝も穏おだやかな晴天が広がっていた。

　雅まさ人とはいつもより三十分も早起きして、一人学校へと向かった。

　この時間の通学路にはまだ、他の生徒の姿は見られない。おなじ道でも三十分で、こんなにも違うものかと雅人は驚く。なんだか空気まで違って感じられた。

　雅人は一歩一歩たしかめるように、足を踏み出す。学校の校舎が見えると、どきりとする。早く向かいたいような、しかしここに来てまだ行きたくないような相反した感情が雅人の中を渦うず巻まく。

　昇降口にたどり着いて靴を履き替えると、校舎の階段を上って教室へと向かった。

　自分のクラスの教室のドアの前に立った。

　やはり早いせいか、中から誰の気配も感じられない。ドアに手をかけ、目を閉じて深呼吸をひとつ、ふたつ。

　あけた。

　朝の空気に包まれた、いつもと変わりない教室。

　に、見えた。

　しかしやはり違った。窓まど際ぎわ一番後ろの雅人の席。その隣となりと隣にあるはずの席──エロスとアルテミスが使っていたはずの机とイスがなくなっていた。



　さんざん覚悟していたことではあるが、やはり雅人はため息を禁じえなかった。

　エロスとアルテミスは、存在しなかったことになっているのだ。



　　　　　※　　　　※



　絶対死んだと思った雅人が目を開けると、そこは橋の下だった。川原の小石の隙すき間まからところどころ雑草が生えている。橋きよう脚きやくに沿って顔をあげると、かなりの大きさの橋がある。さっきまで自分たちがいた場所だ。

　背後から声がした。

「いやあ、間一髪だった。……まあ、死んでも冥府のハーデスに口くち利ききして、なんとかしてやろうと思ってはいたんだがな」

　声に振り向けば、そこにはアポロンとよく似た衣をまとった髭ひげ面づらの男がいた。

「人の命を救うためとはいえ、あんなムチャをやるとは驚かされるわい」

　そのひと言で雅人は我に返った。結ゆ衣いの姿を捜して、いないと思ったら灯台もと暗し。すぐ足もとに倒たおれていた。

　結衣もすぐに気がついて、雅人と目が合った。

　しばし、ぽかんとする。

　その様子に髭ひげの男が高笑いをする。

「ゼウス自ら助けるなど、なかなかないんだぞ。もうちょっと喜んだらどうだ」

　雅人は目を瞠った。まじまじと男を見る。

　ようやくその男が神々の長であり、エロスたちの祖でもあるゼウスだと気がついた。見ればゼウスの背後には呼びに行っていたケイローンが、うやうやしく膝ひざをついていた。

「……父上。なぜ邪魔をするのです」

　声が降ふってきた。雅人が見上げると、アポロンが橋から飛び下りてきて、どすんと両足で着地した。

　それに続いてエロスやアルテミスまでもが、翼つばさをはためかせてやって来る。

　ゼウスは子孫たちを見み渡わたして、くすりと笑う。

「まあまあ、そんな顔をすることはないだろ。アポロンのやりすぎを止めに入っただけではないか。むしろ、わしに感謝してもよいとは思わんか？」

「いや、ですがしかし……」

「異論は認めん。なにせこやつは、孫のエロスの危機を救った男だ。エロスの恩人はわしの恩人でもあるからな。いまここで殺すなど、もっての他。──しかも、アポロン。おまえの予言は、たしか『雅人はアポロンの手にかかって死ぬ』だったな」

「……はい」

「いつどこで死ぬとは予言にないではないか。ゆえにいまここである必要もあるまい」

「えっ？」

「しかもだ。雅人などという名前は、下界に大勢おるぞ。ここにおる九く条じよう雅人だとは限らん、そうは思わぬか？」

「うっ。それは……そのとおりですね。わかりました」

　そうつぶやくとアポロンは恐ろしい目つきで雅人を一いち瞥べつして、背中を向けた。そのまま立ち去ろうとするアポロンをアルテミスが呼び止める。

「わたしとも約束して。雅人には手を出さないで。……破ったら許さないから」

「そんな！　姉さん！」

















「こんな騒ぎを起こして、怒ってるんだからね。もうあんたとはしばらく口を利きかない」

「ひ、ひどいよ！」

　アポロンはアルテミスの腕を取ると、あっと言う間に涙目になった。しかもアルテミスにその手を振りほどかれると、地に膝をついて、この世の終わりのような顔をする。

「ボクは姉さんのためにやったのに！　うわあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん、そんなこと言わないでよ～！」

　アポロンはアルテミスの足にすがりついて、わんわん泣き出した。

　あまりのアポロンの変わり身に雅人は、あんぐりと口を開ける。あの恐ろしかったアポロンと同一神とは、とても信じられない。雅人は、込み上げてくる笑いを堪えるのに必死だった。

　かわりにニコニコしていたエロスがぎろりとにらまれ、あわててゼウスに話しかけた。

「あ、そだ。でも、なんかボクも納得できないなー。じいちゃんが出張って手を出すなら、最初っからやれば良かったのに。こんなあとから出てきて、美お味いしいところだけ持ってくなんて、ずるいよ」

「まあまあ。たまには良いだろ。ほら、下界の言葉にもあったはずだろう。“〝デウス・エクス・マキナ”〟ってな」

　にやりと笑うゼウスにつられて、ついに雅人も笑ってしまった。

　まさか本物の神さまから、そんな単語が聞けるとは思いもしなかった。わけがわからない様子の結衣と目が合った。あとで教えてあげようと雅人は思う。

　さらにゼウスはエロスに告げる。

「それにな。わしはただアポロンの暴走を止めただけで、エロスの恩返しを手伝ったわけではないぞ。きっちり返す恩は、自分で返しておけ」

「あ、やっぱり？」

　エロスは雅人に向き直った。

「いやあ。さっきの雅人の雄ゆう姿し、見せてもらったよ。結衣ちゃんを救うために命を捨てる覚悟で飛び出す。好きでもなければ、できないことだよね？」

「「えっ!?」」

　雅人と結衣はともに絶句して、顔を見合わせた。

　結衣の頬がいきなり赤くなった。

　つられて雅人の鼓こ動どうも早くなってしまう。

「いやいや。ちょっと待て、エロス。あれは、なんというか、とっさのことで」

「いいのいいの。もう言葉はいらないから。あ、もしかして後始末のこと気にしてる？　だったら安心して。ボクらがいた記き憶おくと痕こん跡せきは、じいちゃんに綺麗に消してもらうから。ねえ、じいちゃん？」

「ん？　うむう。……まあよかろう。もののついでだ」

　雅人が心配してもいないことをエロスはベラベラ告げると、アルテミスに目を向けた。

「じゃあ頼たのむね。アルテミス」

　エロスは金の矢を出現させると、アルテミスに手て渡わたした。

「うん……」

　アルテミスは雅人たちに背を向けるようにして、大きくため息をついた。手の甲こうで目元を拭ぬぐうと、くるりと振り返る。銀髪のポニーテールが躍おどるようになびいた。

「そうね、あんなもの見せられちゃったら、認めざるをえないね。ほんと、正直に言えばわたしもさっさと帰れたのに、いいように振り回まわされたわ」

　そううそぶくと、アルテミスは弓を出現させた。エロスから手渡された金の矢を、アルテミスにしてはもたついた手つきでつがえて、その先を結衣に向ける。

「……なにこれ？」

　結衣は目を丸くする。

「ちょっと待て！　オレの話を聞けっ！」

　雅人は声を荒あららげて止めに入る。

　しかしアルテミスは、止まらなかった。

「大丈夫、今度はきちんとやるから。絶対に外さない」

　そして。

　矢は放たれた。

「結衣、お幸せにね」

　アルテミスがつぶやくより早く、金の矢は結衣の胸に吸い込まれていた。



　　　　　※　　　　※



　そうして神々は気を失った結衣を雅人に任せて、さっさと帰ってしまった。どいつもこいつも最後まで勝手だったと、いま思い返しても雅人は呆れてしまう。

　雅人は教師もまだ少ない職員室にもぐりこんで屋上のカギを拝借した。階段をのぼり、ドアのカギをあける。

　屋上には、当然のように誰もいなかった。ぐるりと見渡して雅人は苦笑した。アルテミスがあけたフェンスの大穴も、見事に修復されていた。ゼウスは言ったことは徹てつ底ていしてやるらしい。

　雅人は屋上の床ゆかにごろんと大の字になって、目を閉じた。

　本当に、アルテミスにエロス、ケイローンたちには手間をかけさせられた。

　けれど、思い返すと楽しかった思い出ばかりよみがえる。エロスのやつに「雅人も楽しいクセに」とか言われたことを思い出した。あれは、いつだったか。

「あ。やっぱりここにいた」

　突然の声に、雅人は驚いて目を開けた。

　視界に、さかさまになった結衣のアップがうつる。

「ど、どうして」

「エリスたちが初めて学校に来た日、雅人、ここにいたじゃない？　だから、なんとなくいるかなと思って」

　なかなか鋭するどいと思いながら、雅人は上半身を起こした。

　その隣に結衣も腰を下ろす。

　結衣だけは、エロスたちの記憶が消えていなかった。なぜかは、雅人もわからなかったが、ゼウスが気を利かせたとか案外そんな理由かもしれない。

「雅人さ、昨日はありがとうね」

「お？　あ、気絶したおまえを、家までおぶって行ったことか。やあ大変だった。だって、なにげに結衣は重くてさ」

　ぼかりと殴られた。

「それもだけど、違う！　わかってるでしょ？　あたしの命を救おうとあんなムチャしてくれたことよ」

　照れくさかったから雅人は話をそらそうとしたのに、結衣はやっぱり許してくれなかった。

　昨日のあの瞬間。雅人は結衣の命を救うために、自らの命を捨てた。少なくとも捨てる覚かく悟ごをした。そこまでは客観的事実だと思う。

　だったら雅人にとって結衣は特別なのではないか。

　その問いに、雅人は一晩かかっても答えを出せなかった。そう指し摘てきされればそんな気もするが、ただの勢いだったと言われればそんな気もする。

　雅人はそっと隣の結衣を見やる。

　結衣と目が合った。ずっと見つめられていたらしい。なんだか思考まで読まれていたんじゃないかと錯さつ覚かくして、ますます気き恥はずかしくなった。

　結衣は微笑ほほえんで、もう一度言う。

「本当にありがとう。雅人のおかげだよ」

「いや、それはオレも同じ。お互たがいさまだろ」

　結衣がアポロンに飛び込んでかばってくれなければ、むしろ死んでいたのは雅人だったかもしれない。

　だが結衣はかたくなに首を振る。

「ううん。雅人のおかげなの！　だ、だからね……お礼させて」

　前にも似たようなシチュエーションがあった気がした。

　結衣は雅人に向き直る。そっと腰を浮かせて、雅人の肩かたに手を伸ばした。

　そして。

「目を閉じて」

「え、ちょ、ちょっと待て」

「いいから！　恥はじかかせないで」

　結衣の頬は赤く染まり、その目はうるんでいる。間近で見る結衣の恥はじらう表情は、わかっていたけど可愛いと思う。雅人の心臓がどんどん高鳴る。

「で、でもな。ちょっと冷静に」

「閉じるの！」

　雅人は反射的にまぶたを閉じてしまった。

　結衣の動く気配を感じる。

　ここまできて、さすがに結衣の意図を雅人も理解している。結衣に金の矢が命中しているところを見てもいるし。

　正直嬉しいと言えば、嬉しい。結衣のことは嫌きらいじゃない。というか、好きだ。

　しかしこの期におよんでも、まだ雅人は迷っていた。

　こんな気持ちのまま、結衣を受け入れていいのか。葛かつ藤とうがぐるぐる渦巻く。その間にも結衣がさらに近づく気配を感じる。あと数秒で、それが起こる。

　そして、ついに。

　べしっ。

「痛っ」

　額の衝しよう撃げきにまぶたを開くと、悪戯いたずらっぽく笑う結衣を見つけた。なにをされたのかと思えば。

　でこぴんだった。

「な、なにすんだ!?」

「あははは。やーい、騙だまされてやんの。色気づいちゃって、なにその気になってんのよ」

　しばし雅人は固まった。

　理解した瞬間に、真っ赤になって怒ど鳴なった。

「こ、このう！　からかったな！　この恩知らず！」

「ふーんだ。お互いさまなんでしょ？」

　からから笑いながら結衣は立ち上がって、屋上を去って行く。その後ろ姿を雅人は、ギリギリと歯をきしませて見送る。

　と、ふいに失しつ笑しようした。

　結衣は相変わらずで、なんかホッとした。いくら金の矢の力で好かれたとしても、人が変わってしまったらどうしようかと思っていた。

「なんだ、なんだ。良かった、良かった」

　笑いながら雅人は立ち上がる。屋上を出ようと、回れ右した。

　そこに。

「ぜんぜん良くないよ～！　どうして～、矢が当たったのに！」

　エロスとアルテミス、ケイローンにゼウスまでいた。

　アルテミスは目をばしばしと瞬まばたかせ、ケイローンはわけがわからずに結衣が消えた出口と、目をまるくしている雅人を交こう互ごに見比べる。ゼウスは髭を撫なでながら、独り言をつぶやいていた。

「あの娘むすめには、金の矢が効かぬか……いや、違うな。もともと雅人が好きで、いまのが愛情表現だとするならば、あるいは……」

「なぁに？　じいちゃん、どうかした？」

「……むっ？　いいや。なんでもない」

　そこでゼウスはニヤリと悪そうな笑えみを浮かべた。

「よし。エロスにアルテミス、ケイローンよ。雅人の恩返しをやり直して来い」

「はっ？　ま、また……？」

　アルテミスは目を瞠る。

「うむ。金の矢が、効かんのだから仕方ない、仕方ない。こんな事情ならば、ヘラとて納得せざるをえないだろうしな」

　そしてゼウスはぬっふっふっと笑う。あくまで自分の都合のように雅人は思った。

「そうか～。そうだよね。うん、じゃあボクはまた遊ぼう……じゃない、頑張ろうかな。よろしくね、雅人」

「雅人、役に立たなかったわしじゃが、またよろしく頼むの」

　エロスとケイローンは、あっさりとうなずいた。

　アルテミスは顔の下半分を手でおおう。大おお仰ぎようなまでに眉まゆ根ねを寄せているが、頬が緩ゆるんでいるのは隠しきれなかった。

「ゼウスさまの言いつけじゃ、仕方ないわね。雅人、よろしく頼むわよ」

　胸を張ったアルテミスを目にして、ついに雅人はくすりと笑った。

「勝手に弓矢を使わないって約束するなら、ウチに置いてもいいかな」

　思いっきり偉えらそうに言ってみせた。

　おそらく古今東西、神々にこんなに偉そうな口を利いたのは自分くらいじゃないかなと、雅人はそう思うのだった。



（終わり）　



















　　　あとがき





　本編でも誰かが言っておりますが、巷こう間かんささやかれている噂うわさが真実とまったく違うなんて、よくある話でして、それがはるか昔の神話ともなれば、なおのことです。

　だから愛の神エロスが女神で女好きだったり、純じゆん潔けつの神アルテミスが潔けつ癖ぺき症しようのツンデレだったり、牧ぼく畜ちくの神アポロンがちょい鬼き畜ちく入っていたりしても、なにもおかしくないわけです。そもそもオリンポスの神々は、もともとかなり自由で野の放ほう図ずだったみたいですし、案外、「こんなんじゃすまない。もっとすごいことをしていたぞ」と、いまごろ天界で憤ふん慨がいしているところかもしれません。

　ともあれ。こんな人間くさい神さまたちを、読んでくださったみなさまも気に入ってもらえたら幸いです。

　それでは、また近いうちにお会いできる日を楽しみにしております。

　なにせ、エロスもアルテミスもまだまだ下界を堪たん能のうしたいようですから。

鯨くじら　晴はる久ひさ　　拝　
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